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上肢リハビリ支援システムのリスクアセスメント

古川 忠弥１*，打田 正樹 2 

1:総合イノベーション工学専攻，2:機械工学科
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(受付日 2021 年 8 月 4 日； 受理日 2022 年 3 月 15 日) 

1. 緒言

近年の超高齢社会[1]における諸問題を背景として，リハ

ビリテーション（以下リハビリ）分野へのロボット技術を

用いたリハビリ支援システムの導入が注目されている．そ

のシステムを用いることで作業療法士の身体的及び時間的

負担を低減させる．それにより，多くの片麻痺患者（以下

患者）に対して十分なリハビリを実施可能になると考える．

このことからリハビリ支援システムが研究・開発されて
[2]~[4]，実用化された例[5]もある．しかし，これらの多くは高

コストかつ大型であるため，導入障壁が高く，広く普及す

るには至っていない．そこで我々は，小型・軽量，低コス

トの上肢リハビリ支援システムの研究，開発を行っている
[6]~[8]．このシステムでは患者が小型移動ロボットを直接把

持し，操作することでリハビリを行う．そのため本システ

ムは安全性確保が重要であり，安全性を評価する必要があ

る．よって，本システムに対し医療・福祉ロボットのリス

クアセスメント[9]を実施した． 
本稿では上肢リハビリ支援システムのリスクアセスメン

トとその対策について述べる． 

2. 上肢リハビリ支援システム

2.1. 上肢リハビリ支援システムの概要

上肢リハビリ支援システムを図1に示す．このシステム

は小型移動ロボット，持ち運び可能な専用プレート及びパ

ーソナルコンピュータ（以下PC）に実装した専用ゲームア

プリケーションから構成される．ただし，本稿において，

アクチュエータと電子制御により特定の用途の機器をロボ

ットと定義し，それとアプリケーションを組み合わせてリ

ハビリを実施可能とするものをシステムと定義している。

小型移動ロボットは無線通信を介して PC 上の専用ゲーム

アプリケーションと連携しており，患者はこの小型移動ロ

ボットのグリップ部を把持し，ディスプレイを見ながら移

動させることで可動領域拡大，筋力向上を目指したリハビ

リを行う．それに加え，患者の症状や筋力等に合わせてグ

リップの変更，アシスト力の変更，ゲームアプリケーショ

ンにおけるリハビリ訓練メニューの変更が可能である． 

2.2. 小型移動ロボット 

小型移動ロボットの外観を図2に示す．このロボットは

円柱の形状をした本体部及び滑らかな形状をしたグリップ

部から構成され，高さ70[mm]，直径160[mm]，重量約

図 1 上肢リハビリ支援システム 

図2 小型移動ロボットの外観 
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1[kg]である．本体部とグリップ部の間には上肢を屈曲・

伸展時の水平面上における手先の方向変化に対応するた

め受動的に回転可能な機構を有している．そしてグリッ

プ部には電源スイッチが搭載され，本体部はマイクロコ

ントローラ（以下マイコン），力覚センサ，2個のモータ

ドライバ（定格電流14[A]），2個の駆動用モータ（最大

トルク0.013[Nm]，最高回転速度14110[r/min]，最高出力

19.2[W]），バッテリ（ニッケル水素バッテリ，定格電圧

1.2[V]，5直列）及び移動機構から構成される．移動機構

には4つのオムニホイールを使用し，対になるオムニホイ

ール同士がプーリベルト，車軸を介して連結されている．

そして，それぞれの対に駆動用モータが1つずつ搭載され

ており平面上2方向に移動可能である．さらに，小型移動

ロボットの底面に永久磁石が搭載されており，それと強磁

性体の専用プレートとの間に発生する吸引力によりオムニ

ホイールの滑りを低減している．その結果，小型移動ロボ

ットは約25[N]の最大提示反力を実現する．それ以上の力

が加えられた際は車輪がスリップする． 

2.3. 専用ゲームアプリケーション 

リハビリは単純作業が多く，モチベーション低下が懸念

される．それを防止するために本システムではゲーム性の

ある専用アプリケーションを開発した．具体的には，ステ

ージをクリアするごとに新たなステージが出現し，キャラ

クターを収集できるようになっている，他の使用者と点数

を競うことができる等のゲーム性があり，モチベーション

低下防止の効果が期待できる．その他にリハビリのデータ

を収集，リハビリ実施状況を医療従事者へ提示する等の目

的もある． 
一方，リハビリトレーニングメニューは予め用意された

数種類の中から患者に選択させ，症状に合わせたリハビリ

を実施する．そのうえ，重度の麻痺患者でもリハビリを実

施するために，アプリケーションで示された目標物に移動

ロボットを自動的に追従させる補助機能の有無の切り替え

も選択できる． 

2.4. システム構成 

本システムの構成及び制御系ブロック図を図3,4に示す．

患者が小型移動ロボットに力を加えた際，ロボットはその

方向へアクチュエータによるアシストを与え，ロボットを

移動させる．具体的には，患者がロボットに加えた力を検

出する力覚センサが搭載され，マイコンへ信号を出力する．

マイコンは力覚センサの検出値にローパスフィルタを施し，

定数 Kr を乗じたものを目標値としてモータドライバへ信

号を出力する．定数Krを3種類用意することで，本システ

ムはアシスト切り替えが可能である． 
その他，小型移動ロボットには移動量を計測するための

移動量検出センサ，回転量を計測するためのフォトリフレ

クタアレイも搭載される． 
一方，リレー回路は制御回路系及び駆動回路系等への電

力を供給しており，グリップ上部の電源スイッチ及びマイ

コンから電源のオフが可能である．電源スイッチを前方に

スライドさせることでロボットが起動し，後方へスライド

させることで停止する．それに加え，マイコンが危険状態

図3 上肢リハビリ支援システムの構成 

図4 上肢リハビリ支援システムの制御系ブロック図 

表1 リスクアセスメントの評価項目 
発生の可能性Q スコア 危害のひどさC スコア 

ほとんど起こりえない 0.033 引っ掻き傷・打撲 0.1 

ほとんど 

起こりそうにない 

1 裂傷・軽傷 0.5 

小さな骨折・軽い病気 

（一時的） 

2 

起こりそうにない 1.5 

起こりうる 2 大きな骨折・大病 

（一時的） 

4 

場合によっては 

起こりうる 

5 

方手足，眼球， 

聴力の喪失（永久） 

6 

多分起こる 8 

起こりやすい 10 両手足，両眼球の喪失 

（永久） 

10 

必ず起こる 15 

致命傷（死亡） 15 

危険への暴露頻度F スコア 

毎年 0.5 危険に暴露される人数N スコア 

毎月 1.0 1~2 1 

毎週 1.5 3~7 2 

毎日 2.5 8~15 4 

毎時 4.0 16~50 8 

常時 5.0 50~ 12 

2
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を検知した際は自動的に小型移動ロボットを停止させるこ

とが可能である． 
 

3. リスクアセスメント 

3.1. リスクアセスメントの定義 

我々は本システムに対し医療・福祉ロボットのリスクア

セスメント[9]をもとに表 1 の評価項目に従って利用者の行

動を想定してリスクを評価した．本システムに対し検討し

表2 上肢リハビリ支援システムの危険事象の一覧 
項目 時 危険事象 評価項目 

可能性Q 頻度F ひどさC 人数N リスクR 

1 設置時 

利用時 

ロボット本体が落下し，身体（手，足，指等）と接触することでけがを負う． 2 2.5 2 1 10 

2 設置時 

利用時 

専用プレートとロボットの間に身体（指等）を挟み込むことでけがを負う． 1 5 0.1 1 0.5 

3 設置時 

利用時 

設置時に専用プレートが落下し，身体（手，足，指等）と接触することでけが

を負う． 

2 1.5 2 1 6 

4 利用時 ロボット本体の機構部に身体（指等）を挟み込むことでけがを負う． 1 5 0.1 1 0.5 

5 利用時 本体とトレーニング部位以外の身体（腕，もう一方の手等）が接触しけがを負

う 

1 5 0.1 1 0.5 

6 利用時 負荷設定高の状態で移動量検出センサとマイコン間の信号断絶によりロボッ

トが暴走する．それに伴いロボットが予期せぬ方向へ移動し，身体（関節等）

が圧迫される． 

0.033 5 0.1 1 0.0165 

7 利用時 力覚センサとマイコン間の信号断絶によりロボットが暴走する．それに伴い

ロボットが予期せぬ方向へ移動し，身体が圧迫される． 

0.033 5 0.1 1 0.0165 

8 利用時 内部配線の断線・接触不良によりロボットが暴走し，けがを負う． 0.033 5 0.1 1 0.0165 

9 利用時 ロボットが可動域逸脱により身体（関節等）が圧迫される． 2 5 1 1 10 

10 利用時 落下や経年劣化により破損したロボットを利用した際，トレーニング中にロ

ボット本体の一部が離脱し，身体と接触することでけがを負う． 

1 4 0.1 1 0.4 

11 利用時 ロボット転倒により，ロボットと専用プレートとの間へ身体が挟み込まれる

もしくは，専用プレートに身体が接触することでけがを負う． 

2 2.5 0.5 1 2.5 

12 利用時 トレーニングメニューの設定ミス（ストローク等，大きく逸脱した値の入力）

によりロボット本体が予期せぬ方向へ移動し関節等が圧迫される． 

8 5 0.1 1 4 

13 利用時 トレーニングメニューの設定ミス（ストローク等，大きく逸脱した値ではな

いものの患者の症状に適していない設定値を入力）によりロボット本体が予

期せぬ方向へ移動し間接等が圧迫される． 

8 5 0.1 1 4 

14 準備時 バッテリの過充電・過電流により発熱・発火し火傷を負う． 15 5 0.5 1 37.5 

15 準備時 バッテリケーブル断線後，陰陽極間がショートし発熱・発火する．それにより

火傷を負う． 

2 5 0.1 1 1 

16 準備時 ロボット本体を専用プレートに設置していない状態でロボットを起動し，車

輪に身体（指等）が巻き込まれけがを負う． 

0.033 5 0.5 1 0.0825 

17 準備時 充電ベースをUSBアダプタに接続した状態かつ，ロボット検知スイッチを押

した状態で充電端子に導電体が接触し，短絡が生じ充電端子および導電体が

発熱，もしくは，USBアダプタが発火し，火傷等を負う． 

1 5 0.1 1 0.5 

18 その他 想定外の事態によりロボット本体が暴走する． 0.033 1 0.1 1 0.0033 
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た代表的なリスクについて表2に示す．このリスクアセス

メントでは対象の考えうるリスクを列挙しそれら一つ一つ

を点数化し，その点数の大きさに応じてリスク低減・改善

を行う．その点数化されたリスクRは次式により導出する．  
𝑅𝑅 = 𝑄𝑄 × 𝐹𝐹 × 𝐶𝐶 × 𝑁𝑁 …（1） 

Q は発生の可能性，F は危険への暴露頻度，C は危害の

ひどさ，Nは暴露される人数を示す． 
本システムの設置時におけるリスクは以下のものが挙げ

られる．小型移動ロボットが落下して足等のけがを負う（表

2項目1），専用プレートが落下して足等のけがを負う（表

2項目3），専用プレートとロボットの間に指等を挟み込み

けがを負う（表2項目6）．リハビリを実施時は専用プレー

ト上でロボットを移動させる．その際，ロボット本体が足

元に落下し，けがを負う（表2項目2），肘・もう一方の腕

等の部位がロボットと接触しけがを負う（表2項目4），指・
腕等の部位がロボット本体の隙間に挟まれる（表2項目7），
指・腕等がロボット本体と専用プレートの隙間に挟まれる

（表2項目7），トレーニング部位が可動域逸脱により間接

等が圧迫される（表2項目5）といった危険が考えられる．

また，トレーニング時にロボットが転倒してロボットと専

用プレートとの間に指・腕等の部位が挟み込まれる，また

はその転倒によりロボット・専用プレートと接触しけがを

負う（表 2 項目 6）といった危険も考えられる．一方，ロ

ボットはバッテリ駆動であるため，過充電・過放電により

バッテリが発熱・発火し火傷を負う（表 2 項目 7）可能性

が考えられる．そのほかに経年使用することで内部配線が

断線・接触不良によりロボットが暴走し，けがを負う（表

2 項目 8）可能性やどれにも属さない想定外の事態が発生

しロボットが暴走し，けがを負う（表 2 項目 9）可能性が

考えられる． 
 
3.2. リスクの対策 

3.2.1. 本質安全 

表2の項目1，2，4~9，11，14，16，18に対しては本質

表4 その他の対策 
項目 系統 対策 

1,3 その他 設置時及び利用時は靴もしくはスリッパの着用を

義務付ける趣旨を説明書に記載した． 

2 その他 ロボットを専用プレートへ設置する際に指等を挟

み込まないように注意する趣旨を説明書に記載し

た． 

4 その他 ロボット本体の機構部に指等を挟み込まないよう

に注意する趣旨を説明書に記載した． 

5 その他 トレーニング部位以外を本体に近づけないように

注意する趣旨を説明書に記載した． 

1,9 制御系 可動域制限壁に衝突した際，自動的にロボットを

停止させる機能を追加した． 

6 制御系 移動量検出センサの異常値を検出した際，自動的

にロボットを停止させる機能を追加した． 

7 制御系 力覚センサの異常値を検出した際，自動的にロボ

ットを停止させる機能を追加した． 

10 その他 破損もしくは外観の異常が見受けられた際に利用

停止する旨を説明書に記載した．臨床期間におい

ては開発者が定期的に確認を行う． 

12,13 その他 設定値の再確認を促す趣旨の説明を説明書に記載

した． 

12 制御系 設定値が設定範囲を超えている場合，自動的に安

全なパラメータとなるようにした． 

14,16 電気系 メイン基板（マイコン搭載）とモータ駆動回路基

板，電源基板，グリップスイッチ部それぞれの配

線に関して，断線，接触不良時にロボットを停

止，電源オフにするロジックにした． 

15 制御系 ロボットを設置していない状態でロボットを起動

した際，自動的にロボットを停止させる機能を追

加した． 

17 その他 用途外での利用を避ける・充電ベースにロボット

以外のものを載せない趣旨を説明書に記載した． 

8,18 制御系 モータへの指令値に異常を検出した際は自動的に

ロボットを停止させる機能を追加した． 

 

表3 本質対策 
項目 系統 対策 

1 機械系 本体の小型化・軽量化をした 

1,9 機械系 専用プレートに可動域制限壁を設置した． 

5,11 機械系 鋭利な形状を避け，滑らかな形状にした． 

2,4 機械系 隙間の狭幅化を行った． 

9 機械系 車輪スリップによるトルクリミッタを設けた 

11 機械系 本体の幅と高さとの比に関して，十分転倒の可能

性が低い比率にした． 

14,16 電気系 過電流の際も発火可能性の少ないニッケル水素バ

ッテリを使用した． 

6,7,8 電気系 メイン基板（マイコン搭載）とモータ駆動回路基

板，電源基板，グリップスイッチ部それぞれの配

線に関して，断線，接触不良時にロボットを停

止，電源オフにするロジックにした． 

18 機械系 ロボット本体の電源スイッチを押しやすい場所に

設置した． 
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安全を確保するために表3に示す対策を施した．  
項目1に対して，ロボット本体の小型化・軽量化を行っ

た．質量が小さくなることで衝撃の被害の減少させた． 
項目1，9に対して，専用プレートに可動域制限壁を設置

した．これにより，ロボットが落下するリスクを低減させ，

可動域逸脱による圧迫も低減させる． 
項目 5，11 に対して，専用プレート及び小型移動ロボッ

トは鋭利な形状を避け，滑らかな形状にした．それにより，

指に刺さる・皮膚を傷つけるといったリスクを低減させた． 
項目 2，4 に対してロボットと専用プレートとの間及び

ロボット本体の隙間の狭幅化を行った．専用プレートと小

型移動ロボットとの間の隙間の寸法は約 1.5[mm]，小型移

動ロボットのグリップ部と本体部の間の機構部の隙間の寸

法は約3[mm]である．これにより，指等が巻き込まれるリ

スクを低減した． 
項目9に対して本体の幅と高さとの比を転倒可能性が十

分低い比率に設計した．つまり，重心を極力低くすること

で，転倒のリスクを低減した． 
項目14，16に対し，リチウムイオンバッテリと比較して

安全なニッケル水素バッテリを使用した． 
項目6，7，8に対して各基板・配線に関して，断線・接

触不良時にロボットを停止・電源オフとなるロジックにし

た．具体的には，バッテリ電圧が一定値を下回った際，モ

ータドライバ，リレードライブ回路の三端子レギュレータ

の最低駆動電圧を下回り，電源が入らなくなる．これによ

り，過電流状態になるとバッテリ電圧が低下し，自動的に

電源がオフになる． 
項目 18 に対し，本体の電源スイッチを押しやすい上部

に配置した．これにより，もし暴走を起こしてしまった際

でも，直ちに電源を切ることが可能である． 
 
3.2.2. その他の対策 

 3.2.1 節の本質安全のみで対策しきれなかったリスクに

対し表4に示す対策を行った．その詳細について以下に述

べる． 
 項目 1~5，10，12，13，17 について，説明書に記載し，

本システムを導入する際には説明を行うことで，リスクを

回避する． 
 項目 1，9 に対し，可動域制限壁に衝突したことを検知

し，自動的にロボットを停止させる機能を追加した．具体

的には，モータへの指令値が出ている状態で，移動量検出

センサが一定期間以上変化しない場合にロボットを停止さ

せる．これにより，ロボットの破損，落下等を防止する．  
 項目6に対し，移動量検出センサの異常値を検出した際

表5 対策後のリスクアセスメント 
項目 対策系統 対策前のリスクアセスメント 対策後の評価項目 

可能性Q 頻度F ひどさC 人数N リスクR 可能性Q 頻度F ひどさC 人数N リスクR 

1 機械系・その他 2 2.5 2 1 10 2 2.5 0.1 1 0.5 

2 機械系・その他 1 5 0.1 1 0.5 0.033 1 0.1 1 0.0033 

3 その他 2 1.5 2 1 6 2 1.5 2 1 6 

4 機械系・その他 1 5 0.1 1 0.5 1 5 0.1 1 0.5 

5 機械系・その他 1 5 0.1 1 0.5 1 5 0.1 1 0.5 

6 電気系・制御系 0.033 5 0.1 1 0.0165 0.033 1 0.1 1 0.0033 

7 電気系・制御系 0.033 5 0.1 1 0.0165 0.033 1 0.1 1 0.0033 

8 電気系・制御系 0.033 5 0.1 1 0.0165 0.033 5 0.1 1 0.0165 

9 機械系・制御系 2 5 1 1 10 2 1.5 1 1 3 

10 その他 1 4 0.1 1 0.4 0.033 4 0.1 1 0.0132 

11 機械系 2 2.5 0.5 1 2.5 2 2.5 0.5 1 2.5 

12 制御系・その他 8 5 0.1 1 4 0.033 1 0.1 1 0.0033 

13 その他 8 5 0.1 1 4 1 5 0.1 1 0.5 

14 電気系 15 5 0.5 1 37.5 0.033 1 0.1 1 0.0033 

15 制御系 2 5 0.1 1 1 0.033 1 0.1 1 0.0033 

16 電気系 0.033 5 0.5 1 0.0825 0.033 1 0.1 1 0.0033 

17 その他 1 5 0.1 1 0.5 1 5 0.1 1 0.5 

18 機械系・制御系 0.033 1 0.1 1 0.0033 0.033 1 0.1 1 0.0033 
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に自動的にロボットを停止させる機能を追加した．具体的

には，移動量検出センサが可動域を超える値を出力した際

にロボットを停止させる．これにより，可動域逸脱を防止

する． 
 項目7に対し，力覚センサの異常値を検出した際に自動

的にロボットを停止させる機能を追加した．具体的には

40[N]を超える力を検知した際，自動的にロボットを停止さ

せる．これによりロボットと力覚センサとの間の配線の断

線している状態を検知し，暴走を防止する．  
 項目 12 に対し，ゲームアプリケーションにステージを

登録する際，誤ったパラメータを療法士が入力する恐れが

ある．誤ったパラメータが入力された際，ゲームアプリケ

ーション上で自動的に安全なパラメータに修正する． 
 項目14，16に対し，配線が断線・接触不良した際，マイ

コンで異常値を検出し，自動的にロボットを停止させるも

しくは，電源回路が断線した際はリレー駆動回路がb接点

であるため，自動的に停止する． 
 項目 15 に対し，ロボットを設置していない状態で起動

した際は，ロボット下部に搭載される赤外線フォトリフレ

クタの異常値が検出され，自動的にロボットを停止させる．

これにより，ロボットの駆動輪で指等を挟むリスクを低減

させる．  
 項目8，18に対し，マイコンによるソフトウェア処理で

モータへの指令値の異常を検出した際はロボットを自動的

に停止させる．具体的には，一定期間以上に一定以上の指

令値が継続して出されている場合に異常とする．これによ

り，ロボットの暴走を防ぐ． 
 上記の項目12，14，16以外の原因でロボットが停止した

場合，その原因を利用者に提示し，利用者が速やかに対応

できるようにロボット本体の LED 点滅速度を変化させ，

アプリケーションにも停止事由を通知する機能を実装した． 
ここで，対策前と対策後で比較したリスクアセスメント

で得られたものを表5に示す．表5において，リスク低減

させた項目を太字及び下線で示す．これより，対策前では

最高リスクポイントが37.5であったのに対し，対策後では

6 とリスクを低減させることができた．また，そのほかの

項目も同様にリスクを低減させることができた．対策後の

本システムの健常被験者による動作確認実験を実施し，機

能が正常に動作していることを確認した． 
 
4. 結言 

本稿では，上肢リハビリ支援システムの詳細とそのリス

クアセスメントについて述べた．考えられる代表的なリス

クを列挙し，リスクアセスメントを実施したことにより本

システムのリスクを低減することができた．また，それの

動作確認実験により確認できた． 
今後の課題として，医療現場での臨床試験を行い，上肢

リハビリ支援システムの有効性を検証することがあげられ

る． 
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Risk Assessment of Upper Limb Rehabilitation Training Support 
System 

Atsuya FURUKAWA1*,  Masaki UCHIDA2

1: Advanced Engineering Course of Science and Technology for Innovation
2: Dept. of  Mechanical Engineering, 

Recently, Japan has a super-aged population. Therefore, the introduction of robots into the rehabilitation field is 
attracting attention. The use of the robots can reduce the burden of therapists. However, current robots are large 
and costly, which makes their introduction difficult. Furthermore, it is impossible to use the robots at home.
Therefore, we are researching and developing a compact and low-cost upper limb rehabilitation training support 
system. The rehabilitation training support system will be used for patients. It is essential for this rehabilitation 
training support system to be safe. Therefore, we conducted a risk assessment using the risk assessment method 
for medical and welfare robots. And we have implemented countermeasures against various risks. As a result, we 
were able to construct the upper limb rehabilitation training support system that can be tested clinically. In this paper, 
we report the details of the upper limb rehabilitation training support system and the risk assessment. 

Key Words : Risk assessment, upper limb rehabilitation training support system, small movable robot, 
aging society 
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1946 年衆議院議員選挙法改正における理想と実態 

— 大選挙区制限連記制に至る議論を中心に— 

松岡 信之 1＊ 

1:教養教育科 

1946 年改正の衆議院議員選挙法では、中選挙区単記制から大選挙区制限連記制へと選挙制度が

変更された。本稿は、比例代表制を理想としていたのにもかかわらず、大選挙区制度が採用され

たのかを明らかにすることを目的とする。加えて、連記数の問題をどのように解決したのかを整

理する。この制度で行われた国政選挙は 1 度のみであり、歴史的な連続性はほとんどない。選挙

制度はその時代の政治状況に規定される。既成政党の地盤を打破して、新人や新政党の登場を促

し、将来的な比例代表制の導入に至る過渡的な制度としとして構想された。これらのことを一次

史料に基づいて分析する。  

Key Words : 選挙制度、大選挙区、比例代表、投票制度、日本政治史  

1．はじめに

勅語

朕茲ニ帝国議会開院ノ式ヲ行ヒ貴族院及衆議院ノ各員

ニ告ク

朕ハ国務大臣ニ命シテ衆議院議員選挙法ノ改正其ノ他

緊急ナル議案ヲ帝国議会ニ提出セシム  卿等其レ克ク

朕カ意ヲ体シ和衷審議以テ協賛ノ任ヲ竭サムコトヲ期

セヨ（貴族院本会議、1945年 11月 21日）

1945（昭和20）年11月26日に召集された第89回帝

国議会は、女性（婦人）参政権、有権者資格の引き下げ、

選挙制度の変更などを骨子とする衆議院議員選挙法（以

下、選挙法）の改正を主な目的としていた。なぜならば、

戦前の翼賛選挙（1942年）で選出された「旧体制」の議

員が構成する衆議院の正統性が疑問視されるなか、早急

に「民主主義的傾向」をもつ議会に作り替える必要に迫

られていたからである（小西、1996、80）。当初、緊急

勅令により現行制度のまま解散し総選挙を執行し、その

後に選挙制度改革を行おうとしたが、選挙活動や投票制

度、そして議員の強固な地盤に関する世論の問題意識が

強まったことで選挙法の全面的改正を行うこととした。 

新たな選挙法では選挙制度が大幅に変更され、日本の

国政選挙では唯一の例となる大選挙区制限連記制1が採

用された。この独得な選挙制度が導入された理由を端的

に述べると、①戦前の中選挙区制下で選出された議員の

地盤を打破すること、②少数政党や新興政党にも当選の

機会を与えること、③選挙区の拡大によって「大人物」

の選出を容易にすること、であった。本稿が注目するの

は、大選挙区制限連記制という特異な制度が、将来的な

比例代表制の導入を展望しつつ採用されたことである。

この選挙法改正問題と第22回衆議院選挙を扱った諸研

究においても、もちろん比例代表制論に触れられている

が、上記の経緯を強調しているものは少ない2。大選挙

区制限連記制度の立法過程と、理想の選挙制度として考

えられてきた比例代表制との関連についていまいちど

確認3することは、小選挙区比例代表並立制のもとさま

ざまな問題が顕在化している現代日本の「あるべき選挙

制度」を考えるうえで有意義である 4。本稿では、上記

の目的を達成するため、政策過程に携わった内務省官僚

や議会議事録、GHQの各種史料に依拠しながら明らかに

していく。 
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なお本稿では、読みやすさの観点から旧字体を新字体

に改めて引用する。また、『朝日新聞』は「朝日」とし

ている。 

2．選挙法改正原案の形成 

GHQのマッカーサーが上陸する8月30日に先立ち、東

久邇稔彦内閣は、山崎巌を内務大臣に、古井善実を内務

次官にそれぞれ充て、選挙法の改正作業を開始した。内

務省入江誠一郎地方局長の日記5によれば、内務省内で

選挙法改正問題が浮上したのは8月22日のことであり、

その後の26日より小林與三次（後の自治事務次官）の

案を基礎として改正原案が形成されていった（「入江日

記」20-21頁）。30日には、内務大臣ヘの説明、関係閣

僚懇談会などが行われるとともに、法制局長官や統計局

長官らとの会合において選挙区ごとの有権者数を確定

するため11月20日までに統計調査を実施することが決

められた（「入江日記」21頁）。先の大戦によって各選

挙区の人口構成に大きな変動があったことから、選挙区

定数の前提となる人口調査に重点が置かれたのである

（内政史研究会 1977、2）。政府では、現行制度を前提

とした総選挙を執行することを優先していた。なぜなら

ば、当時の衆議院議員は不正常な状態にあったからであ

る。第20回総選挙（1937年）で選出された議員は、特

例法によって任期を1年延長され、さらに第21回総選

挙（1942年）の選出議員は、いわゆる翼賛選挙における

非推薦候補に対する政府の干渉の末に議席を獲得して

いることから、ポツダム宣言中「日本国は、日本人民の

間における民主主義的傾向の復活強化に対する一切の

障碍を除去すべし」との条文と相容れないことは明白だ

ったからである。入江はまず、統計調査を実施し定数を

是正した後に総選挙を執行し、選挙制度や投票制度など

制度面の改革は、審議会での検討を経て行うつもりであ

った。このように省内での検討が開始される一方、統計

調査や定数確定作業には時間を要することが予想され、

早い時期での衆議院解散は困難であるとの見方が出さ

れる中（「朝日」 1945年8月30日）、東久邇首相は

28日の会見において「近き将来において現在の議会の解

散を御願いして新しい思想の下に総選挙を行い、民意の

あるところを質したい」として、早期の解散・総選挙の

意向を示した（「朝日」1945年 8月31日）。 

太田正孝を中心に選挙制度の検討を進めてきた大日

本政治会（日政会）は、8月31日に「選挙法改正要綱」

を発表した。同要綱では「民意の暢達を主眼とする明朗

闊達な選挙を期す」ための制度改革を行うこととした。

すなわち、①議員定数は現行通り（466人）とすること、

②人口を確定して定数配分を行うこと、③戦災による影

響を受けて現行の区割りでは機能しない選挙区では、大

選挙区制（都道府県単位）をとること、④東京、大阪は

「区の範囲を適宜配合調整する」こと、の4点である（「朝

日」、1945年9月1日）。これらは、復員や住民の引揚、

都市部への住民回帰が行われることを予想した、実際的

な制度改革案だった（竹前 1983、69）。 

政府は8月31日の閣議において、11月1日時点での

人口を20日に確定させること、12月初旬の議会臨時会

で選挙法別表（選挙区ごとの定数、市区町村の調整）を

改正し、その後議会を解散して翌年1月下旬に総選挙を

執行する日程を示した（「朝日」1945年9月1日）。ま

た、9月4日に第88回帝国議会が開院したことで、内務

省内でも検討作業が本格化した6。当初の改正要綱では、

「当面総選挙を実施する上に必要やむを得ない最小限

度の改正」、つまり全体で定数80あまりの選挙区定数

を変更することや復員軍人の選挙権の扱いなどの変更

にとどめ、法案の根幹に関わる制度改革は審議会に諮る

としたものの、制度の改革を求める世論も大きく、情勢

を注視していた（「朝日」1945年 9月13日）。 

日政会では先に発表した要綱に基づき党内の特別委

員会（委員長・太田）で審議した結論を政府の緒方竹虎

書記官長に説明した（9月12日）。しかしながら選挙区

制度に関する改正案については党内でまとめることが

できず、①戦災に依る影響を受け現行区制に拠り難きも

のにつきては府県単位の大選挙区制を以てすること、②

戦災関係の有無を問わず大選挙区制を以てすること、③

現行制度を改めざること、の3案を併記するにとどめた

（「朝日」1945年 9月13日）。中選挙区制を維持する

と、「現議員の殆どが再選されて、面目の一新が不可能

とみられ」、現職議員の「戦争責任はまず皆無としても、

消極便乗これ事とした意味で、広汎な戦争責任を免れ得

ないというのが少なくない」との批判が出されたのは当

然であった（「朝日」 1945年9月13日）。 

9月14日の日政会解散で新党結成の機運が高まるな

か、翼賛政治に批判的だった鳩山一郎が一躍脚光を浴び

た。新党結成の構想を披瀝した鳩山は、「各政党の総裁、

幹部が予め候補者の順位を定めておいて、選挙人は個人

ではなく団体に投票し、各政党は獲得した総得票数によ

って当選者を決定すれば党内の統制もし易くなるし、所

謂“出たくない人物”を選出する事も可能である」こと

から、「全国一選挙区に依る団体比例代表制」、つまり

拘束名簿式比例代表制7の構想を打ち出した。拘束名簿

式において当選順位は党幹部によって決められること

から、「党内の統制」に役立つと鳩山は考えたともいえ

る。 

選挙法の抜本的改正を求める世論を前にして、政府は

衆議院解散のみでは戦後日本の置かれた事態に即しな

いと認識するに至り（杣 1986、203）、18日の閣議にお

いて東久邇首相より選挙法の根本的改正を行いたいと

の意向が示された（「入江日記」25-27頁）。しかし、
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関係閣僚懇談会では、「小選挙区制か大選挙区制か、大

選挙区制なら道都府県を区域とするのか、一層のこと全

国一選挙区にしたらどうかという問題が起り、更に比例

代表制をとるかどうかの議論になり、現在の如き政治状

況では政党勢力に比例して代表を選出する意味がよい

とか、選挙時だけの政治団体勢力であってもこの際よい

ではないか」（「朝日」1945年 9月27日）などの意見

が出されたことで議論がまとまらず、法改正の方針決定

には至らなかった8。 

このような事態をまとめるため、28日の閣議で議会制

度審議会の設置方針が明らかにされ、諮問内容を「貴族

院及び衆議院の組織並びに其の運営に関する重要事項

を調査」することとして議会制度全般にわたる改革を目

指すこととした9。この方針を受け、内務省では審議会

委員の人選に着手した（「入江日記」 27頁）。主な改

正点は、選挙権・被選挙権の年齢低下、女性参政権、選

挙区制度、選挙運動取締り規定の簡易化、比例代表制の

是非など幅広いことから、審議会での調査などに相応の

期間が必要とされ、改正案の施行は46年6月頃になる

と予想されたが、衆議院議員の任期は46年4月末で満

了となることから、任期延長も視野に入れていたのであ

る（「朝日」1945年9月29日）。 

10月 4日、GHQは日本政府にあてて「自由の指令（政

治的、公民的及宗教的自由に対する制限の除去に関する

覚書）」を発し、自由を抑圧する制度の廃止を命じた。

これは国民の言論の自由などを制限していたあらゆる

法令の廃止を求めていたほか、内務大臣や特高（特別高

等警察）職員らおよそ4000人の罷免・解雇、政治犯の

即時釈放をも求めるなど、「思想・信条の自由を強制的

に創り出す措置」であった（楠 2013、20）。選挙法の

改正作業にあたっていた入江が「全く一同予期せざりし

こと」であると書き残したほどの急進的な改革であり

（「入江日記」29頁）、日本政府に激震をもたらした。

東久邇内閣はこの指令に対応することができず、翌5日

に総辞職し、また議会制度審議会の幹事会開催を延期す

るに至った10。後継首相は、若槻礼次郎内閣などで外務

大臣を務めた幣原喜重郎に白羽の矢が立てられた。内務

大臣には内務畑を歩んできた堀切善次郎が、内務次官に

は坂千秋が、それぞれ就いた。堀切は選挙法抜本改正や

衆議院の解散が必要であると認識していたことから、選

挙法に通暁している坂に対して根本改正を期待したの

である（伊藤監修 2012、80-81）。坂は担当者（入江誠

一郎地方局長、鈴木俊一行政課長、小林與三次事務官）

に対し「今後の内務省の当面の問題は選挙法の大改正で

あって、大臣も次官も之を最も重要視しているから努力

してもらいたき旨」を述べ、改正案の取りまとめを指示

した（「入江日記」31頁）。 

坂ら内務官僚が堀切大臣とともに選挙法問題を協議

した結果を踏まえ、10月11日午後の閣議において改正

案の方向は女性（婦人）参政権、有権者の年齢低下、選

挙区制度の改正など法の全般にわたっての改正となる

ことが決まり、12月初旬に臨時国会を招集し改正選挙法

を成立させる方針をとるに至った（「入江日記」31頁）。 

翌11日には、堀切大臣も出席して選挙法問題を協議

した結果、同日午後の閣議において、「婦人参政権の設

定、（有権者の）年齢低下、選挙区の改正等の問題を中

心に選挙法の大改正を行い、12月初旬臨時国会を召集し

て之を成立せしむる」との方針が提起され、これらの基

本的方針は出席大臣からの賛成を得るに至った（「入江

日記」31頁）。同日には就任挨拶のためにGHQを訪ねた

幣原首相に対し、マッカーサーはいわゆる五大改革指令

の実行を命じた。このなかで選挙制度に関わる指令は、

女性参政権（参政権の賦与に依り日本の婦人を解放する

こと11）のみで、しかも日本側は既に法改正の方針の中

に位置づけており、いわばGHQの要求を先取りしていた

形となっていた。政府が改正作業を急いだ背景には、次

田書記官長の「ぐずぐずしていると司令部から何を言っ

てくるからわからない」から「いわれないさきに早くや

ってしまおう」との発言に象徴されるように12、GHQか

らの要求が増える前に選挙法を改正しようとしたとい

える。翌日の閣議では、「民間の進歩的な意見はこれを

十分に採り入れ理想的な改正を断行」することも併せて

決定されたが（「朝日」1945年 10月 13日）、人口の多

い府県の分割や有権者年齢についての合意には至らず、

20日に決定を延ばすこととされた（「入江日記」33頁）。

また、衆議院でも議会制度調査特別委員会を設置（9月

29日）して議論が重ねられ、10月12日には改正要綱を

議決するに至った。同要綱では、定数を維持（466議席）

した上で人口移動に対応する定員配置を行うことや、選

挙制度については二案併記とした。すなわち、①「戦災

に依る影響を受け現行区画に拠り難きものに付いては

府県単位の大選挙区制を以てすること、但し東京大阪に

付ては区の範囲を適宜配合調整すること」と、②「戦災

関係の有無を問わず原則として府県単位の大選挙区制

を以てすること」として、後者つまり府県単位の大選挙

区制が「有力なり」と結論づけられた（自治大学校編  

1961、9）。 

旧来の地盤を打破するためには、少数派でも議席獲得

を目指すことが可能な大選挙区制を採用することは、堀

切大臣の持論であった（伊藤監修 2012、81）。19日の

閣議前に坂らは政府の改正要綱を衆議院側に説明した

際には議員から発言が相次ぎ、「議会に上程せられた場

合の困難」が予想された（「入江日記」 34頁）。しか

し政府改正要綱は23日の閣議で決定され、有権者の年

齢低下、女性参政権、大選挙区制がそれぞれ政府案とし
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てまとめられることになった。とくに選挙制度について

は「都道府県単位の大選挙区制（議員定数15名以上の

都道府県は2選挙区に分かつこと）を採用する」とされ、

懸案となっていた府県分割がにわかに現実のものとな

った（自治大学校編 1961、10-12）。一方、投票制度に

ついては各党の案に隔たりがあったことから、議会での

決定には難航が予想された。先述の通り、鳩山は拘束名

簿式比例代表制案を、また社会党は「大選挙区複次式比

例代表制」13、つまり複次式の単記移譲式比例代表制案

を、それぞれ推進したのである。 

政府内での大選挙区制における投票制度の問題は、10

月29日に一応の決着がついたようである。入江は同日

「午後四時より次官室にて選挙法に関する『制限連記制

度、混合開票制度及び外地人の選挙権』の問題を協議、

大臣及次官は結局、制限連記制にふみきる意向である」

と記し、制限連記制を採用することに決した（「入江日

記」36頁）。この際、坂次官が制限連記投票制を進言し

たことは、小林（小林 1959、21）や堀切（伊藤監修 2012、

143-144）の証言からも明らかで、特に鈴木は「小選挙

区と大選挙区の長所といいますか、多数代表と比例代表

の中間をいくようなものを坂さんの意見に従って」立案

したと証言する（内政史研究会 1977、4）。 

10月 30日の閣議では制限連記制の採用方針が決定さ

れたものの、各選挙区の記載人数、つまり1票に何人の

候補者を記載するのかについては引き続き議論を行う

こととなった。同日提出された「制限連記投票制の採用

に関する件」では、次のように両論が併記されている。

すなわち、第一案として、定数5人以下の選挙区では記

載制限数を1人（単記）とし、同6人から10人の選挙

区は2人連記、同11人から14人の選挙区では3人連記

とすること、つまり定数6以上の選挙区では制限連記と

すること、第2案では、5人以下の選挙区では1人記載、

6人から8人の選挙区では2人連記、9人から11人の選

挙区では3人連記、12人から14人の選挙区では4人連

記とする方式（自治大学校編 1961、13-14）で、前者に

比べ後者は定数による記載上限数が細分化されている。

閣議では堀切大臣より、制限連記制が単記制・連記制と、

多数代表制・比例代表制の両者の中間策であると発言が

あり（「朝日」1945年 10月31日）、この二重の意味で

の折衷案という論理は、この後の議会でも用いられてい

くことになる。いずれにせよ、制限連記制が差しあたっ

ての制度として構想されており、GHQもこの制度に注目

したようである（「入江日記」36頁）。 

まったく新しい投票制度に対し、既成政党は総じて批

判的であった。鳩山が率いる日本自由党は「各投票者の

意思を出来るだけ結果に表し、無効投票を極力少なくす

るのが本来の建前であり、比例代表制はこの意味から最

も理想的な方法である」一方、制限連記制は有権者の意

志を十分にくみ取ることができない制度であると批判

し、社会党も「大選挙区制を採用する以上、比例代表制

を伴うことは当然のこと」と批判するなど、比例代表制

の採用を目指す両党からは不評であった（「朝日」1945

年 11月 1日）。自・社両党とともに、旧日政会も含め、

比例代表制こそが望ましい選挙制度であるとの見解を

有していることは興味深い。このように、「比例代表制

への一階段」としての制限連記制案について各党から批

判されたことを受け、堀切大臣は「大選挙区制を採るに

ついて種々考えた結果、従来の単記制では不合理で、こ

れを合理的にするには比例代表制がよいと思った」もの

の、名簿式や単記移譲式の両案ともに「現下の情勢には

不適当」であるとの結論に達したこと、完全連記は「過

半数を制した党派がすべてを占めることになり、不合

理」となり、また単記制では「特定の人に票数が集中し

てしまうおそれ」があることから連記数の制限に至った

ことを表明した（「朝日」1945年 11月1日）。その後

の内務省での検討などの協議を経て、記載制限数は先の

第一案が採用された。この過程では、枢密院において同

法案に関する「下調べ」が行われ、南弘枢密院顧問官よ

り以下の発言がなされた。 

堀切大臣より本案の内容に付説明あり南委員より 

（1）法案中連合軍最高司令部の要請に係る事項を質し

堀切大臣より〔GHQから〕婦人に参政権を認むべき旨の

要請ありたる外何等具体的事項を求められたることな

き旨〔略〕 

（4）人口の増勢に鑑み議員の定数を増加しては如何を

問う 堀切大臣より議員の定数に付いては増減各種の意

見あり双方の利害を考慮して決定すべく将来の研究に

俟つべき旨 

（5）中選挙区制を大選挙区制に改むる理由を問い 堀切

大臣及び坂次官より人口の移動に応じ現在の選挙区に

何等かの変更を加うるの要あると選挙権を大いに拡張

するに当たり選挙の基盤を現状のままに放置するの不

適当なるに鑑み大人物の出馬に便ならしむる為 大選挙

区制をとることとしたる旨 

（6）投票の形式に付訊し 堀切内務大臣及坂内務次官よ

り小選挙区制に於いては単記制、大選挙区制に於いては

比例代表を通則とするも比例代表制中名簿式は政党組

織の混沌たる現状に於いて其の結果を期し難く、単記移

譲式は投票者に対しては其の効果を飲み込ませ難く事

務担当者に対しては技術的習熟を加うるの暇なきに由

り孰れも之を採らず而して定員全部の連記制は現在の

下院議院の選挙に付いて観る如く多数派に絶対有利の

結果をもたらすが故に結局本案の如き制限連記制を採

用したる旨14 
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などがそれぞれ答弁された。比例代表制の採用に際し

て「政党組織の混沌たる現状」では、困難であることが

表明され、やはり大選挙区制限連記制は過渡的な制度で

あることが明らかになったのである。枢密院は政府原案

を認め、ようやく議会への法案提出の目途がつけられる

こととなった。 

 

3．制限連記制を巡る立法過程 

内務省では枢密院対策と並行しつつ、鈴木課長と小林

事務官がGHQに対する説明にあたっていた。11月20日、

鈴木は民政局のロウスト（Pieter K, Roest）中佐と会

見するなかで、「選挙区の拡大が提案されているのはな

ぜか」との問いに対し、内務省側から“the redesigned 

districts will tend to break the widespread tendency 

to elect the same men to office year after year.” 

とやや直截的な回答をしていることが注目される。GHQ

側は改正案を受け取り、部内での検討を行うこととした

（福永 1997、28-41）。なお、同月に実施された統計調

査によって、議員一人当たりの人口は約15万5000人と

なり、総定員を468人（2人増）とし、定数15人を超え

る東京、北海道、大阪、兵庫、新潟、愛知、福岡の7都

道府県は2つに分割されることとなった（「朝日」1945

年 11月 23日）。 

GHQや枢密院においては順調に進められていた一方、

対議会では未だ批判的な雰囲気であった。入江局長は議

会とやりとりをする中で、「議会の空気は制限連記制に

付批判的のようである（26日）」（「入江日記」43頁）

と感じていたが、のちに制限連記制に対する意見が噴出

することになる。なお、7日間という短期間で枢密院審

査委員会は全会一致で政府原案を了承した（25日）。 

26日に召集された第89回帝国議会臨時会では、幣原

首相が演説で選挙法改正を最重要法案として、その重要

性について以下のように述べた。 

 

 我が国は「ポツダム」宣言の受諾に依り、我が国民の

間に於ける民主主義的傾向の復活強化に対する一切の

障碍を除去するの義務を負うものであります、我が国民

の間に於きまして、近代的民主主義傾向は明治時代から

漸次芽生えつつあったものが、近年反動的勢力に圧せら

れて、発育を阻止せられて居たのであります、幸にして

其の思想の根は枯れ失せたのではなく、今回反動勢力の

圧迫から解放せらるると共に、比較的容易に其の活力を

恢復して再び芽を吹くのと期待せられます、我々は今後

とも斯かる傾向の発達強化に何等の障碍を来すものが

ないように、特に意を用いんとするものであります、是

が為には、先ず議会をして国民の総意を正しく反映する

の機能を発揮し得せしめなければなりませぬ、議会が民

意反映の機能を確保せんが為には、先ず全然自由公正な

る選挙に俟つの外ないのであります、現行の衆議院議員

選挙法は此の見地より検討して、時局の要求に適しない

所があると認められますから、同法改正案の準備を急ぎ、

之を本議会に提出して御審議を煩はさんとするもので

あります、今回本臨時議会の招集を奏請致しましたる主

なる理由も亦実に茲に存するのであります（衆議院本会

議、1945年 11月 26日） 

 

自由党と社会党は比例代表制の採用を求め、また結党

間もない進歩党は基本的に政府案に賛成すると予測さ

れていたことから、審議での問題は制限連記制の可否に

集中すると考えられた（「朝日」1945年 11月 27日）。 

実際に鳩山は、次のように選挙制度の不備を批判した。

すなわち、「強権政治の再来、反動政治の勃興」を阻止

するためには小党乱立を防ぎ政党制を確立することが

肝要であるのに、比例代表制ではなく制限連記制を採っ

たのでは政局が不安定化する、というのである（衆議院

本会議、1945年 11月29日）。政府は11月中の改正案

提出を予定していたが、戦争責任に関する衆議院決議に

議論が集中したことから12月にずれ込むこととなった

（「入江日記」44-45頁）。 

12月 1日の改正案第一読会において提案理由の説明

に立った堀切大臣は、「従来の固定致しました基礎とは

異なる新たなる基礎の上に選挙を行うことが必要」とな

ったこと、「戦災等に因りまして人口の異動が全国的に

極めて大規模に行われました結果、従来の選挙区の儘で

選挙を執行致しますことは、事実上困難」であることか

ら大選挙区制の採用に至った経緯を説明し、かつ大選挙

区制の採用によって「国家的人物乃至は所謂新人の選出

の可能性を強め」るとの特長を述べ、法案への理解を求

めた。また、定数の多い選挙区で単記制を導入した場合、

特定の候補者に票の偏在が生じることから、定員6人以

上の選挙区のみ制限連記制を採用することとした旨を

述べた。あくまでも今回の選挙制度改革は過渡的なもの

であって比例代表制の採用が最適であることは認めつ

つ、「現在の政界の実情」や「選挙人の政治訓練の程度」

によりそれが実現不可能であることから、「今後の研究

に俟つ」ことを率直に述べている（衆議院本会議、1945

年 12月 1日）。 

本会議では制限連記制に関する質問が集中したが、論

点をいくつかに類型化することができよう。第一に、有

権者の選挙権に軽重（議事録では「差等」）が生じるの

ではないかという点である。つまり、選挙区により有権

者の投票数（記載制限数）が異なることは不平等であり、

その根拠を求めたのである（衆議院本会議、1945年12

月3日）。政府原案では5人以下の選挙区では単記、6

〜11人では2人連記、12人以上では3人連記となり、

15人以上の都道府県は分割となる。制限連記とはいえ、
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定数5人以下の選挙区（8県・表1の網掛け部分）の有

権者は1人しか記載できないのに、東京都2区の有権者

は事実上3票分を投票できることになる。これに対して

堀切大臣は定数の多寡にかかわらず単記とした方がよ

り不平等であるとして理解を求めたものの、記載上限数

が選挙区により異なることをについて説得的に述べる

ことはほとんど不可能であった。 

第二に、女性参政権や有権者資格の低下など「画期的

なる、思い切った、徹底的なる改正」に、なぜ比例代表

制の採用が含まれないのかとの点である。確かに、改正

選挙法では大正期から議論が続けられていたこれらの

問題を一挙に解決したものの、選挙制度は中間策とする

など改革の「不徹底」さが残る。堀切大臣は有権者の政

治教育が不十分ではないとか、技術的問題点、すなわち

名簿式か単記移譲式かの選択に理解が得られていない

ことや計算式の複雑化によって集計作業が困難になる

旨を述べて理解を求めるにとどまった。また、政治の側

にも「各党各政派の政綱政策が十分に徹底して」いない

ことを挙げ、「まだ時期少しく早いのではないかと判断」

したというのである（衆議院本会議、1945年12月1日）。 

他にも選挙運動の自由化、選挙公営、罰則などの論点

が出され、選挙法改正案を審議する委員会を設置するこ

ととした。本会議で改正案に対する大方の論点が出され

たことで、内務省側もその対応策を事前に検討できる余

裕が生まれたのである（「入江日記」 45頁）。 

第4回特別委員会（7日）では、これらの論点が審議

された。大川光三が「一票づつの権利の享有こそは絶対

であり不動」でなければならないと質したのに対し、堀

切大臣は憲法や法において「投票権は平等たるべしと言

うようなことを規定」しておらず、各選挙区に配分され

る定数が全国一律の基準で配分されることで投票の平

等が担保されると述べるなど防戦に努めた（衆議院特別

委員会、1945年 12月7日）。ただ、最大会派の進歩党

は制限連記に理解を示していた（「入江日記」 46頁）

ことから、政府は法案の採決を楽観視していたようであ

る。 

しかし、その進歩党でも投票制度に関する方針の一本

化は難航した。12月9日、党内で改正案を検討したもの

の従来の単記制を求める意見が多数を占めたことから

党議決定に至らなかったのである。党内における制限連

記に関する異論は根強く、同日の総務会において定数10

人以下の選挙区を2人連記、11人以上の選挙区は3人連

記とする修正案を決定（「朝日」 1945年 12月 11日）

するなど、政府原案の通過が危ぶまれるようになった。

社会党も東京都など人口大県での選挙区分割に反対し、

あくまでも単記移譲式の比例代表を求めることを決定

するなど、各党ともに修正案を提出しつつ「落とし所」

を掴もうとしていたのである（「朝日」1945年12月 11

日）。 

表 1：各選挙区の定数15 

11日の特別委員会では、議会多数派の進歩党が制限連

記を容認する一方、記載上限数を変更する修正案を提出

した。つまり、定数10人以下の選挙区では一律に2人

連記にする案であり、それ以外の部分は政府原案に賛成

したことで、特別委員会は進歩党案を可決したのである。

政府原案が否決されたことに堀切大臣は、「政府の原案

と大分差異を生じましたことを甚だ遺憾に存ずる次第」
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であると不満を表明した。しかし、進歩党案では定数2

の沖縄県選挙区、一部の補欠選挙や再選挙において完全

連記制となる問題が明らかになったのである。入江局長

も修正案に「欠陥があることが発見せらる」と記してい

る（「入江日記」 47-48頁）。単記投票を想定しない修

正案が貴族院に回付されたことで、政府はこの矛盾点を

解消するためにも政府原案に再修正すべきであるとい

う論理で貴族院での審議に臨むことになった。 

貴族院の選挙法改正案特別委員会（衆議院議員選挙法

中改正法律案特別委員会）は12月 12日より開始され、

堀切大臣が改正案の説明と修正案に反対する意見を述

べた。特に沖縄県選挙区が完全連記となる問題について

は、同制度が「比較多数の政党がありますれば、2人全

部を簡単に独占してしまうことになる」ために選挙法改

正の精神に反するものとして「是は合理的ではない」と

再考を求めた（貴族院特別委員会、1945年 12月12日）。

しかし、貴族院は再修正に対する積極的な動きを見せな

かった（「入江日記」48頁）。それは、民意を反映しな

い貴族院の正統性そのものが疑問視されているなかで

衆議院案に反対した場合、貴族院が民主的改革を阻む勢

力として見なされかねない。さらに総選挙後の新議会に

おいて憲法や貴族院改革が審議される予定であること

（「朝日」1945年 12月 12日）から、修正案を退けるこ

とにより衆議院と対立することを避けたいとの意向も

あった。しかし、政府側も修正案が政党人の利害による

ものであると見なしていたことから、妥協することは困

難だった（「朝日」 1945年12月 13日）。 

政府と衆議院との対立は、12月13日の第2回委員会

（12月13日）において法案審議に関わる問題点として

提起された。貴族院は、衆議院との対立を避けたいもの

の修正案の欠陥を直す必要に迫られたのである（「朝日」 

1945年 12月 14日）。第3回委員会では、丸山鶴吉と山

岡萬之助の両委員より意見が出された。丸山が政府原案

に再修正するべきであると論じた一方、山岡は3人以下

の選挙区を単記として、定数4人〜10人は2人連記、定

数11人以上は3人連記とする修正案を提出した。定数3

以下を単記としたのは、修正案の欠陥、つまり沖縄県選

挙区や補欠選挙などで完全連記となってしまう問題を

是正し、かつ法律上再選挙を可能とする定数を加味した

のであり、それ以外はすべて修正案に賛成したのである。

山岡の修正案に賛成意見が相次ぎ、結局この案が委員会

で可決された。貴衆両院で政府原案が受け入れられなか

った堀切大臣は、「私は色々と率直に申し上げて居った

のでありますが、併し両院の決議がそう言う風に出来ま

する以上は無論それを尊重して、それに従うべき事は、

「デモクラシー」の本旨から致しまして、当然のことと

考えて居ります」と述べて、貴族院の再修正案を受け入

れたのである（貴族院特別委員会、1945年 12月12日）。

貴族院の再修正案は、貴族院としての意志を強固に表明

したというよりも、完全連記制を避けるための技術的解

決でしかなく、修正案つまり進歩党案への妥協という見

方もできる（水崎 1975、12）。再修正案は衆議院本会

議において起立総員で決し、改正選挙法は成立した。枢

密院でも「此の儘可決せられ然るべき旨」、審査を終え

た16。なお、沖縄県が選挙法の施行地域から除外された

ため、第22回総選挙は全ての（施行）地域で制限連記

制がとられることとなった。 

 

4．公職追放の影響 

改正選挙法の成立によって解散・衆議院選挙の機運が

高まる一方、政府部内ではGHQとの協議を行う段となっ

た。政府原案は事前にGHQと協議して了解を得ていたも

のの、議会での修正を受けて新たに説明する必要が生じ

たことから、法案成立と同日の12月15日に小林事務官

がロウストと協議するなかで進歩党案を「お粗末な立法

作業（This poor piece of legislative work）」と批

判しながら、進歩党案が貴族院に回付された旨を報告し

ている（福永 1997、45-49）。12月18日衆議院は解散

され、翌46年1月22日を期して衆議院選挙を施行する

ことが決められた。しかしながら、周知のようにGHQは

日本政府に対して衆議院選挙の期日延期を通告し、内務

省をはじめ政府、議会は大混乱に陥った。 

26日、入江局長はロウストとの協議に臨んだ。ロウス

トは「日本の選挙に関し英ソ等より多くの批判を受くる

虞れ」があるため、十分に研究・検討する必要がある旨

述べ、またGHQでの検討の結果「修正方指令せらるる可

能性もある」との回答を得た（自治大学校編 1961、

48-49）。GHQ内部では、制限連記をめぐって賛成論、反

対論それぞれの立場から議論が行われていたものの、最

終的には「有名人のほかに新人にも投票することができ

る」こと、「票が有名人のみに集中せず分散することは、

古い人には非常に脅威であり、新人候補に希望を与える

ものである。かくて日本は新生する」ことを評価し、改

正選挙法を是認する立場が優勢となった。また、制限連

記制が妥協策であることをGHQは理解し、「国民も地方

役人も個人中心から政党中心（比例代表）への選挙に急

に頭を切り換えることは困難であり、時間をかけて教育

する」ことが求められるため、「当分の間、制限連記制

は国民に習慣化していた単記投票方式を考え直させる

と同時に、旧勢力が戦前のような力をもつことを防ぐの

に役立つだろう」との評価に落ち着く形となった（竹前 

2002、266-267）。彼らは当時の日本に「政党のリーダ

ーシップは不要」と考えており、それよりも「少数党も

大政党に対抗して戦」うことのできる大選挙区制限連記

制が「当面の最良の方法である」と考えていたのである。 
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翌年5日に提出されたロウストの意見では、改正選挙

法を詳細に検討し、基本的には日本の自主性に任せると

いう意見を付した（竹前 2002、271）。また各党が大選

挙区制を肯定的に捉えていることから「選挙区の拡大は、

反動的な旧議員を除いて、すべての政党に受け入れられ

ている」ものの、これに「反対するのは政治的に賢明で

はなく、賢明な選挙運動によってその効果を打ち消すこ

とができると信じていたからこの変更に単に賛成した

だけである」と進歩党の態度を分析した。総じて「政府

はこの問題をよく考えたと思われる」と、日本側が行っ

た改正案に賛成の立場を表明したのである（福永 1997、

68-69）。さらに、比例代表制が「複雑な投票制度と個

人よりも政党を優先する」ことから「次の議会で導入し、

その後、一連の地方選挙や時折の選挙で国民に教育する

ことができる」と日本政府の説明を付した（福永 1997、

70）。 

結局のところ、ロウストは当時の日本では大選挙区制

限連記制を採用するほかないと認識していたのではな

いか。小選挙区制を採用すれば選挙区は細分化され、か

つ選挙区内で多数票を獲得しなければ当選できないた

めに少数政党の進出は非常に困難である。大選挙区では

少数政党であったとしても当選の可能性が増大するた

め、多党化傾向となる。ロウストは「制限連記制と大選

挙区制の結合は、一部では「分断」と揶揄される国会議

員の多様性を生み出している。これこそが今の日本に必

要なことである」と、むしろ多党化を歓迎する。ただし、

「次期議会が直面する問題の多くは、党の教義に固執す

れば解決するようなものではない。したがって、これら

の問題に対処するためには、強力な党の指導力がどうし

ても必要というわけではない」として形成途上にある政

党の指導力には懐疑的であった（福永 1997、70）。だ

からこそ、近代的な政党組織や幹部のリーダーシップを

前提にしている比例代表にも否定的であった。報告書は、

「選挙区域の拡大と相まって、制限連記制が現代日本の

優れた選挙制度と言えるかもしれない」（福永 1997、

71）と、過渡期における選挙制度として適当であると結

論づけたのである。 

この改正選挙法を対象とするにあたって公職追放に

触れないわけにはいかないだろう。これまで見てきたよ

うに、GHQは同法の立法過程では日本の自主性を尊重し

ていたものの、同法の施行に至り公職追放という大干渉

を行った。1946年1月4日、突如として日本政府に指令

された公職追放は、翼賛政治活動に関わった政治家など

を対象とする大規模なパージであった。この衝撃はまず、

選挙法を所管する内務省を襲った。「内務省は知事、次

官、局長の大部分は翼賛会支部長として該当する如く、

内務省部内にとっては特に大問題である。大臣室に幹部

集合」し緊急の会議が開かれた（「入江日記」 54頁）。

また、幣原内閣でも次田書記官長や松村謙三農林大臣な

どが追放令に該当したことで、内閣は混乱状態に陥った。

入江も選挙法改正問題との板挟みになる中、「選挙法改

正問題もこの大問題に当面して、進行せざることとなる

（1月7日）」、「内閣改造に決定との情報がある（12

日）」、「堀切内相辞任、又之に伴い内務次官」も「辞

任の新聞記事がある（12日）」など、その慌ただしさが

見て取れる（「入江日記」55-58頁）。なお、1月25日

には入江も地方局長を退任した。進歩党に至っては、町

田忠治総裁や鶴見祐輔幹事長以下260人が追放されたこ

とで壊滅状態に陥り、一部では「身代わり候補」なども

模索された。 

候補者の適格審査に時日を要したことで、衆議院選挙

は再延期された後の4月10日に実施された。鳩山一郎

率いる自由党が140人の当選者を出して第一党を獲得し、

続いて進歩党93人、社会党92人、協同党14人の当選

者を出すに至ったのである。社会党が伸び悩んだことや、

保守政党である自由党が比較第一党となったことは意

外に思われた。また、少数政党の当選も相次ぎ、共産党

5人のほか、諸派38人、無所属は80人が当選した。選

挙では小政党の乱立が顕著であり、その数は300以上に

達し、「一人一党」と呼ばれる零細政党が諸派の多くを

占めた。なお、合法政党として初めて選挙に参加した共

産党が当選者を出したこと、また女性の当選者が39人

に達したことは、制限連記制の「効果」であろう。 

 

5．大選挙区制限連記制と比例代表制——結びにかえて 

大選挙区制限連記制のもと実施された第22回衆議院

選挙は、立法者が想定した新人の大量進出や既成地盤の

打破がいずれも成し遂げられたという点から見れば成

功であった。しかし、この選挙制度に対しては非常に多

くの問題点があったことも事実であり、以下で簡単に振

り返っておきたい。 

 

表 2：定数別選挙区の最低・平均得票率（一部）17 

 

第一に、大選挙区制のもとで選挙区の定数が増大した

結果、「僅かな」得票で当選することが可能になったこ

とである。表2は、いくつかの選挙区における最低得票
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率と平均得票率を示したものである。例えば6人区では、

4.7％の得票で当選した候補者がおり、6人区全体におけ

る当選者の平均得票率は7.3％である。つまり、定数6

の選挙区では、1割未満の得票で多くの候補者が当選で

きることになる。甚だしくは定数10人以上の選挙区で

あって、特に13人区では2％の得票で当選した候補者が

おり、当選人の平均得票率も3.3％であった。広く支持

を得て当選したとは言いがたいケースが散見される。 

第二に、選挙法改正過程で実務を担当した小林事務官

が言う「連記制のいたずら」現象である。定数4人以上

の選挙区では、2人ないし3人の制限連記制が採られた

が、有権者の中には「本命」の候補者を記載し、残りの

欄に「本命ではない」候補者を記載する例が続出したと

言われる。小林はこうした現象を「投票としては極めて

無責任であり、出鱈目が行われた」と指摘している（小

林 1966、126-127）。自由投票の原則から見れば有権者

の投票行動も自由であるべきだが、少なくとも当時にお

いては好ましくない行動と見なされていたのである。 

第三には、制度の問題というよりも当局側の問題であ

る。制限連記制では1票に複数の候補者が記載されてい

ることから開票作業は難航した。それに加えて候補者の

乱立、10人以上の定数、作業の習熟不足などが相まって、

開票作業は著しく遅延した（松岡 2020、96−98）。 

大選挙区制限連記制は、日本の敗戦による混乱に対処

するためにやむを得ず採用されたという側面と、理想の

選挙制度とされた比例代表制導入に至る一里塚として

の側面を有していた。そして、混乱が静まり政党政治が

（再び）勃興した後に来たるべき選挙制度として比例代

表制は構想されていた。しかし、長期にわたって比例代

表制が日の目を見ることはなかった。大選挙区制限連記

制は1度の衆議院選挙を経た後にすぐ改廃され、その後

の日本政治を特徴づける中選挙区単記非移譲式という、

日本政治に馴染みの深い、ただし特異な制度に取って代

わられた。1990年代に行われた一連の選挙制度改革によ

って、腐敗を防止しさらに政権交代が可能な小選挙区比

例代表並立制が導入された。この制度はおよそ30年を

経て日本に定着し、特に選挙制度改革と行政改革によっ

て、当初考えられてきた「効果」とともに「弊害」も多

く指摘されている。選挙制度は有権者の意思を議会構成

に変換させるメカニズムであり、不断の検証が必要であ

る。 
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コロナ禍における高専学生の運動習慣・能力

～自粛期間前後での変化に着目して～

宝来 毅 1*,  村松 愛梨奈 1, 立 正伸 2， 舩越 一彦 1 

1:鈴鹿工業高等専門学校 教養教育科 

2:奈良教育大学 教育学部 

本研究は，高専学生を対象として，コロナ禍以前および，コロナによる自粛期間中における運

動習慣及び，体力・運動能力の変化を検討し，コロナ禍における身体活動（生活活動・運動）の

減少が運動習慣及び運動能力に及ぼす影響を明らかにすることを目的とした．高等専門学校に所

属する 2～4 年生の学生 425 名（男子：297 名，女子：128 名）を対象として，運動習慣調査及

び，文部科学省の定める体力テストを実施した．その結果，コロナ禍における自粛期間がもたら

す運動や身体活動の減少は，運動習慣を減少させるもしくは，あまり変化させないことが示唆さ

れた．また，運動機会の減少により男女共に全身持久力が低下し，さらに女子学生は筋力や筋持

久力，敏捷性の能力も低下することが明らかとなった． 
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(受付 2021 年 12 月 15 日；  受理日 2022 年 2 月 10 日 ) 

1．緒言

世界保健機関（WHO）は，身体活動不足（6％）によ

る全世界の死亡に対する危険因子を，高血圧（13％），喫

煙（9％）．高血糖（6％）に次いで第4位として位置付け

ており 1），身体活動不足による死亡リスクに対して警鐘

を鳴らしている．国内においても，厚生労働省の健康づ

くりのための身体活動基準20132）で「日常の身体活動量

を増やすことで，メタボリックシンドロームを含めた循

環器疾患・糖尿病，がんといった生活習慣病の発症及び

これらを原因として死亡に至るリスクや，加齢に伴う生

活機能低下リスクを下げることができる」と報告されて

いる．さらに，身体活動（生活活動・運動）に取り組む

ことで得られる効果は，将来的な疾病予防だけではな

く，日常生活の中でも，気分転換やストレス解消につな

がることで，メンタルヘルス不調の一次予防として有効

であること，ストレッチングや筋力トレーニングによっ

て腰痛や膝痛が改善する可能性が高まること，中強度の

運動によって風邪に罹患しにくくなること，健康的な体

型を維持することで自己効力感が高まること等，様々な

視点から生活の質を高めることができるとしており，身

体活動の重要性を示している 2）． 

一方で，高校生年代の運動能力に関するスポーツ庁の

報告 3）によると，握力，持久走，立ち幅跳び，ボール投

げなどの項目は，水準の高かった昭和50～60年頃と比較

すると低い水準になっており，体力・運動能力の向上に

向けた取り組みは，健康づくりのために必要不可欠であ

る． 

しかしながら，このような中で，新型コロナウィルス

感染症(以下：コロナと記す)が世界中で猛威を振るい，

日本でも令和2年1月16日に初めて感染者が確認され，

同年4月7日に一部の地域で緊急事態宣言が発出され

た．さらに，同月16日にはその範囲が全都道府県に拡大

され，日本全体でコロナに対する警戒が強まり，不要不

急の移動自粛や各種催物の中止など我々の生活が大きく

制限される事態となった．高専学生においても，令和2

年5月に全ての国立高専において遠隔（オンライン）に

よる授業が開始され 4），学校の体育授業や課外活動での

運動や身体活動を行う機会は大幅に制限を受ける事とな

った．身体活動を行う機会と体力の関係について中ら 6）

は3年間の縦断的検討を行い，継続的な運動の実施が少

ない群では，継続的に運動を実施している群に比べて，

全身持久力が学年と共に低下すると報告している．この

ことから，運動機会が減少することによっても，全身持

久力をはじめとした体力の低下は引き起こされると推察

される． 

そこで，本研究は，一般の高専学生を対象としてコロ

ナが拡大する前と，コロナ禍における自粛期間中の運動

習慣及び，運動能力の変化を検討し，コロナ禍における

運動・身体活動の機会の減少が運動習慣及び体力・運動

能力に及ぼす影響を明らかにすることを目的とした． 
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2．方法 

(1). 対象者 
高等専門学校に 1年以上在籍する学生（2年生～4 年

生）の内，コロナ禍前および，コロナ禍によるオンライ

ン授業実施期間の後に再開された対面授業で実施された

体力テストの両方（コロナ禍前：2019年 4 月実施，対面

授業再開後：2020 年 10 月実施）に参加，全ての項目の

実施し，運動習慣調査に回答した男子 297 名（2019年 4
月時：15.8±0.7 歳，2020 年 10 月時：17.3±0.9 歳），

女子 128 名（2019 年 4月時：15.8±0.9 歳，2020 年 10
月時：17.3±1.0 歳）を対象とした．対象者には，事前に

本研究の概要及びデータの取り扱い方について口頭説明

を行い，Microsoft Forms にて研究協力の同意を得た．ま

た，本研究は鈴鹿工業高等専門学校の倫理審査委員会の

承認を得て実施した．

(2). 運動習慣の調査 
運動習慣調査として，コロナ禍前（2020 年 4月以

前），コロナ禍における自粛期間中（2020 年 4月～8 月 
以下：自粛期間中と記す）のそれぞれにおける運動の実

施頻度の質問をした．回答は「週3日以上」「週1-2日程

度」「月1-3日程度」「運動習慣なし」の4択の内から最

も該当するものを回答させた．質問は e ラーニングシス

テム Moodle を用いて，2020 年 10 月に実施した． 

(3). 運動能力の調査 
運動能力の調査として，文部科学省の定める「新体力

テスト実施要項（12-19 歳対象）」5）に則り，体力テスト

を，コロナ禍前及び，遠隔授業から対面授業への再開後

（以下：再開後と記す）の計 2回実施した．測定は，

2019年 4 月及び 2020 年 10 月の保健体育の正課授業時

間内にそれぞれ実施した．測定項目は，握力，上体起こ

し，長座体前屈，反復横跳び，20mシャトルラン（往復

持久走），立ち幅跳び，ハンドボール投げとした．新体力

テスト実施要項では 50ｍ走も測定項目とされているが，

体力テストの際，旗振りによるスタート合図を採用した

ため，個人間で計測のばらつきが発生してしまった．そ

のため，正確な記録の測定を測定する事が難しかったた

め，本研究からは対象外とした．また，体格として，身

長，体重および，体重を身長の 2乗で除して求めるBMI
を算出した． 

コロナ禍前及び自粛期間中共に「週 3日以上」の運動習慣

のある運動継続群と，コロナ禍前は「週 3 日以上」の運動

習慣であったが，自粛期間中に「週 1-2 日程度」「月 1-3
日程度」「運動習慣無し」へと運動習慣が減少した運動減

少群の 2群に分け，各群において，コロナ禍前に実施した

測定(以下：2019 測定と記す)と再開後の測定（以下：

2020 測定と記す）における体力テストの項目ごとに比較

を行った．

(4). 統計 
運動習慣調査における独立性の検定にはカイ二乗検定

および残差分析を行った．運動能力調査における正規性

の検定は Shapiro-Wilk 検定を行った．正規性の検定の結

果，正規性が認められた項目は対応のある t 検定を，正規

性が認められなかった項目はWilcoxon の符号付き順位検

定を行い，群間比較の検定を行った．統計処理は，いず

れの解析も統計解析ソフト SPSS Statistics Ver.26.0 を用い

て行った．なお，有意水準はいずれも 5％未満とした． 

3．結果 

(1). 運動習慣の調査 
表 1 は．コロナ禍前において週 3 日以上，週 1-3 日程

度，月 1-3 日程度，運動習慣なしのそれぞれの運動習慣を

有していた学生が，自粛期間中にどのような運動習慣を

有していたのかを示している． 
表 1 コロナ禍前および自粛期間中に 

おける運動習慣調査結果

コロナ禍前において週 3日以上の運動頻度があった学生

では，自粛期間中において週 3日以上，週 1-3 日程度と回

答した割合が有意に大きかった．一方，運動習慣なしと回

答した学生ではその割合は有意に小さかった．コロナ禍前

において週 1-3日程度の運動頻度があった学生では，自粛

期間中に週 1-3日程度の運動頻度を有していたと回答する

割合が有意に大きく，運動習慣なしと回答した割合が有意

に小さかった．コロナ禍前に月 1-3 日程度の運動頻度があ

った学生では，自粛期間中に週 3日以上，週 1-3 日程度の

運動頻度があったと回答する割合が有意に小さく，月 1-3
日程度，運動習慣なしと回答する割合が有意に大きかっ

た．コロナ禍前に運動習慣が無かった学生では，自粛期間

中も運動習慣なしと回答する割合が有意に大きく，週 1-3
日程度，月 1-3日程度の運動頻度があったと回答する割合

が有意に小さかった．

(2). 運動能力の調査 
運動能力の調査では，コロナ禍前の運動習慣調査におい

て「週 3日以上」と回答した学生を対象とした．自粛期間

中も「週 3日以上」の運動頻度を維持していた学生を運動

週3日以上 週1-3日程度 月1-3日程度 運動習慣無し 計

週3日以上 52(26.0)＊ 75(37.5)＊ 38(19.0) 35(17.5)＊＊ 200
週1-3日程度 16(13.8) 50(43.1)＊ 29(25.0) 21(18.1)＊＊ 116
月1-3日程度 3(6.1)＊＊ 8(16.3)＊＊ 19(38.8)＊ 19(38.8)＊ 49
運動習慣なし 9(15.0) 3(5.0)＊＊ 6(10.0)＊＊ 42(70.0)＊ 60

計 80 136 92 117 425

コ
ロ
ナ
禍
前

自　粛　期　間　中

括弧内の数字は，コロナ禍前の各運動習慣内における自粛期間中の運動習慣の割合（％）

＊は残差分析により該当者の割合が有意に高い箇所
＊＊は残差分析により該当者の割合が有意に低い箇所
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継続群，自粛期間中に「週 1-2 日程度」，「月 1-3 日程

度」，「運動習慣なし」へと運動頻度が減少した学生を運動

減少群として対象者を 2群に分けた．各群の学生の 2019
測定と 2020 測定における体力テストの項目ごとに比較を

行った．得られた結果を以下に示す． 
 
① 運動継続群（女子）における運動能力調査結果 
自粛期間中も運動頻度が維持されていた女子学生にお

ける体力テストの結果は表 2 に示す通りであった．い

ずれの項目においても，2019 測定と 2020 測定の間に

有意な差は見られなかった． 
表 2 運動継続群（女子）における体力テスト結果 

 
 

② 運動継続群（男子）における運動能力調査結果 
自粛期間中も運動頻度が維持されていた男子学生にお

ける体力テストの結果は表 3 に示す通りであった．身

長，長座体前屈，ハンドボール投げの 3 項目において，

2019 測定時よりも 2020 測定時の方が，有意に高い値

を示した． 
表 3 運動継続群（男子）における体力テスト結果 

 
 

③ 運動減少群（女子）における運動能力調査結果 

運動頻度が減少した女子学生における体力テストの

結果は表 4 に示す通りであった．身長は 2019 測定時よ

りも 2020 測定時の方が有意に高い値を示した．一方

で，上体起こし，反復横とび，20ｍシャトルランの項

目は 2019 測定時よりも 2020 測定時の方が，有意に低

い値を示した． 
表 4 運動減少群（女子）における体力テスト結果 

 
 

④ 運動減少群（男子）における運動能力調査結果 
運動頻度が減少した男子学生における体力テストの

結果は表 5 に示す通りであった．身長，体重，BMI，
握力，立ち幅とび，ハンドボール投げの項目におい

て，2019 測定時より 2020 測定時の方が有意に高い値

を示した．一方で，20ｍシャトルランにおいては 2019
測定時より 2020 測定時の方が有意に低い値を示した． 
表 5 運動減少群（男子）における体力テスト結果 

 
 
4．考察 

(1). 運動習慣の調査 
運動習慣の調査の結果，コロナ禍前の運動頻度を維持し

ていたと回答する学生が多い傾向にあった．一方で，コロ

ナ禍前に「週 3 日以上」の運動頻度だったが，自粛期間中

2019測定 2020測定 有意差

身長（cm） 157.4 ± 5.5 157.7 ± 5.9　 n.s

体重（kg） 51.4 ± 7.9 50.2 ± 7.7 n.s

BMI（kg/m2） 20.7 ± 2.8 20.1 ± 2.4 n.s

握力（kg） 24.8 ± 7.3 25.7 ± 6.2 n.s

上体起こし（回） 23.8 ± 3.7 22.0 ± 6.7 n.s

長座体前屈（cm） 52.4 ± 9.5 50.7 ± 9.6 n.s

反復横とび（点） 52.1 ± 7.1 51.7 ± 7.0 n.s

20ｍシャトルラン（回） 59.8 ± 15.8 57.8 ± 16.8 n.s

立ち幅とび（cm） 178.9 ± 19.7 182.6 ± 17.1 n.s

ハンドボール投げ（ｍ） 13.3 ± 4.0 14.0 ± 4.7 n.s

2019測定 2020測定 有意差

身長（cm） 170.7 ± 7.5 171.9　±　7.3 p<0.01

体重（kg） 61.7 ± 9.7 63.1 ± 9.3 n.s

BMI（kg/m2） 21.1 ± 2.3 21.3 ± 2.4 n.s

握力（kg） 40.5 ± 7.0 41.8 ± 7.8 n.s

上体起こし（回） 30.8 ± 5.1 30.6 ± 5.3 n.s

長座体前屈（cm） 46.8 ± 11.2 49.4 ± 11.6 p<0.05

反復横とび（点） 61.8 ± 5.0 62.8 ± 5.7 n.s

20ｍシャトルラン（回） 103.1 ± 21.5 101.1 ± 25.0 n.s

立ち幅とび（cm） 233.6 ± 20.7 236.4 ± 21.7 n.s

ハンドボール投げ（ｍ） 24.2 ± 4.2 26.3 ± 5.6 p<0.01

2019測定 2020測定 有意差

身長（cm） 158.0 ± 6.0 158.5 ± 5.9 p<0.05

体重（kg） 50.7 ± 6.7 50.5 ± 7.1 n.s

BMI（kg/m2） 20.3 ± 2.6 20.1 ± 2.6 n.s

握力（kg） 27.5 ± 3.9 27.8 ± 3.7 n.s

上体起こし（回） 26.7 ± 4.7 25.0 ± 5.0 p<0.01

長座体前屈（cm） 49.2 ± 8.8 50.6 ± 9.6 n.s

反復横とび（点） 53.6 ± 4.0 52.1 ± 4.6 p<0.01

20ｍシャトルラン（回） 66.9 ± 14.5 62.6 ± 15.2 p<0.01

立ち幅とび（cm） 186.2 ± 19.0 185.6 ± 16.4 n.s

ハンドボール投げ（ｍ） 14.5 ± 4.0 14.5 ± 4.0 n.s

2019測定 2020測定 有意差

身長（cm） 169.1 ± 6.0 170.4 ± 5.8 p<0.01

体重（kg） 57.6 ± 8.2 59.5 ± 8.8 p<0.01

BMI（kg/m2） 20.1 ± 2.4 20.5 ± 2.6 p<0.05

握力（kg） 38.6 ± 6.5 40.1 ± 6.0 p<0.01

上体起こし（回） 30.2 ± 5.4 29.7 ± 5.1 n.s

長座体前屈（cm） 46.3 ± 11.2 47.3 ± 10.9 n.s

反復横とび（点） 60.5 ± 5.5 61.0 ± 5.6 n.s

20ｍシャトルラン（回） 97.7 ± 17.3 88.8 ± 18.7 p<0.01

立ち幅とび（cm） 227.9 ± 24.7 234.3 ± 26.3 p<0.01

ハンドボール投げ（ｍ） 23.0 ± 4.6 23.9 ± 4.8 p<0.01
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は「週 1-3 日程度」であったと回答する学生と，コロナ禍

前に「月 1-3 日程度」の運動頻度であったが，自粛期間中

に「運動習慣無し」であったと回答する学生も多かった．

これらの結果から，今回の対象者では，コロナによる運動

や身体活動の減少によって，運動頻度が減少する学生と，

維持できた学生が多かったことが明らかになった．コロナ

禍における運動習慣を調査した先行研究 7，8，9）では，コロ

ナ禍によって運動頻度が減少すると報告されている．これ

らのことから，コロナによる運動や身体活動の減少は，運

動頻度の減少を引き起こす可能性がある． 
森田ら 10）は，運動習慣の違いが女子大学生の骨密度に及

ぼす影響を検討し，中学時代から高校時代にかけて運動を

習慣的に継続する事は，成長期における女子の骨密度の獲

得に重要な要因の一つであると報告している．また，中本
11）は，運動習慣を持つことは，健康への配慮，食品摂取バ

ランス，主観的健康感，善玉コレステロールの増加，動脈硬

化指数に好影響を及ぼすと報告している．さらに，喜多尾

ら 12）は，習慣的な運動が免疫機能に及ぼす影響を検討し，

習慣的な運動を行うことによって，細胞性免疫機能を向上

させ，生体防衛力が高まることを示唆している．このよう

に，運動習慣を持つことが身体の健康に好影響を及ぼすこ

とは，これまでの研究で数多く報告されている．また，川尻

ら 13）は，定期的な運動を行うことにより，意欲や活力の向

上に影響があると示唆しており，運動習慣が精神的な健康

にも影響を及ぼすことを示している． 
一方で，運動習慣を持たない事が健康に悪影響を及ぼす

ことも報告されている．寺本ら 14）は大学生年代の若年成人

を対象として，運動習慣の有無が筋内脂肪蓄積に及ぼす影

響を検討した．その結果，運動習慣が無い者は筋内脂肪が

高く，将来的にロコモティブシンドロームに罹るリスクが

高い可能性を示し，運動を継続して行うことの重要性を示

唆した． 
このように，運動習慣を持つことは，心身の健康にとっ

て重要な要因であることがうかがえる．しかしながら，本

研究の結果，コロナ禍による自粛によって対象者全体の

27.5％（117 名）の学生が，運動を行う習慣を持っていない

ことが明らかとなった．このことは，成長段階にある学生

にとって，丈夫で健康的な体づくりが十分に行われないだ

けではなく，免疫機能や運動器の機能低下，意欲低下・活力

の低下を招く可能性が懸念される．そのため，これらの学

生に対して，運動習慣が心身に及ぼす影響を広く周知し，

運動習慣を持つように促す必要がある． 

(2). 運動能力の調査 
運動能力の調査として，2019 年 4 月と 2020 年 10 月の計

2 回，文部科学省の定める「新体力テスト（12-19 歳対象）」

の 50ｍ走以外の項目を対象として実施した．その結果に基

づき以下に考察を進める．

運動継続群の女子学生においては，全ての測定項目にお

いて 2019 測定時と 2020 測定時の間で有意な差は見られな

かった．一般的に，女子は 12 歳以降に男性ホルモンの分泌

は減少し，女性ホルモンの急激な増加がみられる．そのた

め，上肢・下肢の力発揮に影響を及ぼすと言われている 15）

筋の断面積は，14 歳以降，ほぼ一定の値を示すと言われて

いる 16）．このことから，14 歳以上の女子における体力テス

トの個人記録の変化は，身体成長によるものではなく，運

動継続の頻度及びその強度に依存する割合が大きいと考え

られる．本研究における対象者も 2019 測定時の時点で 14
歳以上であり，本研究で得られた体力テストの結果の差は，

運動継続の頻度及び強度によるものであると推察される．

運動継続群の女子学生における 2019 測定時と 2020 測定時

の体力テストの結果には有意な差が見られなかった．詳細

な運動頻度や強度までは把握できていないが，自粛期間中

においても，運動を継続した女子学生は，運動能力を維持

する程度の運動習慣を有していたのではないかと推察され

る．  

 一方で，運動減少群の女子学生は，上体起こし，反復横と

び，20ｍシャトルランの項目において 2019 測定時よりも

2020 測定時の方が有意に低い値であった．スポーツ庁 17）に

よると，上体起こしは筋力・筋持久力，反復横とびは敏捷

性，20ｍシャトルランは全身持久力をそれぞれ評価するた

めに設定されている．一箭ら 18）は 13 日間のトレーニング

の休止が最大有酸素性パワーの低下を引き起こし，そのパ

ワー低下率が大きい者ほど筋力・筋パワーの低下も大きく

なる事を報告している．また，活動休止期間が長くなるに

つれて筋委縮による筋力・筋パワーの低下が大きくなる可

能性が示されている 19）．これらのことから，本研究におい

て運動頻度が減少した女子学生は，運動頻度の減少に伴い，

有酸素性パワー及び，筋力・筋パワーが低下し，上体起こ

し，20ｍシャトルランの項目が有意に低下したと考えられ

る．さらに，筋パワーは一般的に力の大きさと速度を乗ず

ることで求められるので 20）筋パワーの低下は筋収縮速度の

低下も引き起こすと考えられる．敏捷性の優劣については，

筋収縮速度に依存することが報告されていることから 2），

反復横とびの有意な低下も，上体おこしや 20ｍシャトルラ

ンと同様に，運動頻度減少に伴う筋力・筋パワーの低下が

原因である可能性が示唆される． 
運動継続群の男子学生においては，身長，長座体前屈，ハ

ンドボール投げの 3 項目において，2019 測定時よりも 2020
測定時の方が，有意に高い値を示した．一方で，減少群の男

子学生においては，身長，体重，BMI，握力，立ち幅跳び，

ハンドボール投げの 6 項目において，2019 測定時よりも

2020 測定時の方が有意に高い値を示したが， 20ｍシャトル

ランの項目は 2019 測定時よりも 2020 測定時の方が，有意

に低い値を示した．男子における筋の横断面積は 12 歳以降

の増加が著しく，その増加傾向は 18 歳まで続くことが知ら
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れている 16）．そのため，18 歳になるまでの間は運動習慣の

有無だけでなく肉体の成長も，上肢・下肢の筋の横断面積

増加に影響すると考えられる．本研究の結果，運動継続群，

運動減少群共に，ハンドボール投げの記録が 2020 測定時の

方が 2019 測定時よりも有意に高い値を示した．また，運動

減少群においては，握力及び立ち幅跳びの記録も，2020 測

定時の方が 2019 測定時よりも有意に高い値を示した．ボー

ル投げ運動及び立ち幅跳びは瞬発力，握力は筋力がそれぞ

れ関連している 17）が，これらは筋の横断面積との関係性が

考えられる．本研究の対象者の平均年齢は 2020 測定時で，

17.3±0.9 歳であり，筋肉の成長途中であったと考えられ，

このことが記録の向上につながったと推察される． 

柔軟性は運動継続群のみ 2020 測定時の方が 2019 測定時

よりも有意に高い値を示した．柔軟性はストレッチを行う

ことにより向上することが知られており 22），その中には関

節の曲げ伸ばしや回旋などといった関節運動，もしくは実

際のスポーツの動きを模した動作を行うことで，対象とな

る筋群の拮抗筋群を意識的に収縮させ，対象筋群を弛緩さ

せるストレッチも存在する．運動継続群の女子同様運動内

容の把握まではできていないが，運動を継続する事で，対

象筋群およびその拮抗筋群の収縮・弛緩動作がストレッチ

効果を発現させ，この事が柔軟性の記録を向上させたので

はないかと推察される． 
一方，運動減少群において 20ｍシャトルランの項目は

2019 測定時よりも 2020 測定時の方が，有意に低い値を示

した．一箭ら 18）の報告にもあるように，運動の休止は最大

有酸素性パワーの低下を引き起こすことから，自粛期間中

における運動頻度の減少が有酸素能力を低下させ，20m シ

ャトルランの記録が低下したと考えられる． 

5．まとめ 

本研究は，高専学生を対象として，コロナ禍以前および，

コロナによる自粛期間中における運動頻度及び，運動能力

の変化を検討し，コロナ禍における運動・身体活動の減少

が運動頻度及び運動能力に及ぼす影響を明らかにすること

を目的として行った．その結果，以下の通り結果が得られ

た． 
（1） コロナ禍における自粛期間がもたらす運動や身体

活動の減少によって，運動頻度が減少する学生と

維持できた学生がいることが明らかとなった． 
（2） コロナ禍でもコロナ禍以前と同頻度で運動を継続

した女子学生は，体力テストの記録の低下は起き

なかった． 
（3） コロナ禍によって運動頻度が減少した女子学生は，

上体起こし，反復横とび，20ｍシャトルランの記録

が有意に低下した． 
（4） コロナ禍でもコロナ以前と同程度の頻度で運動を

継続した男子学生は，身長，長座体前屈，ハンドボ

ール投げの記録が向上した． 
（5） コロナ禍によって運動頻度が減少した男子学生は

身長，体重，BMI，握力，立ち幅跳び，ハンドボー

ル投げの記録が向上する一方で，20ｍシャトルラ

ンの記録が有意に低下した． 

以上の事からコロナ禍における自粛によって，運動頻度

の減少が起きた学生では，運動能力の低下が引き起こされ

ることが明らかとなった．一方，運動頻度を維持できた学

生では，運動能力の維持または改善がみられることが示唆

された． 
本研究では，学生が各自で実施した運動の内容、強度、時

間の調査及び，自粛期間中においても運動頻度を維持でき

た学生がなぜ運動頻度を維持できていたのかという調査ま

では行えていない．今後は，運動毎における運動の内容、強

度、時間，運動能力との関係の調査及び運動動に対する意

識調査を行い，運動能力及び運動頻度に及ぼす要因の詳細

を検討する必要がある． 
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Changes in exercise habits and abilities 
among KOSEN(colleges of technology) students   

Focusing on the period around the self-restraint period due to the COVID-19 
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The purpose of this study was to examine changes in exercise habits, physical fitness, and exercise capacity of 

national institute of technology college students before and during the period of voluntary restraint due to the 
Corona disaster, and to clarify the effects of restrictions on physical activity (daily activities and exercise) on 
exercise habits and exercise capacity during the Corona disaster. We conducted for 425 students (297males and 
128 females). The results suggest that the restriction of exercise and physical activity caused by the voluntary 
restraint period during the Corona disaster decreases or does not change exercise habits very much. In addition, it 
was found that the decrease in exercise opportunities caused a decrease in total body endurance in both male and 
female students, as well as a decrease in muscular strength, muscular endurance, and agility in female students. 
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は
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木
田
麗
女
〈
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）
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～
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化
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六
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、
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文
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、
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史
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語
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古
物
語
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筆
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、
漢
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、
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文
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徳
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木
田
）
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師
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１
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師
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夫
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両
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江
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時
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文
学
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第
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（
２
）

に
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、
夫
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庫
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蔵
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午
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、
明
ら
か
に
家
雅
筆
本
で
あ
る
（
５
）

。
こ
れ
に
は
墨

と
朱
に
よ
る
同
筆
の
書
入
が
あ
る
。
墨
で
は
、「
向
の
」
に
「
ひ
」
を
挿
入
し
、「
向
ひ
の
」
と
す

る
な
ど
、
誤
字
・
脱
字
を
訂
正
し
て
い
る
程
度
で
あ
る
が
、
朱
で
は
、「
惟
」
を
「
維
」
に
訂
正
し

て
い
る
ほ
か
、
漢
詩
を
削
除
し
た
り
、
漢
詩
の
細
部
を
変
更
し
た
り
し
て
い
る
。
朱
書
は
、
改
訂

を
示
し
て
い
る
も
の
と
み
え
る
。
見
せ
消
ち
に
な
っ
て
い
る
箇
所
を
網
か
け
で
、
挿
入
さ
れ
て
い

る
箇
所
を
囲
み
線
で
表
し
な
が
ら
、
改
訂
さ
れ
た
箇
所
を
具
体
的
に
示
し
て
い
き
た
い
（
６
）

。

二
月
十
三
日
の
、
八
日
市
宿
か
ら
彦
根
に
向
か
う
道
中
の
記
述
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

十
三
日
、
け
ふ
も
空
は
れ
〴
〵
し
う
、
日
影
長
閑
な
り
。
か
ゝ
る
折
、
み
ち
を
も
急
ぎ
て
ん

と
す
る
に
、
き
の
ふ
の
お
そ
ろ
し
か
り
し
雨
風
、
よ
べ
の
物
さ
は
が
し
か
り
し
と
よ
み
に
、

い
た
う
こ
う
じ
て
に
は
か
に
こ
ゝ
地
た
が
ひ
、
ゑ
ち
川
の
駅
に
つ
き
け
る
程
、
ま
め
や
か
に

く
る
し
う
し
つ
れ
ば
、
人
々
も
見
さ
は
ぎ
て
、
と
か
く
あ
つ
か
ふ
に
、
せ
ん
か
た
な
く
ま
ど

ひ
つ
る
に
ぞ
、
夫
な
る
人
も
、
い
か
ゞ
と
む
ね
い
た
げ
な
り
。（
中
略
）
道
す
が
ら
遠
き
山
の

す
が
た
、
ち
か
き
野
べ
の
草
葉
も
、
す
べ
て
春
の
色
う
る
は
し
く
、
松
の
響
さ
へ
け
う
と
く

も
あ
ら
ず
、
寒
さ
も
残
ら
ず
。
夕
日
に
向
ひ
た
る
は
、
こ
と
に
あ
た
ゝ
か
な
れ
ど
、
伊
吹
な

に
く
れ
の
、
遥
に
た
か
き
山
々
に
は
、
猶
雪
の
か
ゝ
り
て
、
い
と
し
ろ
う
見
わ
た
さ
れ
た
る
、

い
み
じ
う
め
づ
ら
し
く
、外
山
の
霞
に
ま
ぎ
る
べ
く
も
な
く
、又
花
な
ど
い
ふ
べ
く
も
な
し
。

白
雪
の
か
ゝ
る
に
つ
け
て
伊
吹
山
た
か
き
其
名
ぞ
あ
ら
は
れ
に
け
る

三
上
山
は
ま
ぢ
か
く
、
白
雲
の
へ
だ
て
も
な
し
。

浅
み
ど
り
霞
め
る
色
を
目
に
か
け
て
く
も
ゐ
に
あ
ふ
ぐ
山
ぞ
は
る
け
き

石
清
水
と
か
い
ふ
め
る
御
社
の
前
を
過
て
、
い
と
恐
ろ
し
き
橋
を
う
ち
渡
り
、
川
水
に
そ
ひ

て
、
堤
を
は
る
〴
〵
と
ゆ
け
ば
、
や
う
〳
〵
程
ち
か
う
お
ぼ
え
て
、
と
き
は
木
の
ひ
ま
〳
〵
、

城
の
た
か
う
そ
び
え
て
、
き
ら
〳
〵
し
う
見
え
つ
る
は
、
う
れ
し
き
物
か
ら
、
さ
ら
に
目
驚

か
る
ゝ
ば
か
り
な
り
。

水
国
春
光
眼
界
明

東
風
繚
繞
擁
新
晴

五
雲
忽
起
青
山
上

麗
日
玲
瓏
彦
子
城

い
つ
し
か
彦
根
に
い
た
り
ぬ
れ
ば
、
此
頃
目
な
れ
し
村
里
の
け
は
ひ
引
か
へ
、
い
と
は
な
〴

〵
し
う
、
誠
に
都
に
出
た
る
こ
ゝ
地
す
。

「
水
国
の
春
光
、
眼
界
明
ら
か
な
り
、
東
風
、
繚
繞
し
て
、
新
晴
を
擁
す
、
五
雲
忽
ち
起
つ
、
青

山
の
上
、
麗
日
玲
瓏
た
り
、
彦
子
城
」
と
詠
ま
れ
て
い
た
漢
詩
が
朱
で
削
除
さ
れ
て
い
る
。
な
ぜ

削
除
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
日
の
記
述
に
「
き
の
ふ
の
お
そ
ろ
し
か
り
し
雨
風
」
と
あ
る

通
り
、
前
日
の
十
二
日
の
記
述
に
は
「
夜
の
ほ
ど
よ
り
、
雨
お
ど
ろ
〳
〵
し
う
す
さ
み
ぬ
る
に
」

と
あ
り
、
悪
天
候
に
悩
ま
さ
れ
る
さ
ま
が
描
か
れ
て
い
る
。「
擁
新
晴
（
新
晴
を
擁
す
）」
と
は
、

こ
の
十
二
日
の
悪
天
候
と
は
う
っ
て
変
わ
っ
て
「
空
は
れ
〴
〵
し
う
、
日
影
長
閑
」
な
さ
ま
を
詠

ん
で
い
る
。
ま
た
、「
五
雲
忽
起
青
山
上
（
五
雲
忽
ち
起
つ
、
青
山
の
上
）」
と
あ
る
の
は
、
伊
吹

荒
木
田
麗
女
『
初
午
の
日
記
』
『
後
午
の
日
記
』
の
改
稿
を
め
ぐ
る
考
察　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石 

谷 

佳 

穂
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山
や
三
上
山
の
情
景
を
さ
し
て
い
う
の
で
あ
ろ
う
。
起
句
で
「
水
国
春
光
眼
界
明
（
水
国
の
春
光
、

眼
界
明
ら
か
な
り
）」
と
ま
ず
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
近
江
で
十
三
日
に
目
に
し
た
春
の
情
景
を
そ
の

ま
ま
詠
み
込
ん
だ
漢
詩
で
あ
る
。
し
か
し
、
伊
吹
山
や
三
上
山
は
直
前
の
和
歌
に
も
詠
ま
れ
て
い

る
。
漢
詩
が
削
除
さ
れ
た
の
は
、
こ
の
情
景
に
関
し
て
、
和
文
（
７
）

や
和
歌
で
既
に
多
く
描
写
し

て
お
り
、
重
複
す
る
と
こ
ろ
が
多
か
っ
た
こ
と
が
関
係
し
て
い
る
。
漢
詩
四
十
九
首
中
、
削
除
さ

れ
て
い
る
の
は
こ
の
一
首
の
み
で
は
あ
る
が
、
改
稿
に
あ
た
っ
て
、
漢
詩
よ
り
も
和
文
や
和
歌
が

優
先
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

続
い
て
、
二
月
二
十
六
日
の
記
述
も
見
て
い
き
た
い
。

梺
に
は
大
ゐ
川
は
る
〴
〵
と
流
れ
た
る
も
、
こ
と
さ
ら
に
お
も
し
ろ
し
。
広
沢
大
沢
な
ど
は

さ
ら
な
り
、
都
の
内
ま
で
お
ぼ
つ
か
な
か
ら
ず
、
さ
ら
ぬ
山
々
、
川
の
流
れ
、
す
べ
て
遠
き

望
み
た
ぐ
ひ
な
く
、
い
ひ
つ
ゞ
け
ん
も
、
言
葉
た
ら
ぬ
や
う
に
て
、
唯
め
で
た
き
絵
の
心
地

の
み
し
つ
ゝ
詠
入
て
、
ま
か
で
ん
事
も
口
お
し
け
れ
ど
、
日
影
も
西
に
め
ぐ
り
ぬ
れ
ば
、
師

に
い
と
ま
聞
え
て
出
ぬ
。
か
ば
か
り
め
づ
ら
し
き
わ
た
り
に
て
は
、
す
ゞ
ろ
な
る
物
い
ひ
せ

ん
も
あ
い
な
け
れ
ど
、
れ
い
の
身
の
癖
は
、
け
ふ
も
又
忍
び
が
た
く
て
、

慙

苦

難
得

説
法
台
辺
松
樹
蒼

天
龍
一
化
護
霊
場

欄
前
況
有
山
河
美

愧
以
遅
吟
未
作
章

帝
王
遺
跡
俯
崔
嵬

山
象
霊
亀
気
色
開

宿
昔
繁
華
何
足
道

千
年
不
改
梵
王
台

師
と
は
、
天
龍
寺
の
僧
侶
、
宏
道
禅
師
で
あ
る
。
宏
道
禅
師
の
誘
い
で
亀
山
院
御
霊
を
眺
め
て
お

り
、
そ
の
情
景
が
丁
寧
に
記
さ
れ
、
漢
詩
が
二
首
詠
ま
れ
て
い
る
。
一
首
目
の
結
句
に
朱
書
が
あ

り
、「
愧
以
遅
吟
未
作
章
（
愧
づ
ら
く
は
遅
吟
を
以
て
未
だ
章
を
作
さ
ず
）」
か
ら
、「
慙
以
苦
吟
難

得
章
（
慙
づ
ら
く
は
苦
吟
を
以
て
章
を
得
難
し
）」
に
改
訂
さ
れ
て
い
る
。「
愧
」
を
「
慙
」
に
改

め
る
と
と
も
に
、
詩
作
が
遅
く
、
ま
だ
詩
の
一
節
を
作
っ
て
い
な
い
意
か
ら
、
苦
心
し
て
詩
作
し

て
い
る
意
に
変
更
し
て
い
る
。
和
文
に
注
目
す
る
と
、「
い
ひ
つ
ゞ
け
ん
も
、
言
葉
た
ら
ぬ
や
う
」、

「
か
ば
か
り
め
づ
ら
し
き
わ
た
り
に
て
は
、
す
ゞ
ろ
な
る
物
い
ひ
せ
ん
も
あ
い
な
け
れ
ど
」
と
あ

り
、
素
晴
ら
し
い
情
景
を
表
現
す
る
こ
と
に
悩
ん
で
い
る
さ
ま
が
綴
ら
れ
る
が
、「
れ
い
の
身
の
癖

は
、
け
ふ
も
又
忍
び
が
た
く
て
」
と
も
あ
る
。
つ
ま
り
、
素
晴
ら
し
い
情
景
を
表
現
す
る
の
に
苦

心
し
た
が
、
漢
詩
を
詠
ま
ず
に
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
こ
の
和
文
か
ら
漢
詩
へ
の
流
れ

に
は
「
慙
以
苦
吟
難
得
章
（
慙
づ
ら
く
は
苦
吟
を
以
て
章
を
得
難
し
）」
の
方
が
適
当
で
あ
る
。
推

敲
し
、
麗
女
の
心
境
が
よ
り
表
さ
れ
た
、
洗
練
さ
れ
た
漢
詩
へ
と
変
更
さ
れ
て
い
る
。『
初
午
の
日

記
』
で
は
、
八
首
の
漢
詩
の
細
部
が
改
訂
さ
れ
て
い
る
。

以
上
よ
り
、『
初
午
の
日
記
』
で
は
、
重
複
す
る
表
現
を
避
け
る
た
め
に
漢
詩
一
首
を
削
除
し
た

り
、
漢
詩
を
推
敲
し
た
り
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。『
初
午
の
日
記
』
は
、
和
歌
百
二
首
、
発
句

十
句
、
漢
詩
四
十
九
首
を
収
録
し
た
紀
行
文
で
あ
る
が
、
麗
女
は
特
に
漢
詩
に
注
意
を
払
っ
て
改

訂
し
て
い
る
。

二

白
百
合
女
子
大
学
図
書
館
所
蔵
『
後
午
の
日
記
』
の
書
入

白
百
合
女
子
大
学
図
書
館
所
蔵
『
後
午
の
日
記
』
は
、
家
雅
筆
本
と
さ
れ
て
お
り
（
８
）

、
雲
岡
梓

著
「
歴
史
物
語
『
池
の
藻
屑
』
の
特
徴
」
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
家
雅
の
筆
跡
と
も
一
致
す
る
。
同

筆
の
墨
、
朱
、
青
の
書
入
が
あ
る
。
次
の
図
版
の
通
り
、
青
と
墨
で
は
改
訂
さ
れ
た
箇
所
や
振
り

仮
名
な
ど
が
示
さ
れ
て
お
り
、
朱
と
墨
で
は
頭
注
が
付
さ
れ
、
典
拠
が
示
さ
れ
て
い
る
。

『後午の日記』（白百合女子大学図書館所蔵）
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ま
ず
は
、
改
訂
箇
所
に
つ
い
て
で
あ
る
。
青
書
と
墨
書
が
あ
る
が
、
墨
書
は
一
部
で
あ
り
、
多

く
が
青
書
で
あ
る
。
二
月
十
九
日
の
記
述
に
、「
昔
の
人
の
『
山
川
に
風
の
か
け
た
る
』
と
か
あ
り

し
も
、
爰
に
て
の
事
に
や
と
思
ひ
て
」
と
あ
る
が
、「
爰
」
を
墨
で
「
か
や
う
の
所
」
と
改
め
、
青

で
「
爰
に
て
の
事
」
を
消
し
た
結
果
、「
か
や
う
の
所
に
や
と
思
ひ
て
」
と
い
う
本
文
に
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
先
に
施
さ
れ
た
の
は
墨
書
の
方
か
と
思
わ
れ
る
。
次
に
見
る
二
月
二
十
一
日
の
記
述

に
は
、
青
で
書
入
が
あ
る
。

棚
橋
の
あ
や
う
げ
な
る
が
、
う
ゐ
〳
〵
し
く
て
、
と
も
す
れ
ば
た
ふ
れ
ぬ
べ
く
ま
ど
ひ
た
る

に
、
又
い
さ
ら
小
河
を
打
渡
り
け
る
は
、
ま
し
水
の
ま
し
て
堪
べ
く
も
あ
ら
ず
、
ほ
と
〳
〵

ま
ろ
び
ぬ
べ
く
、
ま
め
や
か
に
あ
さ
ま
し
く
物
ご
り
も
せ
ら
れ
て
、
か
り
け
る
雲
さ
へ
ふ
か

く
て
、
道
も
い
と
た
ど
〳
〵
し
か
り
き
。

微
雨
春
深
緑
草
萋

衣
滋
旅
客
渉
幽
渓

山
村
野
店
更
何
處

行
踏
陰
雲
咫
八
迷

行
さ
き
な
る
川
は
歩
渡
の
う
し
ろ
め
た
さ
に
、
え
も
行
や
ら
ず
、
小
浜
と
い
ふ
所
に
舎
を
と

り
て
、「
其
火
は
や
た
け
」
な
ど
い
そ
が
し
つ
る
は
、
濡
た
る
き
ぬ
ど
も
あ
ぶ
ら
ん
の
心
な
り

け
り
。

『
後
午
の
日
記
』
で
も
漢
詩
の
削
除
が
示
さ
れ
て
い
る
。『
後
午
の
日
記
』
は
、
漢
詩
に
限
ら
ず
多

く
の
改
訂
が
見
ら
れ
る
が
、
顕
著
な
の
は
漢
詩
で
あ
り
、
五
首
詠
ま
れ
て
い
た
漢
詩
が
全
て
青
書

で
削
除
さ
れ
て
い
る
。『
江
戸
時
代
女
流
文
学
全
集
』
の
翻
刻
で
は
、
和
歌
五
十
首
、
発
句
七
十
一

句
で
、
漢
詩
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
、『
後
午
の
日
記
』
で
は
漢
詩
は
詠
ま
れ
な
か
っ
た
も
の
と

思
わ
れ
た
が
、
漢
詩
は
改
稿
に
あ
た
っ
て
削
除
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

次
に
、
典
拠
を
示
す
書
入
を
見
て
い
き
た
い
。
五
十
三
箇
所
に
わ
た
っ
て
朱
書
で
頭
注
が
付
さ

れ
て
お
り
、
そ
れ
を
墨
書
で
補
足
し
た
り
、
朱
の
上
か
ら
訂
正
し
た
り
し
て
い
る
。
頭
注
の
う
ち

四
十
八
箇
所
は
和
歌
や
物
語
が
示
さ
れ
て
お
り
、
五
箇
所
は
先
人
の
漢
詩
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ

こ
で
は
漢
詩
に
関
連
し
て
、
先
人
の
漢
詩
を
典
拠
と
す
る
記
述
に
注
目
し
た
い
。
例
え
ば
、
出
発

し
た
二
月
十
五
日
の
、
豊
宮
川
で
の
記
述
で
あ
る
。

ま
だ
夜
ふ
か
き
鳥
の
八
声
を
跡
に
聞
捨
て
、
豊
宮
川
の
わ
た
り
に
い
た
れ
ば
、
松
原
越
に
月

晴
て
、
風
す
ご
く
う
ち
ふ
き
、
け
は
ひ
い
と
寒
し
。

松
原
に
か
げ
有
明
は
春
も
な
し

川
は
舟
さ
し
て
打
渡
り
た
り
。
ゆ
く
さ
き
な
る
橋
は
、
ま
だ
ふ
み
通
ふ
人
も
わ
づ
か
な
り
。

板
橋
や
春
さ
へ
と
む
る
霜
の
跡

霜
い
と
深
く
て
、
道
の
草
村
も
し
ら
み
あ
ひ
た
る
に
、
日
の
さ
し
う
つ
り
ぬ
れ
ば
、
か
つ
〴

〵
打
け
ぶ
り
な
ど
し
つ
る
も
、
め
づ
ら
し
う
見
渡
さ
る
。

こ
の
記
述
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
朱
書
の
頭
注
が
あ
る
。

鶏
声
茅
店
月

人
跡
板
橋
霜

こ
れ
は
晩
唐
の
温
庭
筠
の
詩
「
商
山
早
行
」（
９
）

の
頷
聯
を
さ
し
て
い
る
。

晨
起
動
征
鐸

客
行
悲
故
郷

鶏
声
茅
店
月

人
跡
板
橋
霜

槲
葉
落
山
路

枳
華
明
駅
墻

因
思
杜
陵
夢

鳧
雁
満
回
塘

（
晨
に
起
き
て
征
鐸
を
動
か
す

客
行
故
郷
を
悲
し
む

鶏
声
茅
店
の
月

人
跡
板
橋
の
霜

槲
葉
山
路
に
落
つ

枳
華
駅
墻
に
明
ら
か
な
り

因
て
思
ふ
杜
陵
の
夢

鳧
雁
回
塘
に
満
た
ん
こ
と
を
）

早
朝
に
故
郷
を
離
れ
て
見
知
ら
ぬ
土
地
に
旅
立
つ
こ
と
を
詠
ん
だ
、『
全
唐
詩
』『
三
体
詩
』
に
も

載
る
詩
で
あ
る
。
麗
女
は
「
ま
だ
夜
ふ
か
き
鳥
の
八
声
を
跡
に
聞
捨
て
」、
伊
勢
の
出
入
り
口
で
あ

る
「
豊
宮
川
の
わ
た
り
に
い
た
」
っ
て
い
た
の
で
あ
り
、
こ
の
詩
と
同
様
、
早
朝
に
旅
立
っ
て
い

る
。
麗
女
が
描
く
鳥
の
声
、
月
、
板
橋
、
人
の
足
跡
、
深
い
霜
と
い
う
景
物
は
、
確
か
に
こ
の
詩

の
傍
線
部
と
通
じ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
早
朝
の
旅
立
ち
を
詠
む
漢
詩
の
趣
向
を
和
歌
や
和
文
に
反

映
さ
せ
て
い
る
。
こ
の
他
、
一
箇
所
に
『
和
漢
朗
詠
集
』
収
載
の
紀
長
谷
雄
の
漢
詩
、
三
箇
所
に

唐
代
の
漢
詩
が
示
さ
れ
て
い
る
が

（

10
）

、
二
月
十
五
日
の
記
述
と
同
様
に
、
朱
で
示
さ
れ
た
漢
詩
と

綴
ら
れ
た
和
文
や
和
歌
は
、
状
況
が
類
似
し
て
い
る
。

書
入
か
ら
、『
後
午
の
日
記
』
で
は
漢
詩
が
全
て
削
除
さ
れ
て
い
た
が
、
漢
詩
を
踏
ま
え
た
表
現

は
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
明
白
で
あ
る
。

三

麗
女
の
漢
詩

漢
詩
の
削
除
や
改
訂
が
多
い
と
い
う
『
初
午
の
日
記
』
と
『
後
午
の
日
記
』
の
改
稿
の
特
徴
を

も
と
に
、
麗
女
の
漢
詩
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
き
た
い
。

ま
ず
は
書
入
か
ら
判
明
し
た
『
初
午
の
日
記
』
と
『
後
午
の
日
記
』
に
お
け
る
漢
詩
の
扱
わ
れ

方
の
違
い
を
確
認
す
る
。『
初
午
の
日
記
』
で
は
、
内
容
が
重
複
す
る
た
め
に
漢
詩
を
省
い
た
り
、

作
っ
た
漢
詩
を
よ
り
よ
い
も
の
に
す
る
た
め
に
推
敲
し
た
り
す
る
の
み
で
、
漢
詩
全
て
を
削
除
す

る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
に
対
し
、『
後
午
の
日
記
』
で
は
、
五
首
詠
ま
れ
て
い
た
漢
詩
を
全
て
削
除

し
て
い
る
と
い
う
違
い
が
あ
っ
た
。『
後
午
の
日
記
』
で
は
、
漢
詩
の
完
成
度
に
よ
ら
ず
、
漢
詩
そ

の
も
の
を
意
図
的
に
排
除
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
朱
と
墨
に
よ
る
書
入
か
ら
、

『
後
午
の
日
記
』
で
も
漢
詩
を
踏
ま
え
た
表
現
は
存
在
し
て
い
る
こ
と
も
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
こ

で
、『
初
午
の
日
記
』
の
和
文
中
に
あ
る
漢
詩
を
踏
ま
え
た
表
現
も
見
る
こ
と
で
、
両
書
で
の
漢
詩

の
扱
わ
れ
方
の
違
い
を
よ
り
明
確
に
し
て
い
き
た
い
。『
初
午
の
日
記
』
三
月
十
五
日
は
、「
翌
る

十
五
日
、
な
を
雨
は
は
れ
ま
も
見
え
ず
」
か
ら
始
ま
り
、「
雨
は
い
と
ゞ
し
う
降
ま
さ
り
て
、
堪
が
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た
き
ま
で
な
る
を
」
と
、
雨
の
ひ
ど
い
さ
ま
が
綴
ら
れ
る
が
、
船
に
乗
っ
て
和
歌
の
浦
を
渡
る
と

こ
ろ
で
は
、
次
の
記
述
が
あ
る
。

跡
の
白
波
を
か
へ
り
み
る
に
、
紀
三
井
寺
は
高
く
て
、
山
の
木
の
間
に
塔
甍
な
ど
の
、
は
る

か
に
見
え
つ
る
、
い
ひ
し
ら
ず
め
づ
ら
し
う
、
何
に
た
と
へ
ん
か
た
な
く
、
な
を
ざ
り
の
言

の
葉
に
か
く
べ
く
も
あ
ら
ね
ば
、
た
ゞ
「
多
少
の
楼
台
」
と
の
み
く
ち
ず
さ
み
ぬ
る
ば
か
り

な
り
。
雨
さ
へ
す
こ
し
ひ
ま
み
ゆ
る
が
、
こ
と
に
う
れ
し
く
て
、

心
あ
れ
や
し
ば
し
な
が
め
も
春
の
江
の
か
す
み
の
ひ
ま
を
わ
た
る
う
ら
舟

傍
線
部
の
「
多
少
の
楼
台
」
は
、『
三
体
詩
』、『
全
唐
詩
』
な
ど
に
載
る
、
晩
唐
の
杜
牧
の
詩

江

南
春｣

（

11
）

の
一
節
で
あ
る
。

千
里
鶯
啼
緑
映
紅

水
村
山
郭
酒
旗
風

南
朝
四
百
八
十
寺

多
少
楼
台
煙
雨
中

（
千
里
鶯
啼
き
て
緑
紅
に
映
ず

水
村
山
郭
酒
旗
の
風

南
朝
四
百
八
十
寺

多
少
の
楼
台
煙
雨
の
中
）

結
句
に
「
多
少
楼
台
」
と
あ
り
、
多
く
の
楼
台
が
煙
る
雨
の
中
に
見
え
る
こ
と
が
詠
ま
れ
て
い
る
。

麗
女
は
和
歌
の
浦
で
雨
に
打
た
れ
る
中
、直
前
に
訪
れ
た
紀
三
井
寺
が
と
て
も
高
く
見
え
た
た
め
、

雨
の
中
で
高
い
建
物
が
そ
び
え
立
つ
こ
と
が
詠
ま
れ
て
い
る
、「
多
少
楼
台
煙
雨
中
（
多
少
の
楼
台

煙
雨
の
中
）」
を
思
い
出
し
た
の
で
あ
ろ
う
。『
初
午
の
日
記
』
で
は
、
漢
詩
が
な
い
文
脈
で
も
漢

詩
の
一
節
を
「
く
ち
ず
さ
」
ん
で
い
る
こ
と
が
わ
か
る

（

12
）

。
し
た
が
っ
て
、『
初
午
の
日
記
』
と

『
後
午
の
日
記
』
と
で
は
、
漢
詩
を
踏
ま
え
た
表
現
の
用
い
方
も
異
な
っ
て
い
る
。『
初
午
の
日
記
』

で
は
、
漢
詩
の
一
節
が
訓
読
さ
れ
た
和
文
の
形
で
引
用
さ
れ
て
い
る
が
、『
後
午
の
日
記
』
で
は
、

先
人
の
漢
詩
の
趣
向
の
み
を
取
り
込
み
、
和
文
で
表
現
し
て
い
る
。『
後
午
の
日
記
』
で
は
、
漢
詩

が
削
除
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
加
え
、
漢
詩
の
一
節
が
直
接
的
に
は
表
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、

漢
詩
や
そ
の
趣
を
表
に
出
さ
ず
に
仕
上
げ
よ
う
と
徹
底
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

麗
女
の
漢
詩
に
つ
い
て
雲
岡
梓
氏

（

13
）

は
、「
慶
徳
麗
女
遺
稿
」
と
呼
ば
れ
る
麗
女
の
自
伝
や
書

簡
に
「
漢
詩
が
苦
手
だ
と
い
う
旨
の
記
述
が
頻
出
す
る
」
こ
と
か
ら
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

麗
女
は
幼
少
期
か
ら
の
興
味
と
親
族
ら
の
影
響
に
よ
っ
て
三
十
七
歳
か
ら
本
格
的
に
漢
詩
を

学
び
始
め
、
多
く
の
漢
詩
人
と
交
流
し
て
研
鑽
を
積
ん
だ
。
そ
し
て
『
日
本
詩
史
』
に
紹
介

さ
れ
る
等
、
当
代
の
女
流
詩
人
と
し
て
認
知
さ
れ
る
に
至
っ
た
が
、
本
人
は
詩
作
に
自
信
を

持
つ
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
し
て
徐
々
に
関
心
が
和
文
執
筆
に
傾
い
て
き
た
こ
と
も
あ

り
、
詩
作
を
止
め
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
る
。
そ
の
結
果
、
詩
集
『
荒
木
田
詩
稿
』
を
ま
と

め
た
こ
と
を
区
切
り
と
し
て
、
漢
詩
か
ら
距
離
を
置
く
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

書
入
か
ら
、『
荒
木
田
詩
稿
』（
安
永
九
（
一
七
八
〇
）
年
成
立
）
以
後
の
著
作
で
あ
る
『
後
午
の

日
記
』
で
も
、
漢
詩
が
詠
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
が
、
全
て
削
除
さ
れ
て
い
た
た
め
、
確

か
に
「
詩
作
に
自
信
を
持
つ
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
」
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、『
初
午

の
日
記
』
で
漢
詩
よ
り
も
和
歌
が
優
先
さ
れ
、
漢
詩
が
改
め
ら
れ
て
い
た
の
も
、
苦
手
意
識
に
よ

る
の
か
も
し
れ
な
い
。
麗
女
の
平
大
夫
宛
書
簡

（

14
）

か
ら
も
う
か
が
い
た
い
。

然
ば
、
先
頃
被
付
仰
候
愚
詠
共
、
漸
認
候
故
、
差
上
申
候
。
何
れ
も
拙
き
御
事
、
殊
に
あ
や

し
き
鳥
の
跡
に
て
候
へ
ば
、
甚
恥
入
申
候
。
御
覧
被
下
候
う
へ
、
是
に
て
も
不
苦
思
召
れ
候

は
ゞ
、
先
方
へ
御
遣
し
被
成
可
被
下
候
。
就
中
、
詩
は
取
分
未
熟
之
儀
ニ
候
故
、
大
ニ
困
窮

仕
候
。
依
之
、
一
枚
認
申
候
。
都
合
三
枚
差
上
申
候
。
又
〳
〵
不
足
之
御
事
も
御
座
候
は
ゞ
、

何
時
に
て
も
認
、
差
上
可
申
候
。

頼
ま
れ
て
い
た
詩
歌
が
で
き
た
と
い
う
内
容
で
あ
る
が
、
詩
は
「
未
熟
」
だ
と
い
っ
て
い
る
。「
都

合
三
枚
」
と
あ
る
た
め
、
合
計
三
枚
の
詩
歌
を
詠
ん
だ
よ
う
で
あ
る
が
、
漢
詩
は
「
未
熟
」
で
あ

る
ゆ
え
、
和
歌
は
二
枚
な
の
に
対
し
、
漢
詩
は
一
枚
の
み
に
し
た
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。
実
際
に
、

麗
女
は
漢
詩
を
極
力
控
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
し
か
し
一
方
で
、
次
の
よ
う
な
書
簡
も
あ
る

（

15
）

。

然
ば
御
憑
申
上
候
扇
、
御
丁
寧
に
別
書
御
見
せ
被
下
、
餘
り
御
丁
寧
之
御
義
、
却
て
迷
惑
い

た
し
候
御
事
に
御
座
候
。
至
極
、
宜
奇
麗
成
御
事
に
御
座
候
。
勿
論
仮
名
遣
ひ
、
誤
字
等
一

向
無
之
、
到
て
宜
候
様
致
感
賞
候
。
近
比
乍
御
面
働
此
通
御
認
被
下
候
様
、
宜
御
憑
可
被
下

候
。私
よ
り
御
令
内
へ
可
申
入
候
へ
ど
も
女
文
得
書
不
申
候
に
付
、毎
々
御
世
話
を
懸
申
候
。

何
分
宜
憑
入
候
。
且
扇
面
葵
へ
文
字
懸
り
候
て
も
随
分
不
苦
候
様
、
奉
存
候
間
、
何
分
御
随

に
御
揮
筆
被
下
候
様
、
頼
上
候
。

こ
れ
は
麗
女
の
甥
で
あ
る
荒
木
田
興
正
に
宛
て
た
書
簡
で
あ
り
、
扇
に
画
賛
を
書
い
て
ほ
し
い
と

頼
ん
で
い
る
。
注
目
す
べ
き
は
、
傍
線
部
の
文
言
で
あ
る
。
画
賛
に
つ
い
て
は
興
正
の
妻
、
尚
女

に
伝
え
る
こ
と
で
あ
る
が
、「
女
文
」
は
書
け
な
い
た
め
、
興
正
の
方
か
ら
伝
え
て
も
ら
う
よ
う
に

頼
ん
で
い
る
。
こ
の
他
に
も
尚
女
へ
の
用
件
が
書
か
れ
た
興
正
宛
書
簡
が
あ
り
、
麗
女
は
興
正
へ

の
書
簡
を
通
し
て
尚
女
へ
用
件
を
伝
え
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
本
当
に
麗
女
は
「
女
文
」

が
書
け
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。「
女
文
」
が
女
性
ら
し
い
仮
名
中
心
の
文
体
、「
女
文
」
で
な

い
も
の
が
男
性
ら
し
い
漢
語
の
多
い
文
体
と
考
え
る
と
、
こ
こ
ま
で
確
認
し
て
き
た
、
漢
詩
を
削

除
し
た
り
、
苦
手
だ
か
ら
控
え
た
り
す
る
こ
と
と
、「
女
文
得
書
不
申
候
」
と
い
う
こ
と
は
矛
盾
す

る
。
実
際
に
麗
女
の
書
簡
は
、
男
性
の
よ
う
な
書
き
方
の
も
の
が
多
く
あ
る
が
、
そ
の
中
に
は
尚

女
宛
て
の
書
簡
も
あ
る
。
ま
た
、
女
房
詞
で
あ
る
「
文
字
詞
」
を
用
い
、「
ま
い
ら
せ
候
」
と
綴
っ

て
い
る
女
性
ら
し
い
文
体
で
尚
女
に
宛
て
た
書
簡
も
残
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
麗
女
は
文
体
を
自

在
に
変
え
る
こ
と
が
で
き
、
決
し
て
「
女
文
」
が
書
け
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、「
女
文
得
書

不
申
候
」
と
綴
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
麗
女
が
漢
詩
を
削
除
し
た
り

人
前
に
出
す
の
を
控
え
た
り
し
て
い
た
の
は
、
漢
詩
が
苦
手
だ
か
ら
と
い
う
消
極
的
な
理
由
で
は

な
く
、漢
詩
が
世
に
出
る
の
を
好
ま
な
い
と
い
う
立
場
を
と
っ
て
い
た
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
の
興
正
宛
の
書
簡
に
は
「
忰
」
と
見
え
て
い
る
た
め
、
麗
女
が
養
子
を
迎
え
た
天
明
二
（
一
七

八
二
）
年
以
降
で
あ
り
、『
荒
木
田
詩
稿
』
や
『
後
午
の
日
記
』
よ
り
後
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
信
憑
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性
が
高
ま
る
。
漢
詩
が
苦
手
で
あ
る
た
め
に
漢
詩
を
削
除
し
た
人
が
、
女
で
あ
り
な
が
ら
「
女
文

得
書
不
申
候
」
と
い
っ
て
い
る
と
は
考
え
が
た
い
。
す
な
わ
ち
、『
後
午
の
日
記
』
に
お
い
て
漢
詩

を
削
除
し
た
理
由
は
、
漢
詩
を
苦
手
だ
と
思
っ
て
い
た
か
ら
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

で
は
な
ぜ
、
漢
詩
を
苦
手
だ
と
言
っ
た
り
削
除
し
た
り
し
、
漢
詩
が
世
に
出
る
の
を
好
ま
な
い

と
い
う
態
度
を
と
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、『
初
午
の
日
記
』『
後
午
の
日
記
』
で
漢
詩
を

念
入
り
に
改
訂
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
う
か
が
え
る
よ
う
に
、
麗
女
が
人
一
倍
、
漢
詩
に
強
い
思

い
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
麗
女
は
江
村
北
海
に
入
門
し
て
漢
詩
を
学
び
、
多
く
の
漢
詩
人
と
交

流
し
て
い
る
が
、
養
父
、
兄
、
甥
の
漢
詩
も
『
日
本
詩
選
』
に
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
日
常
的
に
漢

詩
を
嗜
む
環
境
に
あ
っ
た
と
み
え
る
。
ま
た
、
麗
女
は
多
く
の
漢
詩
に
つ
い
て
の
書
物
を
読
ん
で

い
た
。
神
宮
文
庫
所
蔵
『
書
目
』
『
書
目

全
』『
要
書
目
』（

16
）

は
、
麗
女
が
閲
覧
し
た
書
物
や
所

蔵
し
て
い
た
書
物
の
目
録
と
思
わ
れ
る
が
、『
書
目

全
』
に
は
分
野
別
の
書
物
数
も
書
か
れ
て
い

る
。「
惣
計
八
百
八
十
部
」
の
う
ち
、
漢
詩
に
関
連
す
る
書
物
は
「
文
廿
一
」「
詩
卅
八
」「
本
詩
卅

四
」
と
分
類
さ
れ
て
い
る
。「
文
」
は
『
詩
人
玉
屑
』
な
ど
の
詩
学
書
、「
詩
」
は
中
国
の
漢
詩
集
、

「
本
詩
」
は
日
本
の
漢
詩
集
が
中
心
と
な
っ
て
お
り
、
多
数
の
漢
詩
に
関
す
る
書
物
を
参
考
に
し

て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
中
に
は
、
麗
女
と
同
じ
く
『
日
本
詩
史
』
と
『
日
本
詩
選
』
に
掲

載
さ
れ
た
女
性
漢
詩
人
、
立
花
玉
蘭
、
井
上
通
女
の
著
作
も
あ
る
。
立
花
玉
蘭
の
漢
詩
集
『
中
山

詩
稿
』
は
『
書
目
』
に
、
井
上
通
女
の
紀
行
文
『
東
海
紀
行
』『
帰
家
日
記
』
は
『
書
目

全
』
と

『
要
書
目
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。『
東
海
紀
行
』『
帰
家
日
記
』
に
は
漢
詩
も
詠
ま
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
は
麗
女
の
『
書
目

全
』
で
の
分
類
上
、
日
本
漢
詩
を
中
心
と
し
た
「
本
詩
」
の
並
び
に
あ
る

た
め
、
漢
詩
の
参
考
書
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
麗
女
が
女
性

の
漢
詩
人
を
意
識
し
て
い
た
こ
と
も
明
ら
か
で
あ
る
。
麗
女
は
男
性
と
対
等
に
文
学
談
議
を
し
、

男
性
の
よ
う
な
文
体
の
書
簡
で
男
性
と
や
り
と
り
を
し
、
漢
詩
を
詠
む
こ
と
も
で
き
た
が
、
麗
女

は
そ
の
こ
と
を
自
負
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
一
家
で
漢
詩
を
嗜
み
、『
日
本
詩
史
』『
日
本
詩
選
』

に
も
掲
載
さ
れ
た
麗
女
は
、
漢
詩
を
苦
手
だ
と
思
っ
て
い
た
ど
こ
ろ
か
、「
女
文
」
が
書
け
な
か
っ

た
わ
け
で
も
な
く
「
女
文
得
書
不
申
候
」
と
綴
っ
た
り
、
他
の
女
性
漢
詩
人
を
意
識
し
た
り
す
る

ほ
ど
、
漢
詩
が
詠
め
る
こ
と
に
矜
恃
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

そ
の
こ
と
は
麗
女
作
の
物
語
か
ら
も
う
か
が
え
る
の
で
あ
ろ
う
か
。『
怪
世
談
』（

17
）

六
話
「
後

世
山
」
で
は
初
め
に
、
宮
で
の
「
文
作
り
」
の
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
参
加
し
た
宰

相
に
注
目
し
た
い
。
宰
相
は
「
す
べ
て
女
こ
そ
い
と
か
ひ
な
か
り
け
れ
な
、
か
た
き
文
字
は
よ
み

う
べ
う
も
な
き
も
の
か
ら
、
唐
土
の
ふ
み
の
深
き
心
を
も
さ
と
ら
で
」
と
、
女
は
詩
の
情
趣
を
解

せ
な
い
と
揶
揄
す
る
よ
う
な
発
言
を
し
て
い
る
。
し
か
し
そ
ん
な
宰
相
は
、
和
歌
を
詠
む
よ
う
に

言
わ
れ
る
と
、「
そ
も
か
た
き
事
な
ら
ず
」
と
言
い
、「
心
に
く
き
物
に
ぞ
有
け
る
春
霞
た
な
び
く

時
に
恋
の
し
げ
れ
ば
」（

18
）

と
詠
む
。
宰
相
が
詠
ん
だ
の
は
自
作
の
和
歌
で
は
な
く
、『
万
葉
集
』

の
和
歌
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
人
々
は
笑
い
、
宰
相
が
思
い
を
寄
せ
る
若
狭
に
は
「
そ

は
古
こ
と
に
こ
そ
侍
れ
、
み
づ
か
ら
の
御
口
つ
き
こ
そ
ゆ
か
し
け
れ
。
ま
が
〳
〵
し
う
も
思
ひ
よ

り
給
ふ
に
、
さ
ら
ば
今
日
の
御
文
も
、
み
づ
か
ら
の
御
し
わ
ざ
に
は
あ
ら
ざ
り
け
り
な
、
古
言
に

て
こ
そ
あ
ら
め
」
と
、
宰
相
の
詠
ん
だ
和
歌
が
「
古
言
」
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
、「
文
作
り
」

で
の
漢
詩
も
「
古
言
」
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
言
わ
れ
て
し
ま
う
。
宰
相
は
「
い
で
あ
ら
ず
、

其
文
は
ま
こ
と
み
づ
か
ら
つ
か
ふ
ま
つ
れ
る
也
。
家
の
風
の
吹
伝
へ
侍
れ
ば
、
少
し
く
心
え
て
侍

れ
ど
、
大
和
う
た
は
人
に
も
お
く
れ
た
る
や
う
に
て
、
た
ち
ま
ち
に
は
め
づ
ら
し
げ
な
る
も
、
出

来
が
た
け
れ
ば
な
ん
、
心
に
う
か
み
侍
る
ま
ゝ
に
、
ふ
る
言
を
も
も
の
し
侍
る
也
」
と
、
漢
詩
は

自
作
で
あ
る
こ
と
を
主
張
す
る
と
と
も
に
「
古
言
」
の
和
歌
を
詠
ん
だ
言
訳
も
す
る
が
、
ま
た
も

若
狭
に
「
こ
ゝ
ら
給
は
せ
つ
る
御
文
に
き
こ
え
給
ひ
し
言
の
葉
は
、
其
折
〳
〵
人
に
や
あ
つ
ら
へ

つ
け
給
へ
る
」
と
、
宰
相
は
人
々
に
作
ら
せ
て
い
る
の
だ
と
言
わ
れ
る
。
宰
相
は
こ
の
よ
う
に
、

批
判
を
浴
び
て
嘲
笑
さ
れ
る
人
物
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
漢
詩
が
詠
め
た
女
性
、

麗
女
の
、「
唐
土
の
ふ
み
の
深
き
心
を
も
さ
と
ら
で
」
と
女
を
揶
揄
す
る
発
言
へ
の
反
感
が
込
め
ら

れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
宰
相
と
い
う
登
場
人
物
を
通
し
て
麗
女
の
内

面
を
吐
露
し
、
女
性
で
も
漢
詩
が
詠
め
る
と
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

一
方
で
、
麗
女
に
は
も
ち
ろ
ん
、
物
語
作
者
と
し
て
の
自
負
も
あ
っ
た
。
特
に
麗
女
は
平
安
文

学
を
研
究
し
、
平
安
時
代
を
舞
台
と
し
た
物
語
を
書
い
て
い
た
た
め
、
女
性
が
漢
詩
を
書
く
こ
と

を
表
に
出
さ
な
い
と
い
う
美
徳
も
持
っ
て
い
た
に
違
い
な
い
。
紫
式
部
は
『
紫
式
部
日
記
』（

19
）

で
、

「
一
と
い
ふ
文
字
を
だ
に
書
き
わ
た
し
は
べ
ら
ず
」
や
「
御
屏
風
の
上
に
書
き
た
る
こ
と
を
だ
に

読
ま
ぬ
顔
を
し
は
べ
り
し
」
な
ど
と
綴
り
、
漢
字
を
書
い
た
り
漢
詩
文
を
読
ん
だ
り
で
き
る
こ
と

を
人
前
で
は
出
さ
な
か
っ
た
こ
と
を
表
し
て
い
る
が
、
麗
女
も
そ
れ
に
倣
っ
て
、
漢
詩
が
詠
め
る

と
い
う
こ
と
を
人
前
で
は
表
さ
な
い
よ
う
に
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
麗
女
作
の
歴
史
物
語

『
池
の
藻
屑
』
が
、
紫
式
部
が
『
源
氏
物
語
』
を
書
い
た
よ
う
に
石
山
寺
で
書
い
た
設
定
と
な
っ

て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
見
て
も
、
麗
女
は
紫
式
部
の
影
響
を
大
き
く
受
け
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
麗
女
は
、
漢
詩
が
詠
め
る
こ
と
を
自
負
し
て
い
る
一
方
で
、
自
身
が
女
性
で
あ
る

ゆ
え
に
漢
詩
が
詠
め
る
こ
と
を
隠
そ
う
と
も
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
麗
女
の
漢
詩
の
扱
い
方
は
著

作
や
書
簡
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
書
簡
の
文
体
を
自
在
に
変
え
て
い
る
の
と
同
様

に
、
読
者
や
目
的
に
よ
っ
て
変
え
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。『
後
午
の
日
記
』
も
、
そ
の
よ
う
な
対
読

者
意
識
に
よ
っ
て
、
漢
詩
を
全
て
削
除
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

四

『
後
午
の
日
記
』
の
改
稿
の
傾
向

『
初
午
の
日
記
』
と
『
後
午
の
日
記
』
で
の
漢
詩
の
扱
わ
れ
方
の
違
い
は
、
両
書
の
執
筆
意
図

が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。こ
こ
で
は
ま
ず
、『
後
午
の
日
記
』

の
漢
詩
以
外
の
改
訂
も
分
析
し
、『
後
午
の
日
記
』
の
改
稿
の
過
程
を
詳
細
に
考
察
す
る
こ
と
で
、
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（学術論文） 

『
初
午
の
日
記
』
と
の
違
い
を
よ
り
明
確
に
し
て
お
き
た
い
。

二
月
十
七
日
の
記
述
は
、
次
の
よ
う
に
改
訂
さ
れ
て
い
る
。

十
七
日
、
鈴
鹿
山
に
か
ゝ
れ
ば
梅
さ
か
り
な
り
。
一
と
せ
か
ゝ
る
あ
り
き
し
侍
る
折
も
、
此

花
の
咲
て
あ
り
し
を
思
ひ
出
て
、

梅
が
ゝ
に
又
あ
く
が
る
ゝ
旅
衣
む
か
し
に
か
へ
す
袖
の
春
風

山
の
ぼ
り
は
て
ゝ
か
へ
り
み
れ
ば
、
故
郷
は
幾
重
の
雲
の
遠
方
に
思
ひ
な
さ
る
ゝ
に
、
日
の

さ
や
か
に
さ
し
来
る
を
、
月
な
ら
ね
ど
、
榊
葉
分
る
影
に
や
と
お
ぼ
え
て
、

榊
葉
の
日
や
ふ
る
さ
と
の
春
の
色

道
は
木
の
間
を
分
て
、い
み
じ
う
さ
か
し
く
登
り
煩
ふ
ば
か
り
な
り
。花
の
木
な
ど
も
な
く
、

常
盤
木
の
み
陰
深
き
中
に
、
鶯
の
う
ち
鳴
た
る
、
殊
に
め
づ
ら
し
く
、
誠
に
春
を
告
る
声
な

め
り
と
聞
て
、

鶯

数
里
山
開
路

縈
廻
老
樹
中

黄
鳥
迎
白
日

青
靄
漏
春
風

こ
ゝ
な
る
坂
は
、
い
つ
も
越
わ
ぶ
る
事
に
て
な
ん
、
行
な
や
み
侍
る
。

夕
つ
か
た
は
雨
す
こ
し
そ
ゝ
ぎ
出
た
り
し
。
け
ふ
は
石
部
と
い
ふ
里
に
と
ま
り
ぬ
。
此
わ
た

り
は
た
び
〳
〵
め
な
れ
し
所
と
お
も
ふ
に
、
さ
の
み
め
づ
ら
し
き
事
も
な
く
な
ん
。

墨
書
で
漢
詩
中
の
「
鳥
」
が
「
鶯
」
に
直
さ
れ
て
い
る
が
、
青
書
で
そ
の
漢
詩
は
削
除
さ
れ
、
和

文
も
短
く
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
鶯
が
鳴
く
の
を
聞
い
た
こ
と
を
記
し
た
和
文
と
漢
詩
は
完
全
に

削
除
さ
れ
、「
登
り
煩
ふ
」
と
い
う
道
中
の
苦
は
、「
い
つ
も
越
わ
ぶ
る
」
と
い
う
表
現
に
変
わ
っ

て
い
る
。
ま
ず
、
鶯
に
つ
い
て
は
、
二
月
十
九
日
の
記
述
と
と
も
に
考
え
た
い
。

十
九
日
、
け
ふ
は
京
に
行
と
て
、
道
は
山
中
越
と
か
や
、
昔
の
志
賀
の
山
越
に
は
あ
ら
ね
ど
、

志
賀
の
里
を
梺
に
て
登
る
め
れ
ば
、
是
も
又
、
其
山
越
に
な
ぞ
へ
つ
べ
く
ぞ
お
ぼ
ゆ
る
。
山

は
さ
の
み
さ
か
し
く
も
あ
ら
ず
。
賎
が
屋
は
軒
端
ご
と
に
梅
さ
き
た
る
、
や
さ
し
う
心
あ
り

て
な
ん
。
鶯
さ
そ
ふ
な
ど
も
お
ぼ
ゆ
れ
ば
、

今
も
又
花
の
し
る
べ
の
春
風
に
む
め
が
ゝ
と
む
る
志
賀
の
山
越

ゆ
く
さ
き
の
山
路
に
も
、
所
々
に
咲
匂
ひ
た
り
。
菫
な
ど
も
あ
れ
ど
、
ま
だ
つ
と
め
て
の
程

に
て
、
旅
ね
す
べ
く
も
あ
ら
ず
。

梅
か
ら
鶯
を
連
想
し
て
「
鶯
さ
そ
ふ
」
と
い
い
、
和
歌
を
詠
ん
で
い
る
。「
鶯
さ
そ
ふ
」
は
『
古
今

和
歌
集
』
な
ど
に
所
収
さ
れ
る
紀
友
則
の
和
歌
「
花
の
か
を
風
の
た
よ
り
に
た
ぐ
へ
て
ぞ
鶯
さ
そ

ふ
し
る
べ
に
は
や
る
」（『
国
歌
大
観
』）
に
拠
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
ま
だ
姿
を
見
せ
な
い
鶯
を

誘
い
出
す
と
い
う
趣
向
で
あ
る
た
め
、
こ
れ
よ
り
前
の
二
月
十
七
日
に
「
鶯
の
う
ち
鳴
た
る
…
」

と
い
う
表
現
が
あ
る
と
、「
鶯
さ
そ
ふ
」
の
趣
向
と
合
わ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
麗
女
は
「
鶯
さ
そ

ふ
」
と
い
う
表
現
を
採
用
し
、
そ
の
た
め
に
二
月
十
七
日
の
鶯
の
記
述
は
削
除
し
た
も
の
と
み
え

る
。
次
に
、「
い
つ
も
越
わ
ぶ
る
」
と
い
う
表
現
へ
の
変
更
に
つ
い
て
は
、
点
線
部
の
通
り
、「
一

と
せ
か
ゝ
る
あ
り
き
し
侍
る
折
」
の
こ
と
を
思
い
出
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
こ
れ
は
『
初

午
の
日
記
』
の
旅
の
こ
と
を
表
す
の
で
あ
ろ
う
。『
初
午
の
日
記
』
で
の
鈴
鹿
山
の
記
述
は
、
次
の

通
り
で
あ
る
。

す
ゞ
か
山
に
い
た
れ
ば
、
梅
の
花
さ
か
り
な
り
。
故
郷
に
て
も
ま
だ
見
ざ
り
し
か
ば
、
こ
と

に
め
づ
ら
し
う
、
過
し
が
た
く
て
、
似
げ
な
き
古
言
さ
へ
思
ひ
出
る
ま
ゝ
に
、

い
に
し
へ
の
花
の
跡
と
て
こ
れ
も
ま
た
ふ
り
す
て
が
た
き
梅
の
下
か
げ

遙
に
分
の
ぼ
る
道
い
と
さ
か
し
う
、
き
の
ふ
の
雨
の
う
る
ひ
残
り
、
巌
な
め
ら
か
に
、
空
も

は
た
く
も
ら
は
し
う
日
か
げ
も
見
え
ず
。
た
れ
も
〳
〵
苦
し
げ
に
休
ら
ひ
が
ち
な
り
。
ゆ
き

ぶ
り
の
口
ず
さ
み
に
、「
是
や
鈴
鹿
の
」
と
、
お
な
じ
こ
と
く
り
か
へ
し
て
た
は
ぶ
れ
に
、

行
な
や
む
道
の
ぬ
か
り
は
旅
人
の
え
も
過
や
ら
ぬ
関
に
ぞ
あ
り
け
る

『
初
午
の
日
記
』
の
鈴
鹿
山
の
記
述
は
二
月
十
一
日
で
あ
り
、
点
線
部
の
よ
う
に
、
確
か
に
『
初

午
の
日
記
』
で
も
梅
の
花
が
「
さ
か
り
」
で
あ
る
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
後
も
見
て

い
く
と
、
波
線
部
の
通
り
、
道
中
の
苦
が
詳
し
く
綴
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
梅
の
花
だ
け
で

な
く
、
旅
の
苦
を
嘆
く
表
現
も
『
初
午
の
日
記
』
に
あ
る
。『
後
午
の
日
記
』
の
旅
の
「
鈴
鹿
山
」

で
は
、『
初
午
の
日
記
』
の
旅
で
の
「
す
ゞ
か
山
」
の
こ
と
が
念
頭
に
あ
っ
た
た
め
、
道
中
の
苦
は

「
い
つ
も
」
と
し
、
同
じ
場
所
で
の
類
似
し
た
描
写
は
繰
り
返
し
書
か
ず
、
簡
潔
に
ま
と
め
た
の

で
あ
ろ
う
。
一
方
で
、
大
幅
な
加
筆
も
あ
る
。
青
で
書
入
が
あ
る
三
月
五
日
の
龍
田
で
の
記
述
を

見
て
い
き
た
い
。

山
越
は
て
ゝ
、
奈
良
に
行
て
ん
と
し
つ
る
を
、
俄
に
龍
田
の
方
の
ゆ
か
し
け
れ
ば
、
さ
ら
ば

な
ど
い
ひ
か
は
し
て
、
し
る
べ
な
る
人
も
と
め
出
つ
ゝ
、
又
山
伝
ひ
に
た
ど
り
ゆ
く
め
り
。

道
い
と
は
る
か
な
る
こ
ゝ
ち
す
。

の
程
に
其
近
き
村
々
の
無
常
所
あ
る
に
、
鳥
井
の
立
た
る
ぞ
い
と
あ
や
し
か
り
け
る
。
六
体

の
地
蔵
尊
こ
ゝ
か
し
こ
に
な
み
立
給
へ
り
。
野
越
山
こ
え
な
ど
い
ふ
ば
か
り
、
い
み
じ
う
遠

き
心
地
し
け
る
。
か
ら
う
じ
て
大
路
に
や
と
覚
る
所
に
出
れ
ば
、
ゆ
き
か
ふ
人
も
あ
り
。

立
田
河
は
橋
あ
り
て
わ
た
る
な
り
け
り
。

旅
人
の
ひ
ま
な
く
渡
る
川
橋
は
か
ゝ
る
か
す
み
も
中
や
絶
な
ん

往
年
詣
し
所
な
れ
ど
、
い
と
久
し
か
り
し
か
ば
、
更
に
お
ぼ
ゆ
る
事
な
く
、
う
ゐ
〳
〵
し
く

な
ん
。
宮
居
も
い
と
神
々
し
き
さ
ま
也
。
殊
更
に
秋
の
色
を
愛
給
ふ
神
に
や
と
は
し
れ
ど
、

春
の
け
し
き
の
め
づ
ら
し
き
を
、
遥
に
あ
ふ
ぎ
て
、

打
霞
む
こ
の
め
も
春
の
こ
ず
ゑ
よ
り
い
ろ
そ
ふ
秋
や
か
け
て
待
ら
ん

改
訂
前
に
「
い
と
は
る
か
な
る
こ
ゝ
ち
す
」
と
あ
っ
た
が
、
改
訂
後
に
は
「
い
み
じ
う
遠
き
心
地

し
け
る
」
と
あ
り
、
山
伝
い
に
歩
き
、
先
が
遠
く
感
じ
ら
れ
た
気
持
ち
が
表
れ
て
い
る
こ
と
に
変

わ
り
は
な
い
。
し
か
し
、
改
訂
後
は
そ
の
道
中
の
様
子
が
詳
し
く
描
か
れ
、
改
訂
前
に
比
べ
て
か

な
り
紙
面
を
割
く
結
果
と
な
っ
て
い
る
。
麗
女
は
、
道
中
で
見
た
、
無
常
所
に
鳥
居
が
あ
る
と
い
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う
「
い
と
あ
や
し
か
り
け
る
」
さ
ま
を
ど
う
し
て
も
記
し
て
お
き
た
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ

に
つ
い
て
は
、
本
居
宣
長
の
『
菅
笠
日
記
』（

20
）

を
参
照
し
た
い
。『
菅
笠
日
記
』
は
『
後
午
の
日

記
』
の
十
年
前
の
明
和
九
（
一
七
七
二
）
年
に
大
和
を
旅
し
た
こ
と
を
著
し
て
い
る
が
、
天
香
山

へ
向
か
っ
て
い
る
時
、
吉
備
村
で
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

村
の
中
道
の
傍
ら
に
、
塚
あ
り
て
、
五
輪
の
石
立
て
る
は
、
吉
備
大
臣
の
墓
と
ぞ
言
ふ
。
石

は
古
く
も
見
え
ず
。
又
死
人
を
焼
く
所
と
て
あ
る
に
、
鳥
居
の
立
て
る
が
怪
し
く
て
問
へ
ば
、

「
此
国
は
な
べ
て
然
な
り
」
と
言
へ
り
。

麗
女
と
同
時
代
を
生
き
た
伊
勢
松
坂
の
宣
長
も
、
火
葬
場
に
鳥
居
が
あ
る
こ
と
を
「
怪
し
」
と
思

い
、
そ
の
こ
と
を
書
き
留
め
て
い
る
。
大
和
国
で
は
、
火
葬
場
に
鳥
居
が
あ
る
の
は
一
般
的
だ
っ

た
よ
う
で
あ
る
が
、
伊
勢
の
習
慣
か
ら
す
る
と
奇
怪
な
こ
と
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
『
後

午
の
日
記
』
で
は
、
漢
詩
以
外
に
も
大
幅
な
加
筆
や
削
除
が
あ
る
が
、
特
に
「
い
つ
も
」
の
こ
と

で
は
な
く
、
麗
女
が
見
た
珍
し
い
光
景
な
ど
の
描
写
に
紙
面
を
割
く
よ
う
に
改
訂
さ
れ
て
い
る
。

鶯
の
記
述
の
改
訂
も
踏
ま
え
る
と
、『
後
午
の
日
記
』
は
、
そ
の
日
ご
と
の
断
片
的
な
記
録
に
と
ど

ま
ら
ず
、
一
つ
の
作
品
と
し
て
、
全
体
の
構
成
や
趣
向
も
考
え
ら
れ
た
上
で
改
訂
さ
れ
て
い
た
と

い
う
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

改
稿
に
あ
た
っ
て
、
次
の
よ
う
な
表
現
の
変
更
も
あ
る
。

廿
三
日
、
朝
気
の
空
は
霞
も
か
ゝ
ら
ず
、
山
々
は
望
も
こ
よ
な
し
。

い
と
あ
た
ゝ
か
げ
に
て
、
篠
分
る
袖
も
か
ろ
ら
か
也
。

韶
景
驚
人
松
樹
吟

好
風
吹
尽
弁
山
岑

眼
中
恰
似
丹
青
妙

遠
近
分
明
緑
浅
深

三
草
に
行
道
は
、
は
る
か
な
る
岡
を
越
る
な
り
け
り
。
日
も
う
ら
ゝ
か
な
れ
ば
、
山
々
な
ど

見
渡
し
て
、

道
遠
し
越
る
山
は
た
八
重
霞

誠
に
故
郷
遠
く
も
来
に
け
り
と
思
ふ
に
、
何
と
な
う
心
ぼ
そ
し
。

と
は
ば
や
と
お
も
ひ
た
ゝ
ず
ば
春
霞
か
さ
な
る
山
を
い
か
で
越
ま
し

心
ざ
し
の
所
に
い
た
れ
ば

八
重
た
つ
山
の
栖
め
き
て
、
尋
ね
よ
り
に
し
所
は
も
と
よ
り
し
れ
る
人
々
に
て
、
殊
に
む
つ

ま
し
う
、
頼
も
し
げ
な
れ
ば
、
る
物
か
ら
、
心
も
を
か
ず
う
ち
と
け
て
、
旅
こ
ゝ
ち
も
の
ど

む
る
や
う
な
り
。

こ
れ
は
竹
原
か
ら
三
草
に
着
く
ま
で
が
記
さ
れ
た
二
月
二
十
三
日
の
記
述
で
あ
る
が
、
青
書
で
改

訂
が
示
さ
れ
、「
篠
分
る
袖
」
と
い
う
表
現
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
表
現
は
、『
伊
勢
物
語
』（

21
）

二
五
段
「
逢
は
で
寝
る
夜
」
が
関
係
す
る
。

あ
は
じ
と
も
い
は
ざ
り
け
る
女
の
、
さ
す
が
な
り
け
る
が
も
と
に
、
い
ひ
や
り
け
る
。

秋
の
野
に
さ
さ
わ
け
し
朝
の
袖
よ
り
も
あ
は
で
寝
る
夜
ぞ
ひ
ち
ま
さ
り
け
る

色
好
み
な
る
女
、
返
し
、

み
る
め
な
き
わ
が
身
を
う
ら
と
し
ら
ね
ば
や
離
れ
な
で
海
人
の
足
た
ゆ
く
来
る

「
篠
分
る
袖
」
は
、『
伊
勢
物
語
』
の
「
さ
さ
わ
け
し
朝
の
袖
」
に
拠
っ
た
表
現
で
あ
る
。
ま
た
、

同
様
に
青
書
で
「
心
ざ
し
の
所
に
い
た
れ
ば
」
が
「
八
重
た
つ
山
の
栖
め
き
て
、
尋
ね
よ
り
に
し

所
は
」
と
も
変
更
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、『
源
氏
物
語
』（

22
）

浮
舟
巻
を
参
照
し
た
い
。

君
は
、
け
し
か
ら
ぬ
こ
と
ど
も
の
出
で
来
て
、
人
笑
へ
な
ら
ば
、
誰
も
誰
も
い
か
に
思
は
ん
、

あ
や
に
く
に
の
た
ま
ふ
人
、
は
た
、
八
重
た
つ
山
に
籠
る
と
も
か
な
ら
ず
た
づ
ね
て
、
我
も

人
も
い
た
づ
ら
に
な
り
ぬ
べ
し

「
君
」（
浮
舟
）
が
悩
ん
で
い
る
さ
ま
が
描
か
れ
る
中
で
、「
八
重
た
つ
山
に
籠
る
と
も
」
と
あ
る
。

麗
女
は
、
こ
の
よ
う
な
、
古
典
に
あ
る
「
八
重
た
つ
山
」
を
意
識
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
つ
ま

り
、
改
訂
で
新
た
に
、
技
巧
的
に
古
典
を
踏
ま
え
た
表
現
が
加
わ
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
次
の
二

月
二
十
九
日
の
よ
う
な
例
も
あ
る
。

沖
村
よ
り
送
の
人
々
か
へ
し
て
ん
と
す
れ
ど
、
ゆ
く
さ
き
の
案
内
も
お
ぼ
つ
か
な
き
を
、
爰

に
は
送
ら
ん
人
有
が
た
け
れ
ば
、
兵
庫
ま
で
と
て
聞
も
入
れ
ず
。
し
ゐ
て
も
え
い
ひ
か
へ
さ

ず
、
は
た
雨
の
ふ
り
お
ち
ぬ
る
さ
へ
せ
ん
か
た
な
く
て
、
い
つ
し
か
と

道
さ
へ
い
そ
が
れ
た

り
。
さ
は
い
へ
ど
、
山
水
の
け
し
き
は
又
さ
ま
こ
と
に
め
づ
ら
し
う
見
渡
し
て
、

深
誇
山
水
賞

遊
思
託
萍
蘋

朝
任
澗
流
誘

暮
臨
古
渡
浜

山
路
合
は
雨
を
か
け
て
霞
も
い
と
ふ
か
く
て
、
行
む
か
た
も
見
え
ず
。

里
い
づ
こ
山
に
立
そ
ふ
雲
霞

か
ゝ
る
折
は
、
松
の
み
た
の
も
し
き
陰
に
て
、

松
ふ
か
し
春
の
緑
も
百
重
山

所
々
の
谷
川
は
石
橋
渡
る
も
い
と
あ
や
う
く
て
、

春
雨
に
水
さ
へ
越
て
歩
人
の
渡
れ
ば
ぬ
る
ゝ
谷
の
岩
橋

こ
れ
も
青
書
で
示
さ
れ
た
改
訂
で
あ
る
が
、
和
歌
に
注
目
し
て
み
る
と
、『
伊
勢
物
語
』
六
九
段
「
狩

の
使
」
の
「
か
ち
人
の
渡
れ
ど
濡
れ
ぬ
え
に
し
あ
れ
ば
」
を
踏
ま
え
た
表
現
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

『
後
午
の
日
記
』
の
改
訂
で
は
全
体
的
に
、
古
典
に
拠
っ
た
表
現
が
加
え
ら
れ
て
い
る
傾
向
に
あ

る
が
、
こ
こ
で
は
古
典
を
踏
ま
え
た
和
歌
が
削
除
さ
れ
て
い
る
。
漢
詩
で
は
な
く
和
歌
を
削
除
し

て
い
る
例
も
こ
の
記
述
の
み
で
あ
り
、
変
則
的
な
改
訂
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
な
ぜ
、
こ
の
和
歌

は
削
除
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
和
歌
を
詳
し
く
見
て
い
く
と
、『
伊
勢
物
語
』
で
は
「
濡
れ
ぬ
」

と
詠
ま
れ
て
い
る
の
に
対
し
、『
後
午
の
日
記
』
で
は
そ
れ
を
踏
ま
え
て
「
ぬ
る
ゝ
」
と
し
て
詠
ん

で
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
直
前
に
「
石
橋
渡
る
も
い
と
あ
や
う
く
て
」
と
道
の
悪
さ
を
綴
っ
て
い

る
が
、
和
歌
で
も
道
中
の
苦
を
嘆
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
古
典
に
拠
っ
た
表
現
で
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、悪
路
を
詠
ん
で
い
る
こ
と
に
よ
り
削
除
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

『
後
午
の
日
記
』
の
改
稿
で
は
、
漢
詩
の
削
除
の
他
に
、
旅
で
の
苦
を
嘆
く
表
現
の
改
訂
も
顕
著

と
な
っ
て
い
る
。
三
月
十
日
、
波
多
か
ら
松
坂
ま
で
の
記
述
に
も
注
目
し
た
い
。
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よ
し
や
ぬ
れ
〳
〵
も
松
坂
に
ま
で
行
て
ん
、
爰
に
滞
ら
ん
は
い
と
ふ
び
ん
な
り
と
い
ひ
か
は

し
て
、
れ
い
な
ら
ず
遅
く
宿
を
出
け
る
に
、
雨
は
や
う
〳
〵
ひ
ま
あ
り
て
、
風
も
音
霞
た
り

し
、
い
つ
し
か
と
日
さ
へ
は
れ
〴
〵
し
く
て
、
今
朝
の
雨
雲
は
跡
も
な
く
、
余
所
に
う
つ
り

ゆ
き
け
る
に
、
か
ぎ
り
な
う
う
れ
し
く
う
し
ろ
や
す
く
て
、
い
そ
ぐ
と
す
れ
ど
、
雨
の
余
波

の
あ
る
道
の
ぬ
か
り
は
堪
べ
く
も
あ
ら
で
、
え
も
行
や
ら
ね
ど
、

し
ゐ
て
心
を
お
こ
し
て
と
き
足
を
出
す
ば
か
り
な
れ
ば
、

故
郷
の
ち
か
う
な
り
ぬ
る
に
、
心
も
つ
よ
〴
〵
し
う
な
り
て
、
時
の
間
に
松
坂
に
つ
き
た
り
。

「
し
ゐ
て
…
」
が
「
故
郷
の
…
」
に
改
訂
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
こ
の
部
分
の
み
墨
書
で
示

さ
れ
て
い
る
。
削
除
さ
れ
た
表
現
の
中
に
「
と
き
足
を
出
す
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
に
類
似
す
る
表

現
は
、『
う
つ
ほ
物
語
』（

23
）

に
あ
る
。

こ
の
木
の
あ
ら
む
と
こ
ろ
尋
ね
て
、
い
か
で
琴
一
つ
造
る
ば
か
り
得
む
、
と
思
ひ
て
、
俊
蔭
、

三
人
の
人
に
い
と
ま
を
乞
ひ
て
、
斧
の
声
の
聞
こ
ゆ
る
方
に
、
疾
き
足
を
い
た
し
て
、
強
き

力
を
は
げ
み
て
、
海
河
峰
谷
を
越
え
て
、
そ
の
年
暮
れ
ぬ
。
ま
た
明
く
る
年
も
暮
れ
ぬ
。

こ
れ
は
俊
蔭
巻
で
あ
る
が
、春
日
詣
巻
で
も「
こ
の
御
前
に
遊
ば
す
御
琴
の
音
す
る
方
に
向
き
て
、

疾
き
足
を
い
た
し
て
走
る
」
と
あ
る
。「
疾
き
足
を
い
た
す
」
は
、
琴
の
た
め
に
急
ぐ
場
合
に
用
い

ら
れ
る
『
う
つ
ほ
物
語
』
の
特
徴
的
な
表
現
で
あ
る
。
麗
女
は
改
訂
前
、『
う
つ
ほ
物
語
』
に
拠
っ

て
、
悪
路
を
歩
い
て
い
る
時
の
状
況
を
「
し
ゐ
て
心
を
お
こ
し
て
と
き
足
を
出
す
ば
か
り
」
と
綴

っ
て
い
た
。「
し
ゐ
て
心
を
お
こ
し
て
」
と
い
う
表
現
に
よ
っ
て
、
道
中
の
苦
が
よ
り
強
調
さ
れ
て

い
た
が
、「
故
郷
の
ち
か
う
な
り
ぬ
る
に
、
心
も
つ
よ
〴
〵
し
う
な
り
て
」
と
心
境
の
変
化
を
表
す

こ
と
に
よ
っ
て
、
前
向
き
な
印
象
を
与
え
る
描
写
に
変
わ
っ
て
い
る
。
や
は
り
、
古
典
に
拠
る
表

現
は
、
積
極
的
に
追
加
さ
れ
て
い
る
箇
所
も
あ
る
一
方
、
旅
の
苦
を
嘆
く
表
現
と
関
わ
る
場
合
に

は
削
除
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
。

以
上
よ
り
、『
後
午
の
日
記
』
で
は
、
全
体
の
構
成
や
趣
向
も
考
え
ら
れ
た
上
で
の
表
現
や
内
容

の
改
訂
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。『
初
午
の
日
記
』
よ
り
も
念
入
り
な
改
稿
で
あ
り
、
そ
れ
は

細
部
に
も
表
れ
て
い
る
。
感
動
を
表
す
表
現
に
注
目
す
る
と
、
『
初
午
の
日
記
』
で
は
「
け
う
あ

り
」
「
お
も
し
ろ
し
」
「
う
れ
し
」
と
い
っ
た
、
当
座
の
率
直
な
感
想
が
多
く
、
連
続
し
て
い
る

箇
所
さ
え
あ
る
。
例
え
ば
、
三
月
十
五
日
の
記
述
で
あ
る
。

入
江
を
こ
ぎ
め
ぐ
り
、
和
歌
の
浦
に
よ
せ
て
下
つ
ゝ
、
玉
津
島
に
詣
る
道
は
、
渚
を
つ
た
ひ

て
、
妹
背
山
と
か
い
へ
る
わ
た
り
の
、
岩
の
姿
い
ひ
し
ら
ず
お
も
し
ろ
く
、
世
に
め
づ
ら
し

き
さ
ま
な
り
。
宮
居
は
し
も
殊
更
に
め
で
た
う
、
御
跡
た
れ
ま
し
ゝ
神
代
を
は
る
か
に
仰
ぎ

て
、
す
ゞ
ろ
は
し
き
涙
も
と
ゞ
ま
ら
ず
。
か
う
瑞
籬
の
わ
た
り
、
さ
だ
か
に
拝
み
奉
る
事
も
、

ひ
と
へ
に
お
ほ
ん
恵
み
の
浅
か
ら
ぬ
に
思
ひ
な
し
て
、色
な
き
言
の
葉
は
中
々
か
し
こ
く
て
、

手
向
な
ど
思
ひ
も
か
け
ず
、
た
ゞ
所
の
お
も
し
ろ
き
な
ん
、
過
し
が
た
く
て

明
ら
か
に
「
お
も
し
ろ
し
」
が
続
い
て
い
る
。
一
方
『
後
午
の
日
記
』
で
は
、
二
月
二
十
七
日
の

記
述
で
次
の
よ
う
に
改
訂
さ
れ
て
い
る
。

廿
七
日
、
其
わ
た
り
な
る
一
の
瀬
と
て
、
三
草
の
川
の
お
な
じ
流
に
て
、
水
草
の
こ
と
に
お

も
し
ろ
き
所
な
り
し
、
人
々
に
い
ざ
な
は
れ
て
、
逍
遥
な
ど
い
と
け
う
あ
り
。
し
ば
し
酒
た

う
べ
て
、
所
の
お
も
し
ろ
き
す
ぐ
れ
た
る
を
も
て
は
や
し
侍
り
て

青
書
で
「
お
も
し
ろ
き
」
が
「
す
ぐ
れ
た
る
」
に
変
え
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
す
ぐ
近
く
に
「
お

も
し
ろ
き
所
」
と
あ
る
た
め
で
あ
ろ
う
。
『
後
午
の
日
記
』
で
は
『
初
午
の
日
記
』
と
は
異
な
り
、

語
彙
の
単
位
ま
で
の
推
敲
が
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

五

『
初
午
の
日
記
』『
後
午
の
日
記
』
の
執
筆
意
図

『
後
午
の
日
記
』
の
最
後
に
は
「
一
年
の
あ
り
き
は
二
月
初
の
午
の
日
旅
立
に
し
か
ば
、
其
折

の
事
か
き
付
し
を
ば
「
初
午
の
日
記
」
と
か
人
い
ふ
め
れ
ば
、
こ
れ
は
後
の
午
の
日
よ
り
な
れ
ば

「
後
午
の
日
記
」
と
い
は
ん
も
、
こ
と
〴
〵
し
き
や
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
前
回
の
旅
の
紀
行
文

が
『
初
午
の
日
記
』
で
あ
る
こ
と
に
ち
な
ん
で
『
後
午
の
日
記
』
と
称
し
た
こ
と
が
う
か
が
え
、

『
初
午
の
日
記
』
と
『
後
午
の
日
記
』
は
対
に
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
両
書
に
は
五
年
の
隔
た
り

が
あ
る
た
め
、
様
々
な
点
で
違
い
が
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
雲
岡
氏

（

24
）

に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ

て
い
る
が
、
小
論
で
は
改
稿
の
過
程
を
分
析
し
た
こ
と
に
よ
り
、
改
稿
の
仕
方
や
漢
詩
の
扱
い
方

に
も
違
い
が
あ
る
こ
と
が
明
確
に
な
っ
た
。
両
書
の
相
違
点
を
踏
ま
え
、
執
筆
意
図
を
明
ら
か
に

し
て
い
き
た
い
。

『
後
午
の
日
記
』
で
は
、
全
体
の
構
成
や
一
つ
一
つ
の
表
現
に
こ
だ
わ
っ
た
、
緻
密
な
改
訂
が

あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
旅
の
記
録
に
と
ど
ま
ら
ず
、
文
学
性
の
高
い
作
品
と
し
て
仕
上
げ
よ
う
と
し

て
い
た
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
次
の
二
点
か
ら
裏
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
ず
、
本
の
大

き
さ
で
あ
る
。『
後
午
の
日
記
』
は
縦
二
三
・
〇×

横
一
六
・
三
（
㎝
）
で
、
半
紙
本
の
大
き
さ

で
あ
る
が
、『
初
午
の
日
記
』
は
縦
一
九
・
五×

横
一
三
・
六
（
㎝
）
で
、
中
本
の
大
き
さ
で
あ

る
。
麗
女
の
著
作
は
版
本
に
は
な
っ
て
い
な
い
が
、
擬
古
物
語
の
家
雅
筆
本
は
縦
二
三
㎝
、
横
一

六
㎝
前
後
で
あ
る
た
め

（

25
）

、
意
図
的
に
半
紙
本
の
大
き
さ
に
統
一
し
た
と
み
え
、『
初
午
の
日
記
』

『
後
午
の
日
記
』
の
大
き
さ
の
違
い
も
意
図
的
で
あ
ろ
う
。
同
じ
紀
行
文
で
、
書
名
と
し
て
も
対

に
な
る
著
作
で
も
大
き
さ
が
異
な
っ
て
お
り
、
両
書
に
は
明
確
な
意
識
の
違
い
が
あ
っ
た
と
推
定

で
き
る
。『
後
午
の
日
記
』
は
物
語
な
ど
と
同
様
の
扱
い
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
次
に
文

体
で
あ
る
。
『
後
午
の
日
記
』
で
は
二
月
十
五
日
の
「
く
ら
う
あ
の
ゝ
津
に
来
つ
き
て
舎
を
と
り

侍
る
」
の
よ
う
な
丁
寧
語
の
「
侍
り
」
が
文
章
全
体
に
わ
た
っ
て
二
十
例
以
上
あ
り
、
意
識
的
に

用
い
ら
れ
て
い
る
と
み
え
る
。
そ
れ
に
対
し
て
『
初
午
の
日
記
』
で
は
、
二
月
九
日
の
「
安
永
六

は
し
ら
に
あ
た
れ
る
春
、
都
の
方
に
思
ひ
立
侍
り
ぬ
る
事
は
」
と
、
二
月
十
一
日
の
「
今
日
は
土

山
と
い
へ
る
所
に
宿
と
ひ
侍
る
」
と
い
う
、
文
章
前
半
の
二
例
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
先
行
す
る
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物
語
の
会
話
文
や
、
日
記
、
紀
行
文
に
お
い
て
「
侍
り
」
は
よ
く
使
わ
れ
て
い
る
た
め
、『
後
午
の

日
記
』
で
は
そ
れ
を
意
識
し
て
「
侍
り
」
を
用
い
た
文
体
で
書
こ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、『
後
午
の
日
記
』
は
物
語
と
同
様
の
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
た
の
だ
と
す
る
と
、『
初

午
の
日
記
』
と
『
後
午
の
日
記
』
と
で
漢
詩
の
扱
い
方
が
違
う
こ
と
も
合
理
的
で
あ
る
。『
後
午
の

日
記
』
は
文
学
作
品
と
し
て
の
意
識
が
強
か
っ
た
た
め
、
麗
女
は
紫
式
部
と
同
様
に
、
漢
詩
が
詠

め
る
こ
と
を
表
に
出
さ
な
い
よ
う
、
漢
詩
を
削
除
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
一
方
、『
初
午
の
日

記
』
は
、
書
物
の
大
き
さ
に
象
徴
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
案
内
記
と
し
て
の
意
識
が
あ
っ
た
で
あ

ろ
う
。
実
際
に
、『
初
午
の
日
記
』
を
旅
の
参
考
に
し
て
い
た
人
物
も
い
る
。
頼
春
水
は
、
『
初
午

の
日
記
』
に
記
さ
れ
た
吉
野
の
桜
の
様
子
を
、
自
身
が
吉
野
へ
行
く
日
の
参
考
に
し
て
い
る
こ
と

が
書
簡
か
ら
明
ら
か
で
あ
る

（

26
）

。
ま
た
、「
慶
徳
麗
女
遺
稿
」（

27
）

に
は
、
安
永
六
（
一
七
七
七
）

年
に
麗
女
の
連
歌
仲
間
の
久
保
倉
弘
典
の
紹
介
に
よ
り
、
駿
河
国
青
島
村
の
、
青
島
某
の
母
と
娘

の
俊
女
が
訪
ね
て
き
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
が
、｢

又
初
午
の
紀
文
を
つ
か
は
し
け
れ
ば
、
よ
ろ
こ
び

て
道
し
る
べ
と
な
し
て
、
播
磨
大
和
な
ど
め
ぐ
ら
れ
し｣

と
あ
る
。
俊
女
は
旅
の
途
中
、
案
内
記
と

し
て
『
初
午
の
日
記
』
を
読
ん
だ
こ
と
が
う
か
が
え
る

（

28
）

。
そ
し
て
何
よ
り
『
初
午
の
日
記
』

は
、
案
内
記
と
し
て
の
性
格
を
持
ち
な
が
ら
、
漢
詩
に
も
重
点
が
置
か
れ
た
著
作
だ
っ
た
の
で
あ

ろ
う
。『
初
午
の
日
記
』
で
は
、
多
く
の
漢
詩
人
と
面
会
し
た
こ
と
を
記
し
、
旅
で
の
出
来
事
や
情

景
の
感
動
を
、
漢
詩
や
先
人
の
漢
詩
を
踏
ま
え
た
表
現
で
も
綴
っ
て
い
る
。
序
文
は
大
坂
で
面
会

し
た
漢
詩
人
、
頼
春
水
に
書
い
て
も
ら
っ
て
い
る
。
漢
詩
が
詠
め
る
こ
と
を
自
負
し
て
い
た
麗
女

は
、
漢
詩
を
収
録
し
た
紀
行
文
を
記
し
た
井
上
通
女
も
意
識
し
な
が
ら
、
自
身
も
漢
詩
を
詠
ん
だ

紀
行
文
を
綴
り
、
漢
詩
人
と
交
流
し
て
い
る
こ
と
や
、
漢
詩
が
詠
め
る
こ
と
を
示
そ
う
と
し
た
の

で
あ
ろ
う
。
龍
草
廬
の
家
雅
宛
書
簡
に
は
、『
初
午
の
日
記
』
を
見
た
い
と
思
っ
て
い
る
こ
と
が
綴

ら
れ
て
い
る
た
め

（

29
）

、
漢
詩
人
で
あ
る
龍
草
廬
に
読
ま
れ
た
こ
と
が
推
定
で
き
る
。『
初
午
の
日

記
』
は
、
序
文
を
記
し
た
頼
春
水
に
限
ら
ず
、
漢
詩
人
の
間
で
読
ま
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
旅
で
の

面
会
だ
け
で
な
く
、
『
初
午
の
日
記
』
に
書
か
れ
た
漢
詩
を
は
じ
め
と
す
る
麗
女
の
学
芸
は
、
漢

詩
人
と
交
流
を
深
め
る
契
機
と
も
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。序
文
が
頼
春
水
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
も
、

時
田
紗
緒
里
氏
は｢

麗
女
は
、
旅
の
後
、
序
文
を
春
水
に
依
頼
し
、
交
流
の
き
っ
か
け
と
し
た
の
で

は
な
い
か｣

と
指
摘
し
て
お
り

（

30
）

、
や
は
り
麗
女
の
漢
詩
人
と
の
交
流
に
着
目
し
て
い
る
。

つ
ま
り
麗
女
は
、
漢
詩
を
収
載
し
、
自
身
の
文
事
を
余
す
こ
と
な
く
綴
っ
た
『
初
午
の
日
記
』

で
教
養
や
能
力
を
示
す
こ
と
で
、
漢
学
者
と
の
交
流
も
深
め
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
一

方
で
、
膨
大
な
物
語
を
執
筆
し
た
麗
女
は
、
擬
古
物
語
作
者
と
し
て
の
矜
恃
も
あ
り
、
紫
式
部
の

よ
う
に
漢
詩
が
詠
め
る
こ
と
を
表
に
は
出
さ
な
い
こ
と
に
価
値
を
置
い
て
い
る
面
も
あ
っ
た
。
そ

れ
ゆ
え
、『
後
午
の
日
記
』
で
は
漢
詩
を
全
て
削
除
し
、
漢
詩
の
趣
さ
え
も
表
に
出
さ
ず
、
様
々
な

古
典
を
取
り
込
ん
だ
和
文
で
仕
上
げ
よ
う
と
し
た
。
『
初
午
の
日
記
』
は
漢
詩
以
外
に
は
ほ
ぼ
改

訂
を
加
え
て
お
ら
ず
、
現
地
で
感
じ
た
こ
と
や
事
実
に
忠
実
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
『
後
午

の
日
記
』
で
は
、
旅
の
苦
を
嘆
い
て
い
る
箇
所
を
改
訂
し
た
り
、
古
典
を
踏
ま
え
た
表
現
を
取
り

入
れ
た
り
す
る
な
ど
、
後
か
ら
手
を
加
え
て
い
る
。
朱
と
墨
の
書
入
に
よ
っ
て
典
拠
が
示
さ
れ
て

い
る
こ
と
も
、
意
図
的
に
古
典
を
踏
ま
え
た
表
現
を
取
り
入
れ
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。
『
初

午
の
日
記
』
と
『
後
午
の
日
記
』
と
で
は
、
改
稿
に
あ
た
っ
て
の
熱
量
に
差
が
あ
り
、『
後
午
の
日

記
』
で
は
文
学
性
を
高
め
よ
う
と
し
て
い
る
。

お
わ
り
に

家
雅
筆
の
神
宮
文
庫
所
蔵
『
初
午
の
日
記
』
と
、
白
百
合
女
子
大
学
図
書
館
所
蔵
『
後
午
の
日

記
』
の
書
入
よ
り
、『
初
午
の
日
記
』『
後
午
の
日
記
』
は
改
稿
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
。

そ
れ
を
契
機
に
麗
女
の
漢
詩
に
対
す
る
認
識
や
、『
初
午
の
日
記
』『
後
午
の
日
記
』
の
違
い
が
浮

き
彫
り
に
な
っ
た
。

改
稿
は
漢
詩
に
関
す
る
も
の
が
多
く
、漢
詩
に
は
特
別
な
意
識
が
働
い
て
い
た
。『
後
午
の
日
記
』

で
詠
ま
れ
て
い
た
漢
詩
は
、
改
稿
に
よ
っ
て
削
除
さ
れ
て
い
た
の
だ
っ
た
。
麗
女
の
漢
詩
に
ま
つ

わ
る
記
述
は
多
数
見
受
け
ら
れ
る
が
、麗
女
は
漢
詩
の
能
力
が
あ
る
こ
と
や
、「
女
文
」で
は
な
く
、

男
性
的
な
言
い
回
し
や
漢
語
の
多
い
文
章
を
書
く
こ
と
、
男
性
と
対
等
に
や
り
と
り
で
き
る
こ
と

に
自
負
心
が
あ
っ
た
。
書
簡
に
記
さ
れ
た
内
容
は
、
麗
女
の
率
直
な
内
面
が
現
れ
て
い
る
よ
う
に

も
思
わ
れ
る
が
、
麗
女
は
文
体
を
自
在
に
変
え
て
い
た
た
め
、
実
際
の
文
事
や
内
面
と
、
麗
女
が

相
手
に
示
す
際
の
態
度
や
記
述
は
違
い
、
漢
詩
が
苦
手
だ
と
い
う
記
述
や
「
女
文
」
は
書
け
な
い

と
い
う
記
述
が
混
在
し
て
い
た
の
だ
っ
た
。
漢
詩
と
い
う
、
女
性
で
は
『
日
本
詩
史
』
や
『
日
本

詩
選
』
に
数
人
し
か
採
録
さ
れ
な
か
っ
た
文
芸
は
、
学
問
が
で
き
る
人
の
象
徴
で
あ
り
、
麗
女
は

相
手
や
状
況
に
応
じ
て
、そ
れ
を
自
身
の
称
号
の
よ
う
に
誇
ら
し
げ
に
語
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

一
方
、
麗
女
は
、
物
語
作
者
と
し
て
も
自
負
し
て
お
り
、
著
作
上
で
は
漢
詩
を
あ
え
て
表
に
は
出

さ
な
い
と
い
う
態
度
も
と
っ
た
た
め
、漢
詩
は
積
極
的
に
世
に
出
そ
う
と
し
な
い
一
面
も
あ
っ
た
。

こ
れ
を
踏
ま
え
て
『
初
午
の
日
記
』『
後
午
の
日
記
』
を
見
て
い
く
と
、
著
作
上
で
は
あ
ま
り
表

に
出
さ
な
い
は
ず
の
漢
詩
が
『
初
午
の
日
記
』
で
は
収
載
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
両

書
の
執
筆
意
図
が
異
な
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
細
部
に
目
を
向
け
る
と
、『
初
午
の
日
記
』

で
は
、
当
座
の
感
覚
を
そ
の
ま
ま
文
章
に
反
映
さ
せ
て
い
た
が
、『
後
午
の
日
記
』
で
は
漢
詩
以
外

に
も
念
入
り
な
改
稿
が
見
ら
れ
、
麗
女
が
表
現
を
工
夫
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
書
簡
に

お
い
て
、
状
況
に
応
じ
て
文
体
や
表
現
を
変
え
て
い
る
よ
う
に
、『
初
午
の
日
記
』『
後
午
の
日
記
』

で
は
執
筆
意
図
が
異
な
る
た
め
、
表
現
や
趣
向
が
異
な
っ
て
い
る
。『
初
午
の
日
記
』
は
、
漢
詩
が

詠
め
る
こ
と
を
矜
恃
し
て
そ
れ
を
示
す
意
図
も
あ
っ
た
案
内
記
で
あ
る
が
、『
後
午
の
日
記
』
は
、

全
体
の
構
成
や
細
部
の
表
現
ま
で
こ
だ
わ
っ
た
、
漢
詩
の
趣
を
表
に
出
さ
な
い
女
流
文
学
作
品
と

し
て
仕
上
げ
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
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注

（
１
）
荒
木
田
氏
は
釜
谷
（
釜
屋
）、
慶
徳
な
ど
の
家
に
分
か
れ
て
い
る
。
小
論
で
は
適
宜
、
雲
岡

梓
著
「
荒
木
田
麗
女
年
譜
稿
」（『
荒
木
田
麗
女
の
研
究
』（
和
泉
書
院
、
二
〇
一
七
年
）
第
五

部
所
収
。
初
出
は
『
日
本
文
芸
研
究
』
六
六
‐
一
、
二
〇
一
四
年
十
月
）
を
参
照
し
た
。

（
２
）
古
谷
知
新
編
『
江
戸
時
代
女
流
文
学
全
集
』
第
三
巻
（
一
九
七
九
年
、
日
本
図
書
セ
ン
タ

ー
）
を
さ
す
。
底
本
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
。

（
３
）
神
宮
文
庫
所
蔵
『
初
午
の
日
記
』（
請
求
記
号
：
三
門
‐
八
八
九
五
）、
白
百
合
女
子
大
学

図
書
館
所
蔵
『
後
午
の
日
記
』（
請
求
記
号
：090/A64/6

）
を
さ
す
。

（
４
）
麗
女
の
漢
詩
の
研
究
と
し
て
は
、
雲
岡
梓
著
「
麗
女
の
漢
詩
」（
前
掲
『
荒
木
田
麗
女
の
研

究
』
第
四
部
第
二
章
所
収
）
が
あ
る
。

（
５
）
外
題
「
初
午
の
日
記
」。
内
題
「
は
つ
午
の
日
記
」。
墨
色
無
地
表
紙
。
一
冊
。
縦
一
九
・

五

×

横
一
三
・
六
（
㎝
）
。
一
〇
五
丁
。
頼
惟
寛
（
頼
春
水
）
序
。
「
清
渚
」
「
荒
木
田
氏
」

の
印
記
あ
り
。
神
宮
司
庁
編
『
神
宮
文
庫
所
蔵
和
書
総
目
録
』（
戎
光
祥
出
版
、
二
〇
〇
五
年
）

未
収
録
資
料
。「
岩
出
氏
所
蔵
荒
木
田
麗
女
夫
如
松
君
慶
徳
家
雅
の
自
筆
本
を
拝
借
し
て
書
写

せ
し
も
の
也
」
と
記
さ
れ
た
『
初
午
の
日
記
』
の
転
写
本
（
昭
和
八
年
荒
木
田
楠
千
代
氏
写
。

神
宮
文
庫
所
蔵
、
請
求
記
号
：（
洋
書
）
三
門
‐
五
〇
九
八
）
に
写
さ
れ
た
「
清
渚
」
と
「
荒

木
田
氏
」
の
印
記
が
あ
る
こ
と
と
、
雲
岡
梓
著
「
歴
史
物
語
『
池
の
藻
屑
』
の
特
徴
」（
前
掲

『
荒
木
田
麗
女
の
研
究
』
第
二
部
第
二
章
所
収
）
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
家
雅
の
筆
跡
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
家
雅
筆
本
で
あ
る
と
特
定
で
き
る
。

（
６
）
以
下
同
様
に
、『
初
午
の
日
記
』
と
『
後
午
の
日
記
』
の
改
訂
さ
れ
た
箇
所
を
示
す
引
用
に

は
、
網
か
け
と
囲
み
線
を
用
い
る
。
な
お
、
小
論
の
引
用
本
文
は
、
筆
者
が
適
宜
句
読
点
、

濁
点
、
引
用
符
等
を
補
い
、
漢
字
は
通
用
の
新
字
体
に
統
一
し
、「
〻
」
は
「
々
」
に
改
め
た
。

ま
た
、
特
に
注
記
の
な
い
限
り
、
傍
線
等
や
漢
詩
の
訓
み
下
し
も
筆
者
に
よ
る
。

（
７
）
区
別
す
る
た
め
の
便
宜
上
、
本
文
の
和
歌
、
漢
詩
、
発
句
以
外
の
文
章
を
「
和
文
」
と
す

る
。

（
８
）
外
題
「
後
午
の
日
記

草
書

全
」。
内
題
な
し
。
藍
墨
茶
色
横
刷
毛
目
文
様
表
紙
。
一
冊
。

縦
二
三
・
〇

×

横
一
六
・
三
（
㎝
）。
三
五
丁
。
如
松
（
家
雅
）
筆
（
帙
に
「
後
午
の
日
記

麗

女
著

如
松
筆

壱
冊
」
と
あ
り
）。
裏
表
紙
見
返
「
是
者
清
濐
遊
行
之
日
記
也
。
本
書
者
兵
庫

松
坂
等
へ
遣
候
扣
也
。
青
墨
者
後
書
致
候
者
也
」。

（
９
）
国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
『
唐
賢
絶
句
三
體
詩
法
』（
寛
文
九
（
一
六
六
九
）
年
刊
、
和
刻

本
、
請
求
記
号
：
六
一-

八
五-

一
～
三

、CC BY-SA4.0

）
に
よ
る
。
訓
み
下
し
は
同
書
の

訓
点
に
よ
る
。

（
10
）「
朗
詠
雨

養
ヒ

得
テ
ハ

自
ラ

為
リ

二

花
父
母
一

」
、
「
陽
関
三
畳
曲
也

是
王
維
が
詩
也

唐

人
餞
別
必
歌
之
云
々
」
、
「
遥
見
人
家
花
便
入
不
論
貴
賤
与
親
疎
」
、
「
離
別
河
辺
綰
柳
條
」

と
の
書
入
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
う
ち
、
「
是
王
維
が
詩
也

唐
人
餞
別
必
歌
之
云
々
」
の
み

墨
書
で
あ
る
。
な
お
、
「
遥
見
人
家
花
便
入
不
論
貴
賤
与
親
疎
」
は
白
居
易
、
「
離
別
河
辺

綰
柳
條
」
は
張
喬
の
詩
で
あ
る
。

（
11
）
前
掲
注
（
９
）
に
同
じ
。

（
12
）
他
に
も
、『
和
漢
朗
詠
集
』
春
「
躑
躅
」
収
載
の
源
順
の
漢
詩
の
一
節
「
寒
食
の
家
に
は
」

を
「
口
ず
さ
」
ん
だ
り
、
白
居
易
の
「
大
林
寺
桃
花
」
の
一
節
の
「
人
間
の
四
月
」
を
「
思

ひ
出
」
し
た
り
し
て
い
る
。

（
13
）
前
掲
注
（
４
）「
麗
女
の
漢
詩
」
に
よ
る
。「
慶
徳
麗
女
遺
稿
」
に
は
、
明
和
五
（
一
七
六

八
）
年
よ
り
、「
詩
を
も
つ
く
る
べ
く
、
良
人
す
ゝ
め
ら
る
れ
ど
、
是
は
才
力
な
く
て
、
い
と

か
た
き
こ
と
に
し
け
る
を
、
し
ひ
て
催
さ
る
ゝ
も
詮
方
な
し
。
を
り
し
も
姪
興
正
が
、
京
に

遊
学
し
け
る
を
た
よ
り
に
、
江
村
北
海
先
生
の
門
に
入
り
し
も
、
は
か
〴
〵
し
く
も
え
せ
ぬ

こ
と
ゆ
ゑ
、
恥
し
く
思
ひ
た
り
」
や
、「
詩
は
殊
に
つ
た
な
く
、
み
ぐ
る
し
け
れ
ば
、
人
に
見

す
べ
く
も
く
て
（
マ
マ
）、ふ
か
く
か
く
す
や
う
な
る
を
、程
へ
て
お
の
づ
か
ら
人
も
し
り
て
、

洞
津
の
文
学
三
角
先
生
、
古
稀
の
寿
詩
を
の
ぞ
ま
れ
て
、
つ
か
は
し
け
る
よ
り
」
と
の
記
述

が
あ
る
（
大
川
茂
雄
・
南
茂
樹
編
『
国
学
者
伝
記
集
成
』（
上
）
復
刻
版
（
東
出
版
、
一
九
九

七
年
）
に
よ
る
）。
ま
た
興
正
宛
書
簡
に
は
、「
尚
々
、
近
き
比
、
名
の
世
上
へ
流
行
い
た
し

候
こ
と
さ
へ
、
隠
逸
の
せ
ん
な
く
、
一
入
の
愁
に
候
」
や
、「
私
こ
と
無
才
に
て
、
詩
作
は
こ

と
の
外
か
た
き
事
に
て
、
成
就
い
た
し
が
た
く
覚
申
候
。
さ
れ
ど
、
郎
人
の
あ
な
が
ち
に
催

さ
れ
候
こ
と
ゆ
へ
、
無
是
非
打
か
ゝ
り
居
申
候
事
、
こ
と
に
近
比
は
、
和
学
の
方
こ
と
し
げ

く
、
詩
書
な
ど
見
申
候
い
と
ま
も
有
が
た
く
、
弥
覚
束
な
く
成
増
り
候
に
よ
り
、
い
つ
も
同

じ
こ
と
に
て
は
、
先
生
に
も
詮
な
く
、
た
い
く
つ
に
思
は
れ
候
半
か
と
恐
入
申
候
ゆ
へ
、
当

春
よ
り
此
道
思
ひ
と
ま
り
可
申
哉
と
先
生
へ
も
御
窺
ひ
給
わ
り
候
う
へ
と
、
主
人
へ
度
〳
〵

申
入
候
へ
ど
も
、
今
に
聞
入
な
く
打
過
申
候
」
と
あ
る
。
書
簡
は
安
井
章
吾
氏
所
蔵
「
慶
徳

麗
女
之
文
詠
草
并
手
紙
類
」
の
う
ち
の
一
通
で
あ
る
（
国
文
学
研
究
資
料
館
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ

ル
ム
に
よ
り
閲
覧
。
請
求
記
号
：
ヤ
四
‐
一
‐
二
、
六
十
六
コ
マ
、
Ｂ
）。
翻
刻
に
あ
た
り
倉

本
昭
著
「
翻
刻

安
井
家
蔵

荒
木
田
麗
女
書
簡
（
一
）
～
（
五
）」（『
伊
勢
郷
土
史
草
』
三
二

～
三
六
、
一
九
九
八
年
十
月
～
二
〇
〇
二
年
十
一
月
）
を
参
照
し
た
。

（
14
）
石
水
博
物
館
所
蔵
「
荒
木
田
麗
女
書
簡
」（
屏
風
十
四
「
近
世
名
家
書
簡
貼
交
屏
風
」
所

収
）
を
さ
す
。
翻
刻
は
筆
者
に
よ
る
。
神
谷
勝
広
著
「
十
六
代
半
泥
子
作
成
の
書
簡
貼
り
交

ぜ
屏
風
」（
青
山
英
正
著
『
伊
勢
商
人
の
文
化
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
研
究
―
―
石
水
博
物
館
所

蔵
書
簡
資
料
を
も
と
に
―
―
研
究
成
果
報
告
書
』
所
収
、
二
〇
二
〇
年
三
月
）
に
よ
る
と
、

こ
の
麗
女
の
書
簡
に
つ
い
て
は
、
川
喜
田
家
が
後
に
「
購
入
し
た
可
能
性
等
が
あ
る
」
と
指
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摘
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
宛
先
の
「
平
大
夫
」
は
、
麗
女
の
兄
、
息
雅
で
あ
ろ
う
。
詩
に
つ

い
て
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
相
手
は
詩
作
を
行
い
、
学
芸
を
好
む
人
に
違
い
な
い
。
息
雅

は
「
中
西
平
太
夫
荒
木
田
沖
保
の
養
嗣
子
と
な
り
、
中
西
平
馬
荒
木
田
息
雅
と
い
い
、
後
平

太
夫
と
称
し
た
」（
伊
豆
野
タ
ツ
著
「
荒
木
田
麗
女
伝
の
研
究
」（『
実
践
女
子
大
学
文
学
部
紀

要
』
一
三
、
一
九
七
〇
年
十
二
月
）
に
よ
る
）
人
物
で
、『
日
本
詩
選
』
に
も
一
首
収
載
さ
れ

て
い
る
。

（
15
）
前
掲
注
（
13
）
で
取
り
上
げ
た
「
慶
徳
麗
女
之
文
詠
草
并
手
紙
類
」
の
う
ち
の
一
通
で

あ
る
。

（
16
）
神
宮
文
庫
所
蔵
、
家
雅
筆
『
書
目
』『
書
目

全
』『
要
書
目
』（
請
求
記
号
：
三
門
‐
八
八

九
五
）
を
さ
す
。

（
17
）
『
怪
世
談
』
は
安
永
七
（
一
七
七
八
）
年
成
立
の
三
十
話
か
ら
成
る
短
編
集
で
あ
る
。
本

文
は
、
最
終
稿
本
と
い
わ
れ
る
西
荘
文
庫
旧
蔵
の
小
津
久
足
筆
天
理
図
書
館
所
蔵
本
（
請
求

記
号
：
二
五
九
四
）
に
よ
る
。

（
18
）『
国
歌
大
観
』
に
は
、「
こ
こ
ろ
ぐ
き
も
の
に
ぞ
あ
り
け
る
は
る
か
す
み
た
な
び
く
と
き
に

こ
ひ
の
し
げ
き
は
」
と
あ
る
。

（
19
）
中
野
幸
一
ほ
か
校
注
・
訳
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』
二
六
（
小
学
館
、
一
九
九
四
年
）

に
よ
る
。

（
20
）
鈴
木
淳
ほ
か
校
注
『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
』
六
八
（
岩
波
書
店
、
一
九
九
七
年
）
に
よ

る
。
振
り
仮
名
の
部
分
は
省
略
し
た
。

（
21
）
福
井
貞
助
ほ
か
校
注
・
訳
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』
一
二
（
小
学
館
、
一
九
九
四
年
）

に
よ
る
。
な
お
、「
秋
の
野
に
…
」
の
和
歌
は
『
業
平
集
』『
古
今
和
歌
集
』
な
ど
に
も
所
収

さ
れ
る
。

（
22
）
阿
部
秋
生
ほ
か
校
注
・
訳
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』
二
五
（
小
学
館
、
一
九
九
八
年
）

に
よ
る
。

（
23
）
中
野
幸
一
校
注
・
訳
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』
一
四
（
小
学
館
、
一
九
九
九
年
）
に

よ
る
。

（
24
）
雲
岡
梓
著
「
紀
行
文
『
初
午
の
日
記
』
と
『
後
午
の
日
記
』
に
つ
い
て
」（
前
掲
『
荒
木

田
麗
女
の
研
究
』
第
四
部
第
一
章
。
初
出
は
「
荒
木
田
麗
女
の
紀
行
文
―
『
初
午
の
日
記
』・

『
後
午
の
日
記
』
の
道
程
―
」（『
人
文
論
究
』
六
四
‐
一
、
二
〇
一
四
年
四
月
））
に
よ
っ
て

旅
の
行
程
、
面
会
者
、
道
中
詠
が
ま
と
め
ら
れ
、
両
書
の
相
違
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
25
）
伊
豆
野
タ
ツ
著
『
荒
木
田
麗
女
物
語
集
成
』
（
桜
楓
社
、
一
九
八
二
年
）
の
作
品
解
題
を

参
考
に
し
た
。

（
26
）
頼
祺
一
著
『
近
世
後
期
朱
子
学
派
の
研
究
』（
渓
水
社
、
一
九
八
六
年
）
の
資
料
編
に
頼

春
水
在
坂
期
書
簡
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
頼
の
書
簡
は
『
初
午
の
日
記
』
の
翌
年
の
安

永
七
（
一
七
七
八
）
年
正
月
二
十
二
日
付
の
も
の
で
、
宛
先
は
「
千
齢
万
四
郎
弟
」
と
あ
り
、

弟
の
春
風
、
杏
坪
宛
で
あ
る
。「
去
年
伊
勢
ノ
慶
徳
藤
蔵
ト
申
仁
夫
婦
連
に
て
参
候
。
吉
野
へ

も
参
り
候
。
そ
の
紀
行
ヲ
『
初
午
の
日
の
記
』
ト
申
一
巻
有
之
候
。
三
月
十
一
日
ニ
登
山
候

所
、
お
そ
き
よ
し
見
え
候
。
左
候
ヘ
バ
、
大
小
ノ
遺
恨
に
候
ヘ
バ
、
何
分
節
句
頃
に
ハ
是
非

共
登
山
候
様
ニ
仕
度
候
。
尤
去
年
今
年
ハ
節
ノ
前
後
進
退
も
候
へ
共
、
先
々
大
抵
早
キ
ニ
過

候
計
ハ
無
之
候
」
と
あ
る
。

（
27
）
前
掲
注
（
13
）
で
の
引
用
に
用
い
た
『
国
学
者
伝
記
集
成
』
に
よ
る
。

（
28
）
一
方
、『
後
午
の
日
記
』
の
同
時
代
の
読
者
と
し
て
は
、
裏
表
紙
見
返
に
「
本
書
者
兵
庫

松
坂
等
へ
遣
候
扣
也
」
と
あ
る
た
め
、
旅
で
出
会
っ
た
松
坂
と
兵
庫
の
人
が
考
え
ら
れ
る
。

（
29
）「
な
ら
に
而
の
御
連
歌

道
之
記
等

必
々
御
見
せ
可
被
下
候

く
れ
〳
〵
た
の
み
上
候
」

と
記
さ
れ
て
い
る
。
中
野
三
敏
著
「
草
廬
昼
錦
」（『
江
戸
狂
者
伝
』
中
央
公
論
新
社
、
二
〇

〇
七
年
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
翻
刻
に
よ
る
。

（
30
）
時
田
紗
緒
里
著
「
荒
木
田
麗
女
と
頼
春
水
の
交
流
―
―
麗
女
『
初
午
の
日
記
』
春
水
序
文

に
つ
い
て
―
―
」（『
日
本
女
子
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
二
五
、
二
〇
一
九
年
三
月
）

に
お
い
て
、
麗
女
と
春
水
の
交
流
の
諸
相
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
「
伊
勢
名
家
資
料

手
簡
集
（
一
二
）
」
（
『
三
重
県
史
談
会
々
誌
』
四
‐
四
、
一
九
一
三
年
七
月
）
に
頼
弥
太

郎
（
春
水
）
慶
徳
藤
蔵
（
家
雅
）
宛
書
簡
が
翻
刻
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
書
簡
か
ら
も
頼
春
水

と
慶
徳
家
の
交
流
が
う
か
が
え
る
。

〔
付
記
〕

図
版
・
翻
刻
掲
載
の
御
許
可
を
賜
っ
た
白
百
合
女
子
大
学
図
書
館
、
神
宮
文
庫
、
石
水
博
物
館

に
感
謝
申
し
上
げ
る
。

な
お
、
小
論
は
二
〇
二
一
年
度
東
海
近
世
文
学
会
四
月
例
会
で
の
口
頭
発
表
を
も
と
に
加
筆
、

修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。
席
上
ご
指
導
賜
っ
た
方
々
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。

36

荒木田麗女『初午の日記』『後午の日記』の改稿をめぐる考察

―
―
令
和
三
年
十
二
月
二
十
二
日
稿
了
―
―

（
受
付
日

令
和
四
年
一
月
十
三
日
）

（
受
理
日

令
和
四
年
二
月
十
八
日
）



(Original Article)

Consideration on revision of Arakida Reijo’s 

“Hatsuuma no nikki” and “Nochinouma no nikki” 
Kaho  ISHITANI1*

1: Dept. of General Education（Humanities and Social Sciences／Part-time Lecturer） 

This paper will analyze the process of revision about the travel journals “Hatsuuma no nikki” and 

“Nochinouma no nikki,” which were composed by Reijo, through the insertions in the books written 

by Reijo’s husband, Ietada.  The two books have many insertions that indicate deletion or 

revision of Chinese poetry, especially all the poetry deleted in “Nochinouma no nikki.”  Based on 

the fact, it became clear how Reijo thinks about Chinese poetry.  Also, after considering the 

different ways that “Hatsuuma no nikki” and “Nochinouma no nikki” were revised, it became clear 

that they were composed for different reasons.  

Key words : 荒木田麗女・初午の日記・後午の日記・改稿・漢詩 

37



（学術論文） 

芥
川
龍
之
介
「羅
生
門
」論
攷

―
逡
巡
す
る
下
人
―

は
じ
め
に

人
は
死
に
向
か
っ
て
生
き
て
い
る
。
一
日
を
生
き
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
だ
け
一
日
死
に
近

づ
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
死
と
生
は
表
裏
一
体
で
あ
り
、
生
を
考
え
る
と
い
う
こ
と
は
、
即
ち

死
を
考
え
る
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。
ま
た
、
生
き
る
こ
と
は
悩
む
こ
と
で
あ
り
、
悩
み
の
な
い

人
生
な
ど
存
在
し
な
い
。
悩
む
こ
と
こ
そ
が
生
き
る
意
義
で
あ
り
、
生
き
て
い
る
証
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
「
生
き
る
」
と
い
う
人
生
の
命
題
を
提
示
し
、
我
々
と
同
じ
悩
み
を
も
つ
主
人
公

の
下
人
が
登
場
す
る
の
が
芥
川
龍
之
介
の
「
羅
生
門
」（『
帝
國
文
學
』
大
正
四
・
一
一
）(

１)

で
あ

る
。「
羅
生
門
」
は
管
見
の
限
り
で
は
、
す
べ
て
の
文
部
科
学
省
認
定
の
検
定
教
科
書
に
収
録
さ
れ

て
お
り
、
採
択
率
が
最
も
高
い
作
品
で
あ
る
。(

２)

高
等
学
校
を
卒
業
す
る
生
徒
の
大
半
は
、「
羅

生
門
」
を
学
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
こ
の
こ
と
が
半
世
紀
以
上
に
わ
た
り
継
続

し
て
い
る
こ
と
も
、
社
会
状
況
が
目
覚
ま
し
く
変
化
す
る
こ
の
時
代
に
驚
く
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

何
よ
り
も
時
代
を
超
え
て
愛
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
作
品
に
普
遍
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な

ろ
う
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
そ
れ
だ
け
高
校
生
が
学
ぶ
に
値
す
る
作
品
で
あ
る
こ
と
は
疑
わ
な
い

が
、
芥
川
文
学
の
魅
力
は
底
知
れ
な
い
気
が
す
る
。

果
た
し
て
何
が
そ
の
魅
力
な
の
だ
ろ
う
か
。「
羅
生
門
」
の
主
人
公
の
下
人
に
は
名
前
が
な
い
。

特
定
し
な
い
理
由
は
、
誰
に
で
も
共
通
し
て
起
こ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
、
私
た
ち
読

者
に
人
生
の
問
題
を
提
起
し
て
く
れ
る
。
ま
た
、
芥
川
の
作
品
は
、
論
理
的
で
尚
且
つ
技
巧
的
で

あ
る
。作
品
の
細
部
に
ま
で
施
さ
れ
た
創
作
方
法
に
よ
っ
て
、読
む
た
び
に
多
く
の
発
見
が
あ
り
、

そ
れ
だ
け
多
く
の
問
題
が
内
包
し
て
い
る
と
言
え
る
。
即
ち
、
芥
川
文
学
の
魅
力
の
一
つ
は
〈
読

み
〉
の
可
能
性
に
あ
る
。
そ
の
分
、
多
く
の
先
行
研
究
が
み
ら
れ
、
特
に
「
羅
生
門
」
に
関
す
る

研
究
の
数
は
お
び
た
だ
し
い
の
で
あ
る
。(

３)

研
究
史
を
紐
解
く
と
、
早
く
に
吉
田
精
一
氏
が
「
生
き
ん
が
為
に
、
各
人
各
様
に
持
た
ざ
る
を

得
ぬ
エ
ゴ
イ
ズ
ム
を
あ
ば
い
て
い
る
」（『
芥
川
龍
之
介
』
昭
和
一
七
・
一
二
、
三
省
堂
）
と
述
べ
、

そ
の
後
、
駒
尺
喜
美
氏
は
「
善
な
る
も
の
、
悪
な
る
も
の
へ
と
い
と
も
簡
単
に
変
化
し
て
し
ま
う
、

人
間
の
現
実
的
な
姿
を
そ
の
ま
ま
に
示
し
出
そ
う
と
す
る
所
に
主
題
が
あ
る
。」（『
芥
川
龍
之
介
の

世
界
』
昭
和
四
二
・
二
、
法
政
大
学
出
版
局
）
と
指
摘
し
、
エ
ゴ
イ
ズ
ム
を
視
野
に
入
れ
た
論
が

続
い
た
。
さ
ら
に
関
口
安
義
氏
は
「
羅
生
門
」
に
「
自
己
解
放
の
叫
び
」
を
読
み
、「
下
人
の
行
為

石

谷

春

樹

に
は
、
明
る
い
可
能
性
が
あ
る
」（『
芥
川
龍
之
介

実
像
と
虚
像
』（
昭
和
六
三
・
一
一
、
洋
々
社
）

と
述
べ
る
一
方
で
、
清
水
康
次
氏
は
「
解
放
感
が
あ
る
と
は
い
っ
て
も
、
世
界
全
体
が
、
暗
さ
に

包
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
否
定
で
き
ず
、
明
る
さ
は
ま
だ
獲
得
さ
れ
て
い
な
い
。
下
人
の
あ
か
ら
さ

ま
な
エ
ゴ
イ
ズ
ム
は
、
闇
を
切
り
開
き
は
し
た
が
、
そ
の
奥
に
、
さ
ら
に
深
い
闇
を
現
出
さ
せ
た

だ
け
か
も
し
れ
な
い
の
で
あ
る
。」（『
芥
川
文
学
の
方
法
と
世
界
』
平
成
六
・
四
・
二
〇
、
和
泉
書

院
）
と
述
べ
、
下
人
の
行
方
を
追
っ
た
読
み
も
あ
る
。
そ
の
後
、
山
崎
甲
一
氏
が
「
具
体
的
な
作

中
人
物
の
実
際
の
表
情
に
即
さ
な
い
。
一
般
論
的
な
次
元
で
の
了
解
の
仕
方
は
、
や
は
り
危
険
で

あ
ろ
う
。」（『
芥
川
龍
之
介
の
言
語
空
間
―
君
看
雙
眼
色
』
平
成
一
一
・
三
・
二
〇
、
笠
間
書
院
）

と
指
摘
し
、
こ
れ
ま
で
の
「
読
み
」
を
訂
正
し
て
い
る
。
山
崎
氏
の
意
見
は
、
表
現
に
即
し
、
作

品
全
体
を
視
野
に
入
れ
た
説
得
力
の
あ
る
も
の
で
あ
る
。

小
論
は
芥
川
文
学
の
魅
力
に
迫
る
た
め
の
一
つ
の
方
法
と
し
て
、
言
わ
ば
「
作
品
論
の
試
み
」

の
一
つ
と
し
て
、「
羅
生
門
」
を
通
し
て
、〈
読
み
〉
の
可
能
性
を
追
究
す
る
こ
と
を
目
的
に
論
を

進
め
た
い
と
思
う
。(

４)

特
に
こ
だ
わ
っ
た
こ
と
は
、
主
人
公
下
人
の
心
情
に
寄
り
添
う
こ
と
と
、

作
品
の
細
部
の
表
現
を
考
察
す
る
こ
と
で
あ
る
。
理
智
派
で
技
巧
を
重
ん
じ
た
芥
川
の
創
作
意
図

を
理
解
し
な
が
ら
考
察
を
進
め
、
最
終
的
に
行
き
つ
い
た
末
尾
に
お
け
る
下
人
の
心
情
、
自
ら
の

体
験
で
あ
る
失
恋
と
の
関
係
、
そ
し
て
、
し
ば
し
ば
引
用
さ
れ
る
「
現
状
と
か
け
離
れ
た
愉
快
な

小
説
」
と
芥
川
自
身
が
位
置
付
け
た
理
由
に
つ
い
て
も
考
え
て
み
た
い
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、「
羅

生
門
」
の
作
品
世
界
に
み
ら
れ
る
芥
川
文
学
の
魅
力
に
迫
っ
て
み
た
い
と
思
う
。

一
「
下
人
」
の
置
か
れ
て
い
る
心
情

或
日
の
暮
方
の
事
で
あ
る
。
一
人
の
下
人
が
、
羅
生
門
の
下
で
雨
や
み
を
待
つ
て
ゐ
た
。

廣
い
門
の
下
に
は
、
こ
の
男
の
外
に
誰
も
ゐ
な
い
。
唯
、
所
々
丹
塗
の
剥
げ
た
、
大
き
な

圓
柱
に
、
蟋
蟀
が
一
匹
と
ま
つ
て
ゐ
る
。
羅
生
門
が
、
朱
雀
大
路
に
あ
る
以
上
は
、
こ
の
男

の
外
に
も
、
雨
や
み
を
す
る
市
女
笠
や
揉
烏
帽
子
が
、
も
う
二
三
人
は
あ
り
さ
う
な
も
の
で

あ
る
。
そ
れ
が
、
こ
の
男
の
外
に
は
誰
も
ゐ
な
い
。(

５)

冒
頭
部
分
の
二
文
で
下
人
の
置
か
れ
て
い
る
状
況
が
端
的
に
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
い
つ

（
時
間
）「
或
日
の
暮
方
」、
ど
こ
で
（
場
所
）「
羅
生
門
」、
誰
が
（
人
物
）「
一
人
の
下
人
」、
何
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を
（
目
的
）「
雨
や
み
を
待
つ
て
ゐ
た
」
の
で
あ
る
。
所
謂
、
五
Ｗ
一
Ｈ
を
意
図
的
に
明
確
に
し
た
、

短
篇
小
説
の
冒
頭
部
分
に
み
ら
れ
る
手
法
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
中
で
明
確
に
さ
れ
て
い
な
い

の
が
、
な
ぜ
（
理
由
）
で
あ
る
。
理
由
が
示
さ
れ
な
い
ま
ま
、
「
こ
の
男
の
外
に
誰
も
ゐ
な
い
」
、

「
こ
の
男
の
外
に
は
誰
も
ゐ
な
い
」
と
二
回
繰
り
返
さ
れ
、
下
人
が
「
一
人
」
で
あ
る
こ
と
が
強

調
さ
れ
る
。
ま
た
、
並
行
し
て
「
蟋
蟀
が
一
匹
と
ま
つ
て
ゐ
る
」
こ
と
も
述
べ
ら
れ
る
。
蟋
蟀
が

唐
突
に
登
場
す
る
が
、
逃
げ
ず
に
「
と
ま
つ
て
ゐ
る
」
こ
と
に
よ
っ
て
、
羅
生
門
が
本
来
人
通
り

の
多
い
朱
雀
大
路
に
あ
り
な
が
ら
も
、
人
通
り
が
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
下
人
の

こ
と
を
語
る
の
を
離
れ
、
羅
生
門
の
状
況
が
具
体
的
に
説
明
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
性
別
を
明
示
せ

ず
、「
市
女
笠
」
や
「
揉
烏
帽
子
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
が
、
無
機
質
な
も
の
を
表
現
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
よ
り
人
気
の
な
い
羅
生
門
の
様
子
を
鮮
明
に
浮
か
び
上
が
ら
せ
て
い
る
。

冒
頭
部
分
の
後
は
、
さ
ら
に
作
品
に
お
け
る
場
面
設
定
が
具
体
的
に
表
現
さ
れ
る
。
時
代
は
平

安
時
代
末
期
、
季
節
は
「
も
う
火
桶
が
欲
し
い
程
の
寒
さ
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
か
ら
晩
秋
、
時

間
は
「
或
日
の
暮
方
」、
場
所
は
「
羅
生
門
」
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
時
代
は
平
安
と
室

町
時
代
の
「
境
目
」、
季
節
は
秋
と
冬
の
「
境
目
」、
時
間
は
昼
と
夜
の
「
境
目
」、
場
所
は
洛
中
と

洛
外
の
「
境
目
」
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
「
境
目
」
と
い
う
設
定
で
あ
る
。
ま
た
、
何
よ
り
も
主

人
公
の
下
人
の
年
齢
も
「
面
皰
」
が
象
徴
す
る
よ
う
に
子
供
と
大
人
の
「
境
目
」
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
な
「
境
目
」
の
設
定
は
、
意
図
的
な
手
法
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
場
面
設
定
の
意
味
は
ど

こ
に
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

冒
頭
部
分
で
語
ら
れ
て
い
な
い
「
雨
や
み
を
待
つ
て
ゐ
た
」
理
由
に
つ
い
て
は
、
一
度
、
放
置

さ
れ
て
羅
生
門
の
状
況
を
語
る
こ
と
に
重
点
が
置
か
れ
、
そ
の
理
由
が
再
び
、
次
の
よ
う
な
形
で

話
題
に
あ
が
る
。

作
者
は
さ
つ
き
、「
下
人
が
雨
や
み
を
待
つ
て
ゐ
た
」
と
書
い
た
。
し
か
し
、
下
人
は
、

雨
が
や
ん
で
も
格
別
ど
う
し
や
う
と
云
ふ
當
て
は
な
い
。
ふ
だ
ん
な
ら
、
勿
論
、
主
人
の
家

へ
歸
る
可
き
筈
で
あ
る
。
所
が
そ
の
主
人
か
ら
は
、
四
五
日
前
に
暇
を
出
さ
れ
た
。
前
に
も

書
い
た
や
う
に
、
當
時
京
都
の
町
は
一
通
り
な
ら
ず
衰
微
し
て
ゐ
た
。
今
こ
の
下
人
が
、
永

年
、
使
は
れ
て
ゐ
た
主
人
か
ら
、
暇
を
出
さ
れ
た
の
も
、
こ
の
衰
微
の
小
さ
な
餘
波
に
外
な

ら
な
い
。
だ
か
ら
「
下
人
が
雨
や
み
を
待
つ
て
ゐ
た
」
と
云
ふ
よ
り
も
、「
雨
に
ふ
り
こ
め
ら

れ
た
下
人
が
、
行
き
所
が
な
く
て
、
途
方
に
く
れ
て
ゐ
た
」
と
云
ふ
方
が
、
適
當
で
あ
る
。

も
う
一
度
、
話
題
に
あ
げ
る
た
め
の
不
自
然
さ
と
理
由
を
明
確
に
位
置
付
け
る
方
法
と
し
て
、

「
作
者
は
さ
つ
き
」
と
切
り
出
す
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
初
め
て
日
常
生
活
に
お
け
る
数
分
を
阻
む

単
純
な
雨
や
み
で
な
い
こ
と
が
明
示
さ
れ
る
。
言
わ
ば
、
単
な
る
「
雨
や
み
を
待
つ
て
ゐ
る
」
の

で
は
な
く
、
本
来
の
雨
や
み
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理
由
が
こ
こ
に
き
て
明
確
に
な
る
。
つ
ま

り
、
下
人
の
精
神
的
な
余
裕
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
と
は
真
逆
の
意
味
を
も
つ
ベ

ク
ト
ル
で
あ
り
、
追
い
つ
め
ら
れ
た
切
羽
詰
ま
っ
た
心
情
で
「
雨
や
み
を
待
つ
」
て
い
る
の
で
あ

る
。
こ
こ
で
の
雨
や
み
は
本
題
か
ら
の
逃
避
で
し
か
な
い
。
こ
こ
に
き
て
下
人
の
置
か
れ
て
い
る

状
況
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
生
と
死
の
「
境
目
」
に
い
る
人
物
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。「
境
目
」

に
よ
る
設
定
は
、
冒
頭
部
分
で
明
ら
か
に
さ
れ
な
か
っ
た
理
由
に
よ
っ
て
、
下
人
の
置
か
れ
て
い

る
心
情
と
場
面
設
定
が
こ
こ
で
初
め
て
結
び
付
き
、
以
後
、
こ
こ
ま
で
明
ら
か
に
さ
れ
な
か
っ
た

下
人
の
心
情
が
語
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
「
境
目
」
は
、
下
人
の
切
羽
詰
ま
っ
た
所
謂
、
下
人
の
置
か
れ
た
極
限
状
況
を
示

す
た
め
の
も
の
で
あ
る
と
考
え
れ
ば
、
お
の
ず
と
理
解
で
き
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
状
態
に

置
か
れ
な
が
ら
も
、
下
人
に
は
こ
の
極
限
状
態
と
矛
盾
す
る
様
子
が
読
み
取
れ
る
。
そ
れ
は
こ
の

よ
う
な
状
況
で
あ
り
な
が
ら
も
「
大
き
な
面
皰
を
氣
に
し
な
が
ら
、
ぼ
ん
や
り
、
雨
の
ふ
る
の
を

眺
め
て
ゐ
る
の
で
あ
る
」
即
ち
、
下
人
の
置
か
れ
て
い
る
状
況
の
割
に
は
心
情
に
余
裕
が
見
ら
れ

る
点
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
冒
頭
部
分
の
「
雨
や
み
を
待
つ
て
ゐ
た
」
と
い
う
こ
と
も
事
実
で
は
あ

る
が
、
下
人
の
心
情
に
即
し
て
考
え
れ
ば
、
真
実
の
心
情
を
語
っ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
し
か

も
「
作
者
は
さ
つ
き
、『
下
人
が
雨
や
み
を
待
つ
て
ゐ
た
』
と
書
い
た
」
と
、
補
足
説
明
を
加
え
て

い
る
。
下
人
の
心
情
を
再
度
提
示
し
、
語
り
手
に
よ
る
下
人
の
心
情
の
確
認
と
言
え
ば
そ
れ
ま
で

だ
が
、
冒
頭
部
分
に
お
い
て
短
篇
小
説
の
手
法
を
使
い
な
が
ら
も
、
下
人
の
心
情
を
訂
正
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
創
作
方
法
の
意
図
は
ど
こ
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

二

「
下
人
」
の
「Sentim

entalism
e

」

先
述
し
た
こ
と
の
答
え
は
や
は
り
「
雨
や
み
を
待
つ
て
ゐ
た
」
主
人
公
の
下
人
の
心
情
が
本
来

と
は
違
い
、
特
別
で
あ
る
こ
と
を
意
図
的
に
示
す
た
め
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
下
人
と
は
ど
う
い
う

人
物
で
あ
る
か
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
冒
頭
部
分
か
ら
分
か
る
の
は
雇
わ
れ
て
い
た
主
人
か
ら

暇
を
出
さ
れ
て
、
自
分
で
は
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
主
体
性
の
な
い
人
物
で
あ
る
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
さ
ら
に
下
人
の
性
格
を
知
る
手
立
て
と
し
て
次
の
よ
う
な
部
分
が
あ
る
。

そ
の
上
、
今
日
の
空
模
樣
も
少
か
ら
ず
こ
の
平
安
朝
の
下
人
のSentim

entalism
e 

に
影

響
し
た
。
申
の
刻
下
り
か
ら
ふ
り
出
し
た
雨
は
、
未
に
上
る
け
し
き
が
な
い
。

重
要
な
の
は
「Sentim

entalism
e 

」
と
い
う
言
葉
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
。
平
安
時
代
を
舞
台

と
し
な
が
ら
も
、
芥
川
の
得
意
な
フ
ラ
ン
ス
語
で
表
現
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、「
感
傷
癖
」

と
い
う
意
味
通
り
の
言
葉
を
用
い
て
、「
少
し
の
こ
と
で
も
、
感
情
が
動
き
や
す
く
、
感
傷
的
な
気

分
に
陥
っ
て
し
ま
う
心
理
的
な
傾
向
」
で
あ
る
こ
と
を
端
的
に
示
し
、「
感
傷
的
な
気
分
に
な
り
が

ち
な
下
人
の
心
情
に
影
響
を
し
た
」
と
表
現
す
る
だ
け
で
も
良
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
を

作
品
世
界
で
も
異
質
と
思
わ
れ
る
フ
ラ
ン
ス
語
を
用
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
下
人
の
人
並
な
ら
な

い
特
別
な
「
感
傷
癖
」
が
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。「
面
皰
」
を
気
に
す
る
下
人
は
、
こ
の
感

傷
癖
か
ら
く
る
逡
巡
す
る
姿
そ
の
も
の
で
あ
る
。
失
職
し
た
こ
と
も
「
面
皰
」
が
で
き
て
い
る
こ
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と
も
、
下
人
に
は
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
し
か
し
、「
面
皰
を
氣
に
し
」
て
い
る
下
人
は
、

ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
自
分
を
誤
魔
化
せ
な
い
、
常
に
そ
う
い
う
こ
と

を
気
に
す
る
人
物
で
あ
り
、
そ
の
下
人
の
感
傷
癖
は
単
純
な
も
の
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。「
今
日

の
空
模
樣
も
少
か
ら
ず
」
と
あ
り
、「
空
模
樣
も
」
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
感
傷
癖
の
あ
る
下
人

が
、
さ
ら
に
、
そ
の
よ
う
に
陥
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
強
調
さ
れ
、
し
か
も
、「
影
響
し
た
」
の
が
「
少

な
か
ら
ず
」
で
あ
り
、
僅
か
な
も
の
で
あ
り
な
が
ら
も
、
結
果
的
に
は
大
き
く
影
響
し
た
こ
と
を

表
す
も
の
で
あ
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
下
人
は
本
来
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
は
ず
の
空
模
様
が
、

大
き
く
影
響
し
て
し
ま
う
だ
け
の
、人
並
外
れ
た
感
傷
癖
の
持
ち
主
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
下
人
は
、
何
を
措
い
て
も
差
當
り
明
日
の
暮
し
を
ど
う
に
か
し
や
う
と
し
て
―
―

云
は
ゞ
ど
う
に
も
な
ら
な
い
事
を
、
ど
う
に
か
し
や
う
と
し
て
、
と
り
と
め
も
な
い
考
へ
を

た
ど
り
な
が
ら
、さ
つ
き
か
ら
朱
雀
大
路
に
ふ
る
雨
の
音
を
、聞
く
と
も
な
く
聞
い
て
ゐ
た
。

主
人
か
ら
暇
を
出
さ
れ
、「
明
日
の
暮
し
」
を
悩
む
前
に
、
も
と
も
と
下
人
の
性
格
と
し
て
、
特

別
な
感
傷
癖
の
持
ち
主
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
を
念
頭
に
お
い
て
下
人
を
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
「
と
り
と
め
も
な
い
考
へ
を
た
ど
り
な
が
ら
」
逡
巡
す
る
下
人
を
理
解
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
下
人
の
心
情
に
影
響
を
及
ぼ
す
空
模
様
を
次
の
よ
う
に
描
写
す
る
。

雨
は
、
羅
生
門
を
つ
ゝ
ん
で
、
遠
く
か
ら
、
ざ
あ
つ
と
云
ふ
音
を
あ
つ
め
て
來
る
。
夕
闇

は
次
第
に
空
を
低
く
し
て
、
見
上
げ
る
と
、
門
の
屋
根
が
、
斜
に
つ
き
出
し
た
薨
の
先
に
、

重
た
く
う
す
暗
い
雲
を
支
へ
て
ゐ
る
。

「
雨
の
音
を
、
聞
く
と
も
な
く
聞
い
て
ゐ
た
」
に
も
関
わ
ら
ず
、
羅
生
門
の
夕
暮
れ
に
降
る
雨

を
描
写
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
雨
の
音
を
「
羅
生
門
を
つ
ゝ
ん
で
」、「
ざ
あ
つ
と
云
ふ
音
を

あ
つ
め
て
來
る
」
と
感
じ
て
い
る
。
自
然
に
降
る
雨
を
、
自
分
の
い
る
場
所
を
包
囲
し
、
自
分
だ

け
に
集
中
的
に
降
っ
て
い
る
よ
う
な
閉
塞
感
が
下
人
に
は
あ
る
。
し
か
も
そ
れ
は
、
雨
だ
け
に
限

ら
ず
、「
夕
闇
は
次
第
に
空
を
低
く
し
て
」
い
く
。「
次
第
に
」
と
あ
る
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
訪
れ

る
夜
の
世
界
が
自
分
に
迫
っ
て
く
る
よ
う
に
感
じ
て
い
る
。「
う
す
暗
い
雲
」
も
「
重
た
く
」
の
し

か
か
り
、「
門
の
屋
根
」
に
よ
っ
て
「
支
へ
て
ゐ
る
」
が
、
下
人
に
大
き
く
の
し
か
か
っ
て
き
て
い

る
。
こ
の
よ
う
に
、「
雨
」、「
夕
闇
」、「
雲
」
を
下
人
は
特
別
な
も
の
と
感
じ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
羅
生
門
の
夕
暮
れ
に
自
然
に
降
る
雨
を
、
そ
の
よ
う
に
受
け
取
っ
て
し
ま
う
特
別
な
心

情
の
持
ち
主
が
下
人
な
の
で
あ
る
。
下
人
に
と
っ
て
、
雨
は
羅
生
門
を
「
つ
ゝ
ん
で
」
し
か
も
「
ざ

あ
つ
と
云
ふ
音
を
あ
つ
め
て
來
る
」
の
で
あ
り
、
羅
生
門
に
い
る
下
人
は
、
特
別
な
空
間
と
し
て

包
囲
さ
れ
て
し
ま
う
。
ま
た
、
陽
が
残
る
夕
方
か
ら
「
闇
」
に
包
ま
れ
、「
重
た
く
う
す
暗
い
雲
」

が
羅
生
門
を
覆
っ
て
い
る
。即
ち
、広
域
な
も
の
が
羅
生
門
を
包
ん
で
し
ま
う
と
い
う
捉
え
方
は
、

下
人
の
追
い
つ
め
ら
れ
て
い
く
心
情
が
隠
喩
に
よ
っ
て
表
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
で

あ
ろ
う
。
普
通
で
あ
れ
ば
こ
の
よ
う
に
感
じ
な
い
と
こ
ろ
を
、
感
じ
て
し
ま
う
人
物
と
し
て
設
定

さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
下
人
の
特
別
な
心
情
と
し
て
、
こ
の
作
品
に
お
い
て
重
要
な
意
味
を
も
っ

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。「
明
日
の
暮
し
を
ど
う
に
か
し
や
う
と
し
て
―
―
云
は
ゞ
ど
う
に
も
な
ら

な
い
事
を
、
ど
う
に
か
し
や
う
と
し
て
、
と
り
と
め
も
な
い
考
へ
を
た
ど
り
な
が
ら
」
下
人
が
悩

ん
で
い
る
が
、
そ
の
様
子
は
人
並
外
れ
た
感
傷
癖
に
よ
っ
て
さ
ら
に
悩
み
も
増
大
さ
せ
て
い
る
こ

と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。

ど
う
に
も
な
ら
な
い
事
を
、
ど
う
に
か
す
る
爲
に
は
、
手
段
を
選
ん
で
ゐ
る
遑
は
な
い
。
選

ん
で
ゐ
れ
ば
、
築
土
の
下
か
、
道
ば
た
の
土
の
上
で
、
饑
死
を
す
る
ば
か
り
で
あ
る
。
さ
う

し
て
、
こ
の
門
の
上
へ
持
つ
て
來
て
、
犬
の
や
う
に
棄
て
ら
れ
て
し
ま
ふ
ば
か
り
で
あ
る
。

選
ば
な
い
と
す
れ
ば
―
―
下
人
の
考
へ
は
、
何
度
も
同
じ
道
を
低
徊
し
た
揚
句
に
、
や
つ
と

こ
の
局
所
へ
逢
着
し
た
。
し
か
し
こ
の
「
す
れ
ば
」
は
、
何
時
ま
で
た
つ
て
も
、
結
局
「
す

れ
ば
」
で
あ
つ
た
。
下
人
は
、
手
段
を
選
ば
な
い
と
い
ふ
事
を
肯
定
し
な
が
ら
も
、
こ
の
「
す

れ
ば
」
の
か
た
を
つ
け
る
爲
に
、
當
然
、
そ
の
後
に
來
る
可
き
「
盗
人
に
な
る
よ
り
外
に
仕

方
が
な
い
」
と
云
ふ
事
を
、
積
極
的
に
肯
定
す
る
丈
の
、
勇
氣
が
出
ず
に
ゐ
た
の
で
あ
る
。

生
き
る
か
死
ぬ
か
。
飢
え
死
に
を
す
る
か
、
盗
人
に
な
る
か
。
こ
の
選
択
で
悩
む
の
は
当
た
り

前
で
あ
る
。
感
傷
癖
の
あ
る
下
人
で
あ
れ
ば
、
結
論
を
出
す
の
に
時
間
が
掛
か
る
の
は
頷
け
る
。

だ
が
、
こ
こ
で
問
題
な
の
は
、
そ
の
こ
と
で
は
な
い
。
結
論
が
出
て
い
な
が
ら
も
、「『
盗
人
に
な

る
よ
り
外
に
仕
方
が
な
い
』
と
云
ふ
事
を
、
積
極
的
に
肯
定
す
る
丈
の
、
勇
氣
が
出
ず
に
ゐ
た
の

で
あ
る
」
と
あ
る
よ
う
に
、
一
番
時
間
の
か
か
る
結
論
は
既
に
出
て
い
な
が
ら
も
、
下
人
の
悩
ん

で
い
る
の
は
出
し
た
結
論
を
実
行
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
で
あ
る
。
本
来
で
あ
れ
ば
、
自
分

が
盗
人
に
な
る
勇
気
が
あ
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
も
含
め
て
、
選
択
を
し
て
結
論
を
出
す
の
が

普
通
で
あ
る
。
し
か
し
、
結
論
が
出
て
い
な
が
ら
も
、「
肯
定
す
る
丈
の
、
勇
氣
が
出
ず
に
ゐ
た
」

た
め
実
行
に
移
せ
な
い
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
注
意
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
は
、
下
人
が
悩
む
と

い
う
こ
と
は
「
人
」
と
し
て
「
生
き
る
」
か
ら
で
あ
る
。
も
し
こ
の
勇
気
を
簡
単
に
手
に
入
れ
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、
も
は
や
そ
れ
は
人
の
道
を
外
れ
て
い
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
下
人

は
人
で
あ
る
が
故
に
悩
ん
で
い
る
。
下
人
は
な
り
た
く
な
い
者
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ

の
下
人
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
的
な
心
情
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
「
四
五
日
」
経
っ
て

も
結
論
が
出
せ
ず
に
悩
ん
で
い
る
の
で
あ
り
、
こ
の
後
の
行
動
も
、
勇
気
が
出
な
い
ま
ま
、
ひ
と

ま
ず
夜
を
明
か
そ
う
と
「
門
の
上
」
へ
と
向
か
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
決
断
力
が
な
い
と
い
っ
た

レ
ベ
ル
の
悩
み
で
は
な
い
。
言
う
な
れ
ば
、
そ
れ
を
自
分
で
納
得
で
き
な
い
た
め
に
悩
ん
で
い
る

と
い
う
方
が
相
応
し
い
。

こ
こ
で
、
下
人
が
「
聖
柄
の
太
刀
」(

６)

を
持
っ
て
い
る
こ
と
に
も
触
れ
て
お
き
た
い
。
今
後
、

盗
人
に
な
る
た
め
の
必
需
品
で
も
あ
る
が
、
な
ぜ
所
持
し
て
い
る
か
と
言
え
ば
、
以
前
に
主
人
に

仕
え
て
い
た
か
ら
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
何
を
し
て
い
た
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
楼
上
に

上
が
っ
て
い
く
際
に
「
聖
柄
の
太
刀
が
鞘
走
ら
な
い
や
う
に
」
気
に
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
以
前

に
下
人
は
太
刀
を
抜
い
た
こ
と
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
お
そ
ら
く
仕
事
上
で
使
用
し
た
の
で
あ
ろ
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う
。
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
盗
人
に
な
る
こ
と
に
は
「
勇
氣
が
出
ず
に
」
逡
巡
し
て
い
る
。
こ
の

こ
と
か
ら
考
え
れ
ば
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
盗
み
を
働
く
と
い
う
行
為
自
体
に
つ
い
て
「
勇
氣

が
出
」
な
い
の
で
は
な
い
。
や
は
り
、
下
人
の
心
の
あ
り
よ
う
で
は
な
い
か
。
つ
ま
り
、
下
人
が

「
盗
人
に
な
る
」
と
い
う
こ
と
を
、
自
分
の
中
で
ど
の
よ
う
に
捉
え
る
か
と
い
う
、
下
人
の
精
神

論
的
な
問
題
な
の
で
あ
る
。そ
れ
は
当
然
、善
悪
と
生
死
と
い
う
対
立
す
る
命
題
の
存
在
で
あ
り
、

善
を
と
れ
ば
死
が
待
っ
て
い
る
。
生
を
求
め
る
な
ら
、
悪
を
生
き
る
よ
り
ほ
か
な
い
。
ど
ち
ら
を

選
ん
で
も
納
得
が
い
か
な
い
マ
イ
ナ
ス
の
要
素
が
潜
ん
で
い
る
。「
感
傷
癖
」
の
あ
る
下
人
に
と
っ

て
、
人
の
道
を
外
れ
る
こ
と
は
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
。
つ
ま
り
、
生
き
る
と
い
う
こ
と
の
意
味

を
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
ず
に
途
方
に
暮
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
即
ち
、
そ
れ
は
下
人
の
正
義
感

に
よ
っ
て
も
左
右
さ
れ
る
こ
と
な
の
で
あ
る
。

三

「
蟋
蟀
」
の
意
味

次
に
冒
頭
部
分
の
「
蟋
蟀
」
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
吉
田
氏
の
「
羅
生
門
の
人
け
の
な
い

荒
廃
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
が
、
こ
こ
に
き
て
そ
の
き
り
ぎ
り
す
が
い
な
く
な
っ
た
こ
と
で
時
間
の

経
過
と
、
い
っ
そ
う
の
物
寂
し
さ
を
暗
示
し
て
い
る
」（
先
掲
書
）
の
延
長
線
上
に
、「『
誰
も
ゐ
な

い
』
門
の
空
間
の
『
無
』
を
強
調
す
る
も
の
」（
清
水
氏

先
掲
書
）
な
ど
の
指
摘
が
み
ら
れ
る
。

ま
た
、
海
老
井
英
次
氏
は
「
無
意
味
な
〈
死
〉
に
帰
し
て
い
く
こ
と
が
宿
命
づ
け
ら
れ
て
い
る
存

在
の
象
徴
と
し
て
「
蟋
蟀
」
は
点
描
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
生
命
の
〈
自
然
性
〉

す
な
わ
ち
時
間
が
そ
の
内
に
流
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
結
局
は
死
滅
し
〈
無
〉
に
帰
し
て
い
く
限

り
の
生
命
の
あ
り
方
を
表
し
て
い
る
と
い
え
る
も
の
」（「
芥
川
龍
之
介
論
攷
―
自
己
覚
醒
か
ら
解

体
へ
―
」
昭
和
六
三
・
二
、
桜
楓
社
）
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
「
蟋
蟀
」
は
夏
か
ら
秋
に
か

け
て
生
息
し
、
最
も
活
動
す
る
の
は
盛
夏
で
あ
り
、
夏
の
生
き
物
で
あ
る
。
作
品
世
界
は
既
に
述

べ
た
よ
う
に
晩
秋
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
蟋
蟀
の
生
息
す
る
時
期
と
は
異
な
る
こ
と
に
な
る
。

即
ち
、
蟋
蟀
は
、
は
か
な
い
生
命
の
象
徴
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
意
味
か
ら
す
れ
ば
、

こ
の
蟋
蟀
は
こ
の
ま
ま
で
は
飢
え
死
に
を
す
る
し
か
な
い
下
人
の
置
か
れ
て
い
る
状
況
と
同
様
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
冒
頭
部
分
と
い
う
作
品
の
重
要
部
分
に
お
い
て
、

主
人
公
「
下
人
」
の
「
一
人
」
と
同
様
に
、「
一
匹
」
の
「
蟋
蟀
」
と
し
て
描
写
さ
れ
、「
下
人
」

の
状
況
を
「
蟋
蟀
」
と
同
じ
よ
う
に
喩
え
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。「
羅
生
門
」
に
い
る
下
人
が
逡
巡

し
て
い
る
よ
う
に
、「
大
き
な
圓
柱
に
」
蟋
蟀
が
「
と
ま
つ
て
ゐ
る
」。
そ
の
姿
は
「
四
五
日
」
経

っ
て
も
、
人
と
し
て
生
き
る
こ
と
を
捨
て
き
れ
ず
身
動
き
で
き
な
い
下
人
の
姿
そ
の
も
の
で
も
あ

る
。問
題
は
羅
生
門
の
荒
廃
し
た
様
子
よ
り
も
、下
人
の
心
情
を
読
み
取
る
こ
と
に
あ
る
と
思
う
。

つ
ま
り
蟋
蟀
は
、
下
人
の
心
情
を
代
弁
す
る
意
味
も
含
ん
で
い
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
何
も
で
き
ず

に
蟋
蟀
も
「
と
ま
つ
て
ゐ
る
」
だ
け
で
あ
る
。

そ
し
て
蟋
蟀
は
、
こ
の
冒
頭
部
分
だ
け
で
は
な
く
、
後
に
登
場
す
る
場
面
が
あ
る
。

下
人
は
、
大
き
な
嚏
を
し
て
、
そ
れ
か
ら
、
大
儀
さ
う
に
立
上
つ
た
。
夕
冷
え
の
す
る
京

都
は
、
も
う
火
桶
が
欲
し
い
程
の
寒
さ
で
あ
る
。
風
は
門
の
柱
と
柱
と
の
間
を
、
夕
闇
と
共

に
遠
慮
な
く
、
吹
き
ぬ
け
る
。
丹
塗
の
柱
に
と
ま
つ
て
ゐ
た
蟋
蟀
も
、
も
う
ど
こ
か
へ
行
つ

て
し
ま
つ
た
。

作
品
世
界
の
季
節
が
明
確
に
な
り
、「
も
う
火
桶
が
欲
し
い
程
の
寒
さ
で
あ
る
」
こ
と
か
ら
、
海

老
井
氏
の
指
摘
が
あ
る
よ
う
に
、
盛
夏
に
生
き
る
蟋
蟀
は
姿
を
隠
し
た
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る

で
あ
ろ
う
。
し
か
し
こ
こ
で
注
意
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
は
、「
蟋
蟀
も
」
と
述
べ
ら
れ
て
い

る
よ
う
に
、
下
人
の
行
動
と
対
比
的
に
表
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
山
崎
氏
は
「
何
故
一
様

に
、
蟋
蟀
の
行
方
と
い
う
も
の
が
問
題
に
さ
れ
て
は
来
な
い
か
、
そ
れ
が
不
審
で
あ
っ
た
。」（
先

掲
書
）
と
指
摘
し
、
単
に
「
蟋
蟀
」
だ
け
を
考
察
し
た
も
の
で
は
な
く
、
姿
を
消
し
た
「
蟋
蟀
」

の
「
帰
着
点
」
を
求
め
る
考
察
に
は
説
得
力
が
あ
る
。
姿
を
消
す
蟋
蟀
の
こ
と
を
、
わ
ざ
わ
ざ
「
と

ま
つ
て
ゐ
た
」
と
念
を
押
し
強
調
し
て
い
る
よ
う
に
、
蟋
蟀
の
動
作
に
も
関
心
が
寄
せ
ら
れ
て
い

る
。
そ
れ
は
下
人
が
動
け
な
い
か
ら
で
あ
る
。
蟋
蟀
の
帰
着
点
は
明
確
に
さ
れ
ず
、「
も
う
ど
こ
か

へ
行
つ
て
し
ま
つ
た
」
の
で
あ
る
。「
も
う
」
と
い
う
表
記
に
、
時
間
経
過
を
読
み
取
る
こ
と
が
で

き
る
。
こ
こ
ま
で
下
人
に
つ
い
て
き
た
蟋
蟀
が
、
こ
こ
に
き
て
下
人
よ
り
も
早
く
行
動
に
移
し
て

い
る
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
行
動
に
移
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
下
人
の
描
写
か
ら
す
る
と
、
精
神

的
に
逡
巡
す
る
心
情
と
は
か
け
離
れ
た
、「
大
き
な
嚏
を
し
て
、
そ
れ
か
ら
、
大
儀
さ
う
に
立
上
つ

た
」
の
で
あ
る
。
生
理
現
象
が
、
行
動
の
き
っ
か
け
に
な
っ
て
お
り
、
言
わ
ば
受
動
的
に
悩
む
下

人
で
は
な
く
、意
図
的
な
意
味
を
も
た
な
い
生
理
現
象
に
よ
り
背
中
を
押
さ
れ
て
い
る
。つ
ま
り
、

結
果
的
に
は
、「
雨
や
み
を
待
つ
て
ゐ
た
」
こ
と
に
比
べ
れ
ば
、
思
い
悩
ん
で
い
な
が
ら
も
、「
大

儀
さ
う
に
立
上
つ
た
」
の
で
あ
り
、「
寒
さ
」
に
よ
る
こ
の
生
理
現
象
の
後
の
行
動
は
早
い
。

こ
の
後
、
蟋
蟀
は
登
場
し
な
い
。
下
人
の
行
動
を
先
走
る
だ
け
で
あ
り
、
誘
導
し
て
い
る
と
い

う
言
い
方
も
可
能
で
あ
る
が
、
下
人
の
動
き
を
暗
示
し
て
い
る
程
度
で
あ
る
。
何
よ
り
も
「
ど
こ

か
へ
」
と
し
て
、
何
故
明
確
に
し
な
か
っ
た
の
か
。
勿
論
、
下
人
の
行
動
が
後
で
あ
り
、
そ
の
こ

と
か
ら
す
れ
ば
当
然
で
あ
る
が
、
果
た
し
て
そ
れ
だ
け
で
あ
ろ
う
か
。
下
人
の
行
動
に
伴
う
こ
と

も
可
能
で
あ
る
。
蟋
蟀
の
行
方
が
示
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
は
、
意
図
的
な
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、
考

え
ら
れ
る
の
は
こ
こ
で
下
人
に
つ
い
て
い
た
蟋
蟀
が
一
度
離
れ
る
こ
と
は
重
要
だ
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。

下
人
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、「
ど
こ
か
へ
」
で
あ
っ
て
も
、
蟋
蟀
に
は
行
く
場
所
が
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。
行
く
場
所
が
な
く
と
り
あ
え
ず
夜
を
明
か
す
下
人
と
の
違
い
は
明
白
で
あ
る
。
ま
た
、

蟋
蟀
は
、
初
め
か
ら
「
梯
子
」
と
は
無
縁
で
あ
る
。
と
ま
っ
て
い
る
場
所
も
「
大
き
な
圓
柱
に
」

で
あ
り
、「
門
の
上
」
に
行
く
様
子
は
見
ら
れ
な
い
。
つ
ま
り
、
対
比
す
る
下
人
の
心
情
と
も
無
縁

に
な
っ
て
い
く
。
こ
れ
ま
で
下
人
の
様
子
を
喩
え
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
き
て
離
れ
る
理
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由
は
何
か
。
お
そ
ら
く
蟋
蟀
は
ね
ぐ
ら
に
帰
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
下
人
も
ね
ぐ
ら
を
求
め
、「
門
の

上
」
に
行
き
、
老
婆
に
出
会
う
。
明
ら
か
に
両
者
の
今
後
に
は
大
き
な
相
違
が
あ
る
。
言
う
ま
で

も
な
く
蟋
蟀
に
は
、
下
人
の
よ
う
な
選
択
、
及
び
「
勇
氣
」
を
得
る
必
要
性
は
、
ど
こ
に
も
な
い

か
ら
で
あ
る
。

四

「
羅
生
門
」
に
お
け
る
空
間

そ
の
荒
れ
果
て
た
の
を
よ
い
事
に
し
て
、
狐
狸
が
棲
む
。
盗
人
が
棲
む
。
と
う
と
う
し
ま
ひ

に
は
、
引
取
り
手
の
な
い
死
人
を
、
こ
の
門
へ
持
つ
て
來
て
、
棄
て
ゝ
行
く
と
云
ふ
習
慣
さ

へ
出
來
た
。
そ
こ
で
、
日
の
目
が
見
え
な
く
な
る
と
、
誰
で
も
氣
味
を
惡
る
が
つ
て
、
こ
の

門
の
近
所
へ
は
、
足
ぶ
み
を
し
な
い
事
に
な
つ
て
し
ま
つ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
代
り
又
鴉
が
何
處
か
ら
か
、
た
く
さ
ん
集
つ
て
來
た
。
晝
間
見
る
と
、
そ
の
鴉
が
何

羽
と
な
く
輪
を
描
い
て
高
い
鴟
尾
の
ま
は
り
を
啼
き
な
が
ら
、
飛
び
ま
は
つ
て
ゐ
る
。
殊
に

門
の
上
の
空
が
、
夕
燒
け
で
あ
か
く
な
る
時
に
は
、
そ
れ
が
胡
麻
を
ま
い
た
や
う
に
、
は
つ

き
り
見
え
た
。
鴉
は
、
勿
論
、
門
の
上
に
あ
る
死
人
の
肉
を
、
啄
み
に
來
る
の
で
あ
る
。
―

―
尤
も
今
日
は
、
刻
限
が
遲
い
せ
い
か
、
一
羽
も
見
え
な
い
。

作
品
中
に
お
い
て
「
羅
生
門
」
そ
の
も
の
は
、
異
空
間
で
あ
る
。(

７)

即
ち
、
日
常
生
活
を
営
ん

で
い
る
空
間
で
は
な
い
。
状
況
が
示
す
よ
う
に
、
時
間
的
な
空
間
も
「
夕
方
」
で
は
な
く
「
暮
方
」

で
あ
り
夜
に
近
づ
い
て
い
る
。
通
常
、
日
常
の
空
間
が
昼
間
で
あ
り
、
夜
は
非
日
常
で
あ
る
。
ま

た
、
こ
の
日
の
夜
は
、
雨
が
降
っ
て
お
り
、
特
別
な
夜
が
さ
ら
に
演
出
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
「
佛

像
や
佛
具
を
打
砕
い
て
、
そ
の
丹
が
つ
い
た
り
、
金
銀
の
箔
が
つ
い
た
り
し
た
木
を
、
路
ば
た
に

つ
み
重
ね
て
、
薪
の
料
に
賣
つ
て
ゐ
た
」
く
ら
い
朽
ち
か
け
た
世
の
中
で
あ
り
な
が
ら
も
、
羅
生

門
は
「
大
き
な
圓
柱
」
で
あ
り
、「
幅
の
廣
い
、
之
も
丹
を
塗
つ
た
梯
子
」
が
掛
か
っ
て
い
る
の
も

不
自
然
で
あ
る
が
、こ
れ
ら
の
こ
と
も
異
空
間
を
明
確
に
し
て
く
れ
る
も
の
で
あ
る
。そ
の
う
え
、

羅
生
門
に
「
鴉
が
何
處
か
ら
か
た
く
さ
ん
、
集
つ
て
來
」
る
様
子
や
、「
狐
狸
が
棲
む
。
盗
人
が
棲

む
。
と
う
と
う
し
ま
ひ
に
は
、
引
取
り
手
の
な
い
死
人
を
、
こ
の
門
へ
持
つ
て
來
て
、
棄
て
ゝ
行

く
と
云
ふ
習
慣
さ
へ
出
來
た
」
こ
と
は
、
言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
始
ま
る
出

来
事
の
前
置
き
と
し
て
充
分
で
あ
る
が
、
問
題
な
の
は
そ
の
よ
う
な
異
空
間
で
あ
り
な
が
ら
、「
尤

も
今
日
は
、
刻
限
が
遲
い
せ
い
か
、
一
羽
も
見
え
な
い
」
と
理
由
を
述
べ
、
こ
の
日
は
い
つ
も
と

違
う
異
空
間
で
あ
る
羅
生
門
を
強
調
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

そ
れ
か
ら
、
何
分
か
の
後
で
あ
る
。
羅
生
門
の
樓
の
上
へ
出
る
、
幅
の
廣
い
梯
子
の
中
段

に
、
一
人
の
男
が
、
猫
の
や
う
に
身
を
ち
ゞ
め
て
、
息
を
殺
し
な
が
ら
、
上
の
容
子
を
窺
つ

て
ゐ
た
。
樓
の
上
か
ら
さ
す
火
の
光
が
、
か
す
か
に
、
そ
の
男
の
右
の
頬
を
ぬ
ら
し
て
ゐ
る
。

短
い
鬚
の
中
に
、
赤
く
膿
を
持
つ
た
面
皰
の
あ
る
頬
で
あ
る
。

場
面
が
羅
生
門
の
下
か
ら
「
樓
の
上
」
へ
と
変
わ
る
。
冒
頭
部
分
同
様
に
、
客
観
的
に
場
面
を

捉
え
て
い
る
。
登
場
す
る
「
一
人
の
男
」
が
冒
頭
部
分
の
下
人
と
同
人
物
で
あ
る
こ
と
は
「
そ
の

男
の
右
の
頬
を
ぬ
ら
し
て
ゐ
る
。
短
い
鬚
の
中
に
、
赤
く
膿
を
持
つ
た
面
皰
で
あ
る
」
こ
と
に
よ

っ
て
明
確
に
示
さ
れ
る
。
羅
生
門
は
「
日
の
目
が
見
え
な
く
な
る
と
、
誰
で
も
氣
味
を
惡
る
が
つ

て
、
こ
の
門
の
近
所
へ
は
足
ぶ
み
を
し
な
い
事
に
な
つ
て
し
ま
つ
た
の
で
あ
る
」
が
、
下
人
は
「
暮

方
」
に
こ
の
場
所
に
い
る
だ
け
で
は
な
く
、
こ
の
後
、「
樓
の
上
」
で
一
夜
を
過
ご
す
こ
と
を
考
え

て
い
る
。

下
人
は
、
始
め
か
ら
、
こ
の
上
に
ゐ
る
者
は
、
死
人
ば
か
り
だ
と
高
を
括
つ
て
ゐ
た
。
そ
れ

が
、
梯
子
を
二
三
段
上
つ
て
見
る
と
、
上
で
は
誰
か
火
を
と
ぼ
し
て
、
し
か
も
そ
の
火
を
其

處
此
處
と
、
動
か
し
て
ゐ
る
ら
し
い
。
こ
れ
は
、
そ
の
濁
つ
た
、
黄
い
ろ
い
光
が
、
隅
々
に

蜘
蛛
の
巣
を
か
け
た
天
井
裏
に
、
ゆ
れ
な
が
ら
映
つ
た
の
で
、
す
ぐ
に
そ
れ
と
知
れ
た
の
で

あ
る
、

「
樓
の
上
」
に
上
が
っ
て
か
ら
は
「
樓
の
上
」
と
表
現
さ
れ
ず
「
門
の
上
」
に
変
わ
る
。
こ
れ

か
ら
「
門
の
下
」
と
の
相
違
を
明
確
に
描
く
た
め
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
羅
生
門
の
「
下
」
に

い
る
こ
と
を
避
け
て
い
る
の
は
、「
人
目
に
か
ゝ
る
惧
」
が
あ
る
こ
と
が
理
由
で
あ
り
、
下
人
に
と

っ
て
、「
門
の
上
」
は
「
下
人
は
、
始
め
か
ら
、
こ
の
上
に
ゐ
る
者
は
、
死
人
ば
か
り
だ
と
高
を
括

つ
て
ゐ
た
」
場
所
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
人
が
寄
り
付
か
な
い
安
心
で
き
る
場
所
で
あ
る
。
下

人
に
と
っ
て
死
人
ば
か
り
の
空
間
で
一
夜
を
明
か
す
こ
と
は
、
恐
怖
を
感
じ
る
よ
り
も
、
安
全
な

場
所
と
い
う
認
識
が
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
下
人
は
何
よ
り
も
生
命
の
危
険
を
回
避
す
る
た
め
に
、

「
門
の
上
」
に
行
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
何
よ
り
も
生
き
る
こ
と
を
重
視
し
て
お
り
、
こ

こ
に
飢
え
死
を
考
え
る
下
人
の
姿
は
な
い
。
と
い
う
こ
と
は
本
来
の
人
で
あ
る
こ
と
の
生
き
方
を

曲
げ
て
い
く
方
向
に
作
品
の
結
末
は
向
か
っ
て
い
る
。

先
述
し
た
異
空
間
の
羅
生
門
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
そ
の
異
空
間
は
「
門
の
下
」
と
「
門
の
上
」

に
分
け
ら
れ
る
。「
門
の
下
」
の
空
間
は
下
人
が
生
き
る
う
え
で
逡
巡
し
て
い
た
空
間
で
あ
り
、
蟋

蟀
と
そ
の
悩
み
を
共
有
し
た
場
所
で
も
あ
る
。
し
か
し
「
門
の
上
」
で
示
さ
れ
る
空
間
は
、「
門
の

下
」
と
は
対
照
的
で
あ
る
。
死
人
は
も
ち
ろ
ん
、「
狐
狸
」
が
い
た
り
、「
鴉
」
が
死
人
の
肉
を
つ

い
ば
む
、
羅
生
門
の
中
で
も
、
そ
れ
以
上
に
非
日
常
的
な
異
空
間
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。「
門

の
下
」
の
空
間
と
大
き
く
違
う
の
は
、
下
人
の
逡
巡
し
て
い
た
空
間
で
は
な
く
、
転
が
っ
て
い
る

死
人
に
加
え
、「
鴉
は
、
勿
論
、
門
の
上
に
あ
る
死
人
の
肉
を
、
啄
み
に
來
る
の
で
あ
る
」
と
あ
る

よ
う
に
、
明
ら
か
に
死
が
内
在
す
る
空
間
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
死
人
の
死
に
よ
っ
て
生
を

得
て
い
る
も
の
が
「
門
の
上
」
の
空
間
に
集
結
し
て
い
る
と
い
っ
て
も
よ
い
。「
今
日
は
、
刻
限
が

遅
い
せ
い
か
」
と
い
う
こ
と
を
理
由
に
し
て
い
た
が
、「
鴉
」
や
「
狐
」
が
い
な
い
の
は
、
既
に
老

婆
が
い
る
た
め
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
「
門
の
上
」
の
空
間
は
、
死
人
に
よ
り
生

を
得
る
こ
と
が
で
き
る
特
別
な
異
空
間
で
あ
り
、
逡
巡
す
る
下
人
が
、「
門
の
上
」
に
引
き
つ
け
ら
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れ
る
よ
う
に
移
動
し
て
い
く
の
も
必
然
的
な
構
図
で
あ
り
、不
自
然
さ
は
見
ら
れ
な
い
気
が
す
る
。

下
人
に
と
っ
て
一
晩
楽
に
寝
ら
れ
そ
う
な
「
門
の
上
」
の
空
間
は
、「
門
の
下
」
の
命
に
危
険
を
冒

す
空
間
と
は
違
い
、
生
を
保
証
さ
れ
た
安
心
で
き
る
空
間
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
羅
生
門
の
「
門

の
上
」
と
「
門
の
下
」
は
区
別
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

五

「
老
婆
」
の
役
割

「
老
婆
」
と
対
面
す
る
こ
と
に
よ
る
下
人
の
心
情
の
変
化
を
抑
え
て
お
き
た
い
。
下
人
が
「
門

の
上
」
に
行
く
時
に
「
上
な
ら
、
人
が
ゐ
た
に
し
て
も
、
ど
う
せ
死
人
ば
か
り
で
あ
る
」
と
述
べ

て
い
る
。
ま
た
、
下
人
が
老
婆
を
見
た
時
の
印
象
を
「
こ
の
雨
の
夜
に
、
こ
の
羅
生
門
の
上
で
、

火
を
と
も
し
て
ゐ
る
か
ら
は
、
ど
う
せ
唯
の
者
で
は
な
い
」
と
述
べ
る
。
自
分
も
老
婆
と
同
じ
空

間
に
い
な
が
ら
も
、
自
分
の
置
か
れ
て
い
る
立
場
を
忘
れ
た
自
分
勝
手
な
意
見
で
あ
る
。
だ
か
ら

こ
そ
、
理
由
を
聞
く
ま
で
も
な
く
迷
わ
ず
に
「
こ
の
雨
の
夜
に
、
こ
の
羅
生
門
の
上
で
、
火
を
と

も
し
て
ゐ
る
か
ら
」
と
い
う
下
人
の
認
識
に
よ
り
、「
ど
う
せ
唯
の
者
で
は
な
い
」
と
決
め
つ
け
て

い
る
。
二
度
繰
り
返
さ
れ
る
「
ど
う
せ
」
の
語
の
下
に
は
、
否
定
的
な
言
葉
が
伴
う
。「
門
の
上
」

に
対
し
て
、
先
入
観
を
も
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
後
登
場
す
る
老
婆
を
揶
揄
す
る
言
葉

で
あ
る
。
こ
の
言
葉
は
人
を
愚
弄
し
て
お
り
、
こ
こ
に
「
門
の
下
」
で
、
人
と
し
て
生
き
る
べ
き

か
と
い
う
問
題
を
真
摯
に
受
け
止
め
逡
巡
し
て
い
た
時
の
下
人
と
の
変
化
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

人
と
し
て
生
き
る
た
め
に
、
盗
人
に
な
る
こ
と
を
た
め
ら
っ
て
い
た
下
人
で
は
な
い
。「
門
の
上
」

に
上
る
梯
子
は
、
盗
人
に
な
る
た
め
に
用
意
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
後
に
、「
或
つ
よ
い
感
情
」

が
芽
生
え
、
そ
れ
は
具
体
的
に
「
六
分
の
恐
怖
と
四
分
の
好
奇
心
」
と
表
現
さ
れ
る
が
、
こ
こ
で

は
「
好
奇
心
」
よ
り
も
「
恐
怖
」
が
勝
っ
て
お
り
、
老
婆
に
対
す
る
「
は
げ
し
い
憎
惡
」
は
ま
だ

生
ま
れ
て
い
な
い
。

そ
の
髮
の
毛
が
、
一
本
づ
ゝ
拔
け
る
の
に
從
つ
て
下
人
の
心
か
ら
は
、
恐
怖
が
少
し
づ
ゝ

消
え
て
行
つ
た
。
さ
う
し
て
、
そ
れ
と
同
時
に
、
こ
の
老
婆
に
對
す
る
は
げ
し
い
憎
惡
が
、

少
し
づ
ゝ
動
い
て
來
た
。
―
―
い
や

こ
の
老
婆
に
對
す
る
と
云
つ
て
は
、
語
弊
が
あ
る
か

も
知
れ
な
い
。
寧
、
あ
ら
ゆ
る
惡
に
對
す
る
反
感
が
、
一
分
毎
に
強
さ
を
増
し
て
來
た
の
で

あ
る
。
こ
の
時
、
誰
か
が
こ
の
下
人
に
、
さ
つ
き
門
の
下
で
こ
の
男
が
考
へ
て
ゐ
た
、
饑
死

を
す
る
か
盗
人
に
な
る
か
と
云
ふ
問
題
を
、
改
め
て
持
出
し
た
ら
、
恐
ら
く
下
人
は
、
何
の

未
練
も
な
く
、
饑
死
を
選
ん
だ
事
で
あ
ら
う
。

こ
こ
に
き
て
「
あ
ら
ゆ
る
惡
に
對
す
る
反
感
」
と
あ
る
よ
う
に
、
下
人
の
悪
を
憎
む
正
義
感
が

示
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
「
さ
つ
き
門
の
下
で
こ
の
男
が
考
へ
て
ゐ
た
」
と
対
比
さ
れ
、
羅
生
門

の「
門
の
下
」で
逡
巡
し
た
時
の
下
人
の
様
子
か
ら
は
ほ
ど
遠
い
姿
で
あ
る
。「
何
の
未
練
も
な
く
、

饑
死
を
選
ん
だ
事
で
あ
ら
う
」
と
い
う
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
の
作
品
世
界
の
下
人
を
、
自
分
自
身

で
全
否
定
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

下
人
に
は
、
勿
論
、
何
故
老
婆
が
死
人
の
髮
の
毛
を
拔
く
か
わ
か
ら
な
か
つ
た
。
從
つ
て
、

合
理
的
に
は
、
そ
れ
を
善
惡
の
何
れ
に
片
づ
け
て
よ
い
か
知
ら
な
か
つ
た
。
し
か
し
、
下
人

に
と
つ
て
は
、
こ
の
雨
の
夜
に
、
こ
の
羅
生
門
の
上
で
、
死
人
の
髮
の
毛
を
拔
く
と
云
ふ
事

が
、そ
れ
丈
で
既
に
許
す
可
ら
ざ
る
惡
で
あ
つ
た
。勿
論

下
人
は

さ
つ
き
迄

自
分
が
、

盗
人
に
な
る
氣
で
ゐ
た
事
な
ぞ
は

と
う
に
忘
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

善
と
悪
に
対
す
る
価
値
判
断
は
す
べ
て
自
分
を
基
準
に
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
老
婆
の
行
為
を

見
た
だ
け
で
理
由
も
聞
か
ず
に
悪
と
決
め
つ
け
て
い
る
。
従
っ
て
説
得
力
の
な
い
も
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
反
射
的
で
あ
り
突
発
的
な
感
情
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
後
、

こ
れ
ま
で
主
体
性
の
な
い
人
物
で
あ
っ
た
下
人
が
、「『
何
を
し
て
ゐ
た
。
さ
あ
何
を
し
て
ゐ
た
。

云
へ
。
云
は
ぬ
と

こ
れ
だ
ぞ
よ
。』」
と
言
い
、「
下
人
は
始
め
て
明
白
に
、
こ
の
老
婆
の
生
死
が
、

全
然
、
自
分
の
意
志
に
支
配
さ
れ
て
ゐ
る
と
云
ふ
事
を
意
識
し
た
」
と
、
こ
こ
で
自
分
の
意
志
を

初
め
て
示
す
。
唯
一
、
主
体
的
に
自
分
の
意
志
を
示
す
の
が
老
婆
に
対
し
て
で
あ
る
。
感
情
を
露

に
す
る
下
人
で
あ
る
が
、
次
の
よ
う
な
感
情
が
さ
ら
に
芽
生
え
て
い
く
。

さ
う
し
て
、
こ
の
意
識
は
、
今
ま
で
は
げ
し
く
燃
え
て
ゐ
た
憎
惡
の
心
を
何
時
の
間
に
か
冷

ま
し
て
し
ま
つ
た
。
後
に
殘
つ
た
の
は
、
唯
、
或
仕
事
を
爲
し
て
、
そ
れ
が
圓
滿
に
成
就
し

た
時
の
、
安
ら
か
な
得
意
と
滿
足
と
が
あ
る
ば
か
り
で
あ
る
。

こ
の
描
写
か
ら
下
人
の
満
足
感
を
読
む
こ
と
が
で
き
る
が
、
但
し
、
そ
れ
は
示
さ
れ
て
い
る
よ

う
に
自
己
満
足
に
す
ぎ
な
い
。
つ
ま
り
、
ま
だ
何
も
解
決
し
て
い
な
い
。
下
人
と
し
て
は
自
分
で

や
る
べ
き
こ
と
を
し
た
と
い
う
自
己
判
断
に
基
づ
く
も
の
で
、
自
分
が
悪
と
認
識
し
、
そ
れ
に
基

づ
き
行
動
を
起
こ
し
た
こ
と
に
満
足
し
て
い
る
だ
け
で
の
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
下
人
は
初
め
て

芽
生
え
た
自
分
の
意
志
に
よ
り
老
婆
に
白
状
さ
せ
る
た
め
に
は
、
自
ら
を
偽
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

「
己
は
檢
非
違
使
の
廳
の
役
人
な
ど
で
は
な
い
。
今
し
方
こ
の
門
の
下
を
通
り
か
ゝ
つ
た
旅

の
者
だ
。
だ
か
ら
お
前
に
繩
を
か
け
て
、
ど
う
し
や
う
と
云
ふ
や
う
な
事
は
な
い
。
唯
、
今

時
分
、
こ
の
門
の
上
で
、
何
を
し
て
居
た
の
だ
か
、
そ
れ
を
己
に
話
し
さ
へ
す
れ
ば
い
ゝ
の

だ
。」

そ
の
偽
り
と
引
き
換
え
に
老
婆
は
語
る
が
、
何
を
し
て
い
た
か
に
つ
い
て
は
、
下
人
は
老
婆
の

様
子
を
見
て
い
て
知
っ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
下
人
が
知
り
た
い
の
は
、
老
婆
が
何
故

髪
を
抜
い
て
い
た
か
と
い
う
理
由
で
あ
る
。

以
上
が
下
人
と
老
婆
の
や
り
取
り
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
常
に
「
門
の
下
」
を
引
き
合
い
に
出
し

な
が
ら
、
対
照
的
に
心
情
が
語
ら
れ
、「
門
の
下
」
で
逡
巡
し
て
い
た
下
人
と
の
相
違
が
多
く
み
ら

れ
る
。
時
間
経
過
に
つ
い
て
も
「
門
の
下
」
で
は
、
ゆ
っ
く
り
と
時
間
が
流
れ
て
い
た
が
、「
門
の

上
」
の
場
面
で
は
、
下
人
の
反
射
的
な
行
動
に
よ
り
、
憎
悪
が
生
ま
れ
て
い
る
。
先
述
し
た
よ
う
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に
、
逡
巡
す
る
下
人
の
根
底
に
感
傷
癖
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
一
方
で
下
人
に
内
在
す
る
善

悪
に
悩
む
正
義
感
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
下
人
の
正
義
感
が
よ
り
感
傷
癖
を
大
き
く
さ
せ
、
逡

巡
す
る
要
因
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
こ
と
が
影
響
し
て
、
こ
の
よ
う
な
「
門

の
下
」、「
門
の
上
」
の
相
反
す
る
行
動
に
繋
が
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

「
こ
の
髮
を
拔
い
て
な
、
こ
の
女
の
髮
を
拔
い
て
な
鬘
に
せ
う
と
思
う
た
の
ぢ
や
。」

下
人
は
、
老
婆
の
答
が
存
外
、
平
凡
な
の
に
失
望
し
た
。
さ
う
し
て
失
望
す
る
と
同
時
に
、

又

前
の
憎
惡
が
、
冷
な
侮
蔑
と
一
し
よ
に
、
心
の
中
へ
は
い
つ
て
來
た
。

だ
か
ら
こ
そ
「
老
婆
の
答
が
存
外
、
平
凡
な
の
に
失
望
し
た
」
の
で
あ
る
。
下
人
に
と
っ
て
は

盗
人
に
な
る
決
意
を
し
た
か
ら
に
は
、
平
凡
な
理
由
で
は
な
く
、
悪
を
肯
定
す
る
だ
け
の
理
由
を

期
待
し
て
い
た
の
で
あ
る
。「
平
凡
な
」
理
由
は
、
悪
を
否
定
し
、「
前
の
憎
惡
」
を
蘇
ら
せ
る
も

の
な
の
で
あ
る
。

蟋
蟀
と
老
婆
の
関
連
に
つ
い
て
は
、
海
老
井
氏
（
先
掲
書
）
が
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

作
品
の
展
開
に
し
た
が
え
ば
、「
蟋
蟀
」
に
代
っ
て
老
婆
が
登
場
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
こ

の
両
者
は
、
生
命
的
な
も
の
と
し
て
は
共
通
の
も
の
で
あ
り
つ
つ
、「
蟋
蟀
」
が
そ
の
〈
自
然

性
〉
を
意
味
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
老
婆
が
〈
自
由
性
〉
を
意
味
す
る
、
対
応
関
係
に
あ

る
の
は
明
ら
か
な
こ
と
で
あ
ろ
う
。〈
無
〉
と
〈
死
〉
と
に
帰
し
て
い
く
世
界
の
中
で
、
セ
ン

チ
メ
ン
タ
リ
ズ
ム
に
浸
っ
て
生
き
る
「
蟋
蟀
」
的
態
様
か
ら
意
志
的
な
生
命
力
に
あ
ふ
れ
た

老
婆
的
な
そ
れ
へ
の
展
開
が
、
他
で
も
な
く
「
羅
生
門
」
の
ド
ラ
マ
な
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
山
崎
氏
（
先
掲
書
）
は
次
の
よ
う
に
指
摘
す
る
。

蟋
蟀
を
「
結
局
は
」
死
滅
す
べ
き
は
か
な
い
生
命
の
象
徴
と
見
る
が
、
そ
の
よ
う
に
物
事
を

一
般
化
し
て
し
ま
え
ば
、
作
品
の
中
で
実
際
に
描
か
れ
て
い
る
こ
の
虫
の
、「
柱
に
と
ま
つ
て

ゐ
た
蟋
蟀
も
、
ど
こ
か
へ
行
つ
て
し
ま
つ
た
」
と
い
う
具
体
相
は
既
に
問
題
に
な
ら
な
い
で

あ
ろ
う
。
作
品
の
叙
述
に
即
し
た
具
体
的
な
問
い
は
、
先
入
主
に
囚
わ
れ
た
固
定
的
な
「
イ

メ
ー
ジ
」
に
よ
っ
て
塗
り
潰
さ
れ
て
し
ま
う
。（
中
略
）
老
婆
は
、
あ
く
ま
で
も
蟋
蟀
の
消
え

て
行
っ
た
そ
の
方
向
の
延
長
線
上
に
、
下
人
と
性
格
を
同
じ
く
し
て
立
ち
現
れ
て
来
る
存
在

な
の
で
、
蟋
蟀
と
老
婆
と
は
決
し
て
異
質
対
照
的
な
「
対
応
関
係
」
に
あ
る
も
の
で
は
な
い
。

忠
実
に
「
作
品
の
展
開
に
し
た
が
え
ば
」
そ
う
い
う
風
に
描
か
れ
て
い
る
。

山
崎
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
老
婆
は
蟋
蟀
の
代
わ
り
に
登
場
し
た
の
で
は
な
い
。
あ
く
ま
で

も
別
々
の
意
味
を
見
い
出
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
ま
で
考
察
し
て
き
た
よ
う
に
、
悪
を
肯
定
せ

ざ
る
を
得
な
か
っ
た
下
人
が
、
自
然
に
悪
を
全
否
定
す
る
こ
と
に
な
り
、
作
品
世
界
は
大
き
く
変

わ
る
。
感
傷
癖
に
よ
っ
て
逡
巡
す
る
下
人
の
姿
は
、
老
婆
の
登
場
に
よ
っ
て
、
正
義
感
を
思
い
出

し
た
か
の
よ
う
に
変
化
す
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
主
人
公
の
下
人
の
こ
れ
ま

で
を
す
べ
て
否
定
す
る
も
の
で
あ
り
、
老
婆
の
果
た
す
役
割
は
、
非
常
に
大
き
い
と
言
え
る
。
こ

の
よ
う
に
下
人
の
心
情
は
相
反
し
な
が
ら
も
、
下
人
は
自
ら
の
意
志
で
決
断
を
下
す
の
で
あ
る
。

六

「
下
人
」
の
決
断

自
分
は
、
こ
の
女
の
し
た
事
が
惡
い
と
は
思
は
な
い
。
し
な
け
れ
ば
、
饑
死
を
す
る
の
で
仕

方
が
な
く
し
た
事
だ
か
ら
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
又
今
、
自
分
の
し
て
ゐ
た
事
も
、
惡
い
事
と

は
思
は
な
い
。
こ
れ
も
や
は
り
し
な
け
れ
ば
、
饑
死
を
す
る
の
で
、
仕
方
が
な
く
す
る
事
だ

か
ら
で
あ
る
。
さ
う
し
て
、
そ
の
仕
方
が
な
い
事
を
、
よ
く
知
つ
て
ゐ
た
こ
の
女
は
、
自
分

の
す
る
事
を
許
し
て
く
れ
る
の
に
ち
が
ひ
な
い
と
思
ふ
か
ら
で
あ
る
。

老
婆
の
悪
の
論
理
で
あ
る
。
老
婆
は
「
こ
の
女
」
に
つ
い
て
、
蛇
を
干
し
魚
と
偽
っ
て
い
た
こ

と
、
そ
う
し
な
け
れ
ば
生
き
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
語
り
な
が
ら
、
そ
れ
を
「
仕
方
が
な
く
し
た

事
」
と
意
味
づ
け
し
て
い
る
。
ま
た
、「
こ
の
女
」
の
髪
の
毛
を
抜
く
自
分
の
行
為
も
、「
仕
方
が

な
く
す
る
事
」
で
あ
る
た
め
「
許
し
て
く
れ
る
に
ち
が
ひ
な
い
と
思
ふ
か
ら
で
あ
る
」
と
罪
の
意

識
は
感
じ
つ
つ
も
開
き
直
っ
て
い
る
。

そ
も
そ
も
「
悪
」
と
は
ど
う
い
う
も
の
を
指
す
か
。
一
般
的
に
「
悪
」
と
は
、「
人
に
迷
惑
を
か

け
る
行
為
、
や
っ
て
は
い
け
な
い
こ
と
」
を
指
し
、
自
分
が
判
断
す
る
の
で
は
な
く
社
会
的
に
判

断
さ
れ
る
。
つ
ま
り
判
断
す
る
相
手
が
存
在
す
る
。
そ
の
考
え
方
に
よ
れ
ば
「
悪
」
に
は
、「
犯
す

側
」
と
「
犯
さ
れ
る
側
」
が
存
在
し
、「
犯
さ
れ
る
側
」
が
ど
の
よ
う
に
判
断
す
る
か
と
い
う
こ
と

で
、
罪
の
重
み
も
変
わ
っ
て
く
る
。
例
え
ば
、
悪
を
「
犯
さ
れ
る
側
」
が
、
そ
れ
を
悪
と
認
識
せ

ず
、
許
す
の
で
あ
れ
ば
そ
の
悪
は
あ
ま
り
咎
め
ら
れ
な
い
。
老
婆
が
死
人
の
髪
を
抜
く
と
い
う
行

為
は
、
下
人
か
ら
見
れ
ば
、
死
人
の
尊
厳
を
無
視
し
た
悪
と
み
な
し
て
い
る
。
し
か
し
、
老
婆
は

「
こ
の
女
」
が
蛇
を
干
し
魚
と
偽
っ
て
い
た
こ
と
を
理
由
に
、
悪
を
働
く
自
分
の
こ
と
を
「
許
し

て
く
れ
る
の
に
ち
が
ひ
な
い
と
思
ふ
」
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
老
婆
の
悪
の
論
理
の
中
に
は
、

悪
を
「
犯
す
側
」
が
生
き
る
た
め
に
し
た
「
仕
方
が
な
く
す
る
事
」
を
主
張
す
る
。
そ
の
う
え
自

分
が
髪
を
抜
く
対
象
に
は
迷
惑
を
か
け
て
い
な
い
こ
と
、「
こ
の
女
の
賣
る
干
魚
は
、
味
が
よ
い
と

云
ふ
の
で
、
太
刀
帶
た
ち
が
、
缺
か
さ
ず
菜
料
に
買
つ
て
ゐ
た
」
こ
と
を
述
べ
、
両
者
と
も
に
「
犯

さ
れ
る
側
」
が
悪
と
認
識
し
て
い
な
い
こ
と
は
重
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
之
を
聞
い
て
ゐ
る
中
に
、
下
人
の
心
に
は
、
或
勇
氣
が
生
ま
れ
て
來
た
。
そ
れ
は
、

さ
つ
き
、
門
の
下
で
こ
の
男
に
缺
け
て
ゐ
た
勇
氣
で
あ
る
。
さ
う
し
て
、
又
さ
つ
き
、
こ
の

門
の
上
へ
上
つ
て
、
こ
の
老
婆
を
捕
へ
た
時
の
勇
氣
と
は
、
全
然

反
對
な
方
向
に
動
か
う

と
す
る
勇
氣
で
あ
る
。
下
人
は
、
饑
死
を
す
る
か
盗
人
に
な
る
か
に
迷
は
な
か
つ
た
ば
か
り

で
は
な
い
。
そ
の
時
の
、
こ
の
男
の
心
も
ち
か
ら
云
へ
ば
、
饑
死
な
ど
と
云
ふ
事
は
、
殆
、

考
へ
る
事
さ
へ
出
來
な
い
程
、
意
識
の
外
に
追
ひ
出
さ
れ
て
ゐ
た
。

「
き
つ
と
、
さ
う
か
。」

老
婆
の
話
が
完
る
と
、
下
人
は
嘲
る
や
う
な
聲
で
念
を
押
し
た
。
さ
う
し
て
、
一
足
前
へ
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出
る
と
、
不
意
に
、
右
の
手
を
面
皰
か
ら
離
し
て
、
老
婆
の
襟
上
を
つ
か
み
な
が
ら
、
か
う

云
つ
た
。

「
で
は
、
己
が
引
剥
を
し
や
う
と
恨
む
ま
い
な
。
己
も
さ
う
し
な
け
れ
ば
、
饑
死
を
す
る
體

な
の
だ
。」

そ
の
老
婆
の
悪
の
論
理
を
聞
い
て
、「
老
婆
は

大
體
こ
ん
な
意
味
の
事
を
云
つ
た
」
と
下
人
は

受
け
取
る
が
、
こ
こ
に
は
下
人
の
都
合
に
よ
る
勝
手
な
解
釈
が
含
ま
れ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。
そ

の
う
え
、
下
人
は
そ
れ
を
利
用
す
る
。
勿
論
、
こ
の
論
理
は
老
婆
に
し
か
通
用
し
な
い
。
悪
の
論

理
が
通
用
す
る
の
は
、
悪
を
働
い
た
こ
と
が
あ
る
人
だ
け
で
あ
る
。
即
ち
、
生
き
る
た
め
に
「
仕

方
が
な
く
す
る
事
」
と
い
う
理
由
に
よ
っ
て
悪
は
肯
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
下
人
も
、
ま
だ

悪
を
犯
し
て
い
な
い
ま
で
も
、
こ
れ
か
ら
犯
す
人
物
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
下
人
に
「
之
を
聞

い
て
ゐ
る
中
に
、
下
人
の
心
に
は
、
或
勇
氣
が
生
ま
れ
て
來
た
」
の
で
あ
る
。
し
か
し
、「
門
の
下
」

で
「
す
れ
ば
」
で
逡
巡
し
た
結
果
「
局
所
に
逢
着
し
た
」
は
ず
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
下
人
は
老
婆

に
出
会
う
こ
と
に
よ
っ
て
そ
れ
に
気
づ
い
た
の
で
な
け
れ
ば
、
老
婆
に
よ
っ
て
「
仕
方
が
な
く
す

る
事
」
の
存
在
を
知
っ
た
わ
け
で
も
な
い
。
そ
れ
は
既
に
下
人
は
「
門
の
下
」
に
い
た
時
に
認
識

済
み
の
こ
と
で
、
既
に
こ
の
悪
の
論
理
は
獲
得
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

既
に
「
仕
方
が
な
く
す
る
事
」
を
理
解
し
て
い
た
こ
と
か
ら
考
え
れ
ば
、
そ
も
そ
も
下
人
の
欲

し
か
っ
た
も
の
は
単
な
る
「
勇
氣
」
で
は
な
い
。
そ
れ
に
は
条
件
が
付
い
て
お
り
、「
積
極
的
に
肯

定
す
る
丈
の
」「
勇
氣
」
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
逡
巡
し
な
が
ら
も
、「
盗
人
に
な
る
」
こ
と
を
自
分

が
肯
定
で
き
る
も
の
を
求
め
て
い
る
。
下
人
に
と
っ
て
生
き
る
こ
と
と
正
義
感
は
両
立
し
な
い
。

生
き
る
た
め
に
「
仕
方
が
な
く
す
る
事
」
が
少
し
で
も
増
え
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
、
そ
れ
は
「
積
極

的
に
肯
定
す
る
丈
の
」
要
因
に
な
る
。
老
婆
の
悪
の
論
理
に
あ
る
よ
う
に
、「
犯
さ
れ
る
側
」
が
、

悪
と
認
め
な
い
の
で
あ
れ
ば
罪
は
軽
減
さ
れ
る
。
老
婆
の
言
う
悪
の
論
理
は
、
老
婆
が
「
仕
方
な

く
す
る
事
」
を
下
人
に
納
得
さ
せ
る
た
め
の
言
い
訳
に
使
っ
た
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
下
人
が
老

婆
に
悪
の
論
理
を
語
っ
て
も
老
婆
に
否
定
さ
れ
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
得
な
い
。
必
ず
老
婆
を
説

得
す
る
こ
と
が
で
き
る
。「
き
つ
と
、
さ
う
か
」
は
下
人
が
自
分
で
老
婆
の
悪
の
論
理
に
共
感
し
た

の
で
あ
る
。

こ
こ
で
確
認
し
て
お
き
た
い
の
は
、
老
婆
と
下
人
の
論
理
の
違
い
で
あ
る
。
老
婆
は
悪
の
論
理

を
使
っ
て
自
己
弁
護
す
る
。
そ
の
行
動
の
理
由
は
「
後
付
け
」
で
あ
り
、
自
ら
の
行
動
の
言
い
訳

に
す
ぎ
な
い
。
一
方
、
下
人
は
行
動
を
「
起
こ
す
前
」
に
「
で
は
、
己
が
引
剥
を
し
や
う
と
恨
む

ま
い
な
。
己
も
さ
う
し
な
け
れ
ば
、
饑
死
を
す
る
體
な
の
だ
」
と
老
婆
に
確
認
し
て
行
動
し
て
い

る
。
こ
の
下
人
の
確
認
が
重
要
な
の
で
は
な
い
か
。
こ
れ
は
老
婆
が
生
き
て
い
る
人
物
だ
か
ら
で

き
る
こ
と
で
あ
り
、「
犯
さ
れ
る
側
」
を
納
得
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

老
婆
の
エ
ゴ
イ
ズ
ム
は
生
き
る
た
め
に
「
仕
方
が
な
く
し
た
事
」
と
い
う
言
い
訳
に
よ
る
自
己

弁
護
の
た
め
の
も
の
で
あ
る
。
結
果
的
に
は
自
分
の
こ
と
し
か
考
え
て
い
な
い
。
一
方
的
で
、
本

来
の
自
己
本
位
な
エ
ゴ
イ
ズ
ム
に
近
い
。
だ
が
、
下
人
は
、
自
分
自
身
に
は
非
は
な
い
こ
と
を
相

手
に
認
め
さ
せ
る
た
め
の
エ
ゴ
イ
ズ
ム
、
換
言
す
れ
ば
、
相
手
に
納
得
さ
せ
る
こ
と
が
目
的
で
あ

り
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
自
己
肯
定
を
望
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
、
相
手
か

ら
の
視
点
を
気
に
し
た
自
分
を
正
当
化
し
た
い
気
持
ち
が
強
い
も
の
で
あ
る
。
下
人
の
場
合
は
、

自
分
が
納
得
す
る
前
に
、
ま
ず
相
手
が
納
得
す
る
こ
と
が
優
先
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
下
人
が
求

め
て
い
る
の
が
単
な
る
「
勇
氣
」
で
は
な
く
「
積
極
的
に
肯
定
す
る
」
た
め
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
が
背
景
に
あ
る
。
従
っ
て
正
義
感
の
強
い
下
人
に
と
っ
て
、
他
人
か
ら
自
分
が
ど
の
よ
う

に
思
わ
れ
る
か
、
と
い
う
こ
と
は
重
要
な
意
味
を
も
つ
の
で
あ
ろ
う
。
下
人
に
は
、
人
と
し
て
人

間
性
を
失
わ
な
い
た
め
に
も
、
老
婆
以
上
に
相
手
の
価
値
判
断
を
気
に
し
て
、
相
手
を
納
得
さ
せ

る
こ
と
が
、
自
己
肯
定
す
る
条
件
と
し
て
は
必
要
な
こ
と
な
の
で
あ
る
。

作
品
世
界
に
お
い
て
の
エ
ゴ
イ
ズ
ム
は
人
間
性
の
表
れ
で
も
あ
る
が
、
同
時
に
人
と
し
て
生
き

る
こ
と
の
否
定
に
も
繋
が
る
場
合
が
あ
る
。
一
般
的
に
エ
ゴ
イ
ズ
ム
は
相
手
の
こ
と
を
考
え
な
い

一
方
的
な
場
合
が
多
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、「
羅
生
門
」
の
作
品
世
界
に
は
、
様
々
な
形

の
エ
ゴ
イ
ズ
ム
を
も
つ
人
物
が
登
場
し
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
盗
人
に
な
る
と
い
う
こ
と
は
、「
門
の

上
」
に
転
が
っ
て
い
る
死
人
に
悪
を
働
く
の
で
は
な
い
。
生
き
て
い
る
人
に
対
し
て
で
あ
り
、
そ

の
生
き
て
い
る
老
婆
に
「
仕
方
が
な
く
す
る
事
」
を
納
得
さ
せ
た
う
え
で
悪
を
働
く
こ
と
。
こ
れ

が
下
人
に
と
っ
て
必
要
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
悪
こ
そ
相
手
の
こ
と
を
考
え
な
い
自
己
本
位

な
エ
ゴ
イ
ズ
ム
の
具
現
化
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
悪
を
働
く
こ
と
に
も
そ
れ
ぞ
れ
の
意
味

が
あ
り
、
下
人
に
と
っ
て
は
、
悪
を
働
く
た
め
に
「
積
極
的
に
肯
定
す
る
丈
の
、
勇
氣
」
が
必
要

だ
っ
た
の
で
あ
る
。

下
人
は
、
す
ば
や
く
、
老
婆
の
着
物
を
剥
ぎ
と
つ
た
。
そ
れ
か
ら
、
足
に
し
が
み
つ
か
う

と
す
る
老
婆
を
、
手
荒
く
屍
骸
の
上
へ
蹴
倒
し
た
。
梯
子
の
口
ま
で
は
、
僅
に
五
歩
を
數
へ

る
ば
か
り
で
あ
る
。
下
人
は
、
剥
ぎ
と
つ
た
檜
皮
色
の
着
物
を
わ
き
に
か
ゝ
へ
て
、
ま
た
ゝ

く
間
に
急
な
梯
子
を
夜
の
底
へ
か
け
下
り
た
。

老
婆
と
下
人
に
つ
い
て
、
三
好
行
雄
氏
は
「
許
し
あ
う
世
界
に
身
を
投
じ
」（『
芥
川
龍
之
介
論
』

昭
和
五
一
・
九
・
三
〇
、
筑
摩
書
房
）
た
と
、
述
べ
て
い
る
が
、
こ
の
三
好
説
へ
の
反
論
は
多
く
、

例
え
ば
首
藤
基
澄
氏
は
「
引
剥
に
あ
っ
て
、
必
死
に
抵
抗
す
る
老
婆
に
注
目
す
れ
ば
、『
許
し
あ
う

世
界
』
が
『
現
前
』
し
て
い
た
な
ど
と
は
、
と
う
て
い
考
え
ら
れ
な
い
。
死
者
は
生
者
の
悪
を
許

し
て
も
、
生
者
は
自
分
の
身
に
及
ぶ
悪
を
許
さ
な
い
の
で
あ
る
。」（「『
羅
生
門
』
論
―
下
人
の
行

動
を
中
心
に
―
」『
方
位
』
第
四
号
、
昭
和
五
七
・
五
）
と
述
べ
、
清
水
氏
は
「
下
人
の
足
に
し
が

み
つ
こ
う
と
す
る
老
婆
は
、下
人
を
許
し
て
は
い
な
い
し
、そ
れ
を
蹴
倒
し
て
走
り
去
る
下
人
も
、

老
婆
の
許
し
を
期
待
し
て
は
い
な
い
。」（
先
掲
書
）
と
指
摘
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
考
察
か
ら
も
、

こ
の
老
婆
と
下
人
の
や
り
取
り
か
ら
、「
許
し
あ
う
」
姿
を
読
み
取
る
の
は
難
し
い
。
し
か
し
、
下

人
の
老
婆
へ
の
言
動
は
「
老
婆
の
襟
上
を
つ
か
み
な
が
ら
」
で
あ
り
、
そ
の
結
果
「
足
に
し
が
み
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つ
か
う
と
す
る
老
婆
」
の
行
動
も
、「
仕
方
な
く
し
た
」
悪
を
実
行
し
な
が
ら
も
必
死
に
生
き
よ
う

と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
れ
ば
、「
許
し
あ
う
」
姿
を
読
み
取
る
以
前
に
、
こ
の
二
人
の
や
り
取

り
は
当
然
の
こ
と
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
下
人
が
「
手
荒
く
屍
骸
の
上
へ
蹴
倒
し
た
」
の
も
、
こ

れ
か
ら
悪
を
働
く
こ
と
を
決
心
し
た
下
人
に
は
、
当
然
こ
と
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ

こ
で
は
、
老
婆
が
許
し
た
の
か
、
納
得
し
た
か
と
い
う
の
は
問
題
で
は
な
く
、
先
述
し
た
よ
う
に
、

下
人
に
と
っ
て
は
、
悪
を
犯
す
こ
と
を
相
手
に
納
得
さ
せ
た
う
え
で
、
自
分
自
身
で
も
納
得
し
た

い
と
い
う
下
人
の
心
情
こ
そ
重
要
で
あ
る
。
即
ち
、
老
婆
か
ら
得
た
と
い
う
よ
り
も
、
下
人
が
老

婆
の
言
葉
を
自
分
な
り
に
利
用
し
て
、
不
足
し
て
い
た
「
積
極
的
に
肯
定
」
で
き
る
点
を
補
っ
た

の
で
あ
る
。
下
人
は
そ
れ
を
利
用
し
て
盗
人
に
な
る
「
き
っ
か
け
」
に
し
た
の
で
あ
る
。
逡
巡
し

て
き
た
自
分
に
と
っ
て
、
今
後
の
行
動
を
決
定
す
る
べ
き
大
き
な
決
断
は
自
分
が
納
得
す
る
こ
と

で
あ
り
、
下
人
の
「Sentim

entalism
e

」
が
こ
れ
ま
で
、
勇
気
を
獲
得
で
き
な
い
障
害
に
な
っ

て
い
た
が
、
そ
れ
だ
け
に
老
婆
の
存
在
が
救
い
に
な
る
の
で
あ
る
。(

８)

さ
ら
に
付
け
加
え
る
と
す

れ
ば
、
あ
く
ま
で
も
老
婆
の
悪
の
論
理
は
、
理
論
的
に
理
解
し
た
に
過
ぎ
な
い
。
や
は
り
お
互
い

が
許
し
合
え
た
と
は
思
わ
な
い
が
、「
理
論
的
に
は
」
と
い
う
条
件
付
き
で
は
お
互
い
が
理
解
し
合

え
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
老
婆
に
出
会
い
「
或
つ
よ
い
感
情
」
が
突
然
芽
生
え
た
よ
う

に
、
自
分
が
生
死
と
向
か
い
合
っ
た
時
、
そ
の
理
論
を
越
え
て
感
情
的
に
「
足
に
し
が
み
つ
か
う

と
す
る
老
婆
」
と
「
手
荒
く
屍
骸
の
上
へ
蹴
倒
し
た
」
下
人
の
姿
を
見
て
も
違
和
感
を
覚
え
な
い
。

そ
の
意
味
で
考
え
る
と
「
門
の
下
」
で
逡
巡
し
て
納
得
で
き
な
か
っ
た
下
人
が
、「
門
の
上
」
で
老

婆
を
見
て
「
ど
う
せ
」
と
憎
悪
を
も
っ
た
こ
と
も
、
こ
の
こ
と
に
等
し
い
。
正
義
感
の
強
い
下
人

に
と
っ
て
は
、
制
御
で
き
な
い
感
情
も
不
思
議
な
こ
と
で
は
な
い
。
そ
も
そ
も
感
情
と
は
理
論
を

越
え
た
と
こ
ろ
に
存
在
す
る
場
合
も
あ
る
。

七

「
下
人
」
の
行
方

周
知
の
と
お
り
、
結
び
の
一
文
は
三
回
改
変
さ
れ
て
い
る
。

（
初
出
）
下
人
は
、
既
に
、
雨
を
冒
し
て
、
京
都
の
町
へ
強
盗
を
働
き
に
急
ぎ
つ
ゝ
あ
つ
た
。

（『
帝
國
文
學
』（
大
正
四
年
一
一
月
）

（
初
版
）
下
人
は
、
既
に
、
雨
を
冒
し
て
、
京
都
の
町
へ
強
盗
を
働
き
に
急
い
で
ゐ
た
。

（
第
一
短
編
集
『
羅
生
門
』（
大
正
六
年
五
月
、
阿
蘭
陀
書
房
）

（
定
稿
）
下
人
の
行
方
は
、
誰
も
知
ら
な
い
。

（
第
三
短
篇
集
『
鼻
』（
大
正
七
年
七
月
、
春
陽
堂
）

初
出
か
ら
二
年
半
た
っ
て
最
終
の
定
稿
に
な
る
。
初
出
の
「
急
ぎ
つ
ゝ
あ
つ
た
」、
初
版
の
「
急

い
で
ゐ
た
」
と
も
に
、「
急
」
ぐ
と
い
う
下
人
の
心
情
が
み
ら
れ
る
。
初
出
は
「
急
ぎ
つ
ゝ
あ
つ
た
」

と
ま
だ
、
下
人
が
行
動
に
移
す
前
の
段
階
が
描
写
さ
れ
て
い
る
。
換
言
す
れ
ば
、
実
際
に
急
い
で

い
た
の
か
明
確
で
は
な
い
が
、
心
情
に
即
し
て
考
え
れ
ば
、
急
ご
う
と
し
て
い
る
こ
と
は
推
測
で

き
る
。
そ
の
後
、
初
版
で
は
「
急
い
で
ゐ
た
」
と
行
動
が
明
確
に
示
さ
れ
、
最
終
的
に
定
稿
の
「
下

人
の
行
方
は
、
誰
も
知
ら
な
い
」
に
な
る
。
何
故
、
こ
れ
ま
で
築
き
上
げ
て
き
た
も
の
を
、
壊
す

か
の
よ
う
に
間
接
話
法
を
使
い
、最
終
的
に
下
人
の
行
方
を
分
か
ら
な
く
し
た
の
か
。ま
た
初
出
、

初
版
で
は
、
何
故
下
人
を
「
急
」
が
せ
る
必
要
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
海
老
井
氏
は
「
そ
こ
に

は
消
極
的
・
否
定
的
性
格
は
少
し
も
な
い
。（
中
略
）〈
自
我
の
覚
醒
〉
と
い
う
体
の
、
解
放
へ
の

方
途
が
下
人
に
開
か
れ
た
の
で
あ
る
。」（
先
掲
書
）
と
指
摘
し
て
い
る
が
、
そ
の
よ
う
に
読
み
取

る
こ
と
は
可
能
な
の
で
あ
ろ
う
か
。「
門
の
下
」
で
感
傷
癖
に
よ
り
逡
巡
し
、
心
情
の
余
裕
が
み
ら

れ
た
下
人
の
姿
と
、「
門
の
上
」
か
ら
駆
け
下
り
て
「
急
い
で
ゐ
」
る
下
人
の
姿
は
矛
盾
す
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
も
と
も
と
下
人
に
は
、
感
傷
癖
が
あ
り
逡
巡
す
る
人
物
の
た
め
、
老
婆
か
ら
「
き

っ
か
け
」
を
も
ら
っ
た
と
し
て
も
、
時
間
が
あ
れ
ば
、
こ
の
先
の
自
分
の
姿
を
想
像
し
て
、
ま
た

逡
巡
を
続
け
る
で
あ
ろ
う
。
少
な
く
と
も
こ
の
後
す
ぐ
に
、「
強
盗
を
働
き
に
」
行
く
と
は
考
え
ら

れ
な
い
。
下
人
は
じ
っ
く
り
と
時
間
を
か
け
、
逡
巡
す
る
こ
と
で
、
自
分
の
納
得
す
る
結
論
を
出

さ
な
け
れ
ば
行
動
で
き
な
い
人
物
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
早
急
に
出
し
た
結
論
で
は
、
そ
れ
は
自
分

の
出
し
た
結
論
の
良
し
悪
し
が
、
下
人
の
中
で
定
ま
っ
て
い
な
い
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、

「
急
い
で
ゐ
る
」
の
は
、
突
発
的
で
早
急
に
出
し
た
自
分
の
答
え
に
対
し
て
、
気
が
変
わ
る
か
も

し
れ
な
い
不
安
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
不
安
な
気
持
ち
が
、「
急
」
が
せ
た
と
考
え
ら
れ

る
の
で
あ
る
。
そ
の
気
持
ち
を
よ
り
分
か
り
や
す
く
す
る
た
め
に
、
末
尾
を
初
出
の
「
急
ぎ
つ
ゝ

あ
つ
た
」
か
ら
初
版
の
「
急
い
で
ゐ
た
」
の
よ
う
に
具
体
化
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

老
婆
は
、
つ
ぶ
や
く
や
う
な
、
う
め
く
や
う
な
聲
を
立
て
な
が
ら
、
ま
だ
燃
え
て
ゐ
る
火
の

光
を
た
よ
り
に
、
梯
子
の
口
ま
で
、
這
つ
て
行
つ
た
。
さ
う
し
て
、
そ
こ
か
ら
、
短
い
白
髮

を
倒
に
し
て
、
門
の
下
を
覗
き
こ
ん
だ
。
外
に
は
、
唯
、
黒
洞
々
た
る
夜
が
あ
る
ば
か
り
で

あ
る
。

下
人
は
、
既
に
、
雨
を
冐
し
て
、
京
都
の
町
へ
強
盗
を
働
き
に
急
ぎ
つ
ゝ
あ
つ
た
。

作
品
中
で
は
、
服
を
剥
ぎ
取
ら
れ
た
老
婆
は
、「
短
い
白
髮
を
倒
に
し
て
、
門
の
下
を
覗
き
こ
ん
」

で
い
て
も
「
門
の
下
」
に
降
り
て
く
る
こ
と
は
な
い
。
そ
れ
は
、
蟋
蟀
が
決
し
て
「
門
の
上
」
に

上
が
っ
て
こ
な
い
の
と
同
様
で
あ
る
。
即
ち
両
者
は
、
住
む
世
界
、
所
謂
、
羅
生
門
の
作
品
世
界

の
中
で
、
与
え
ら
れ
た
役
割
が
違
う
か
ら
で
あ
り
、
悪
を
働
く
こ
と
で
生
を
得
る
か
、
こ
の
ま
ま

悪
を
働
か
ず
飢
え
死
を
す
る
か
。
と
逡
巡
し
、
後
に
、
悪
を
働
く
勇
気
を
得
る
下
人
だ
け
は
、「
門

の
下
」
と
「
門
の
上
」
を
唯
一
行
き
来
で
き
る
人
物
な
の
で
あ
る
。

「
下
人
の
行
方
は
、
誰
も
知
ら
な
い
」
と
あ
る
よ
う
に
最
終
的
に
下
人
の
状
況
、
心
情
を
明
確

に
す
る
た
め
に
、
下
人
に
寄
り
添
い
進
行
し
て
い
た
「
語
り
手
」
で
あ
る
が
、
最
終
的
に
下
人
か

ら
離
れ
て
し
ま
う
。「
門
の
上
」
の
死
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
た
異
空
間
か
ら
「
門
の
下
」
に
降

り
て
来
た
下
人
に
と
っ
て
、
果
た
し
て
実
際
に
京
の
町
で
生
き
ら
れ
る
か
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
定
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か
で
は
な
い
。
京
の
町
は
「
外
に
は
、
唯
、
黒
洞
々
た
る
夜
が
あ
る
ば
か
り
で
あ
る
」
と
あ
る
が

「
外
に
は
」
と
表
現
さ
れ
る
よ
う
に
、
し
か
も
今
後
、
盗
人
と
し
て
生
き
て
い
く
世
界
は
、「
門
の

下
」
と
い
う
限
定
さ
れ
た
空
間
で
は
な
い
。
限
り
な
く
深
く
、
底
知
れ
な
い
暗
闇
の
世
界
が
続
く

「
洛
中
」
の
京
の
町
な
の
で
あ
る
。
下
人
が
老
婆
か
ら
得
た
「
あ
る
勇
氣
」
は
「
き
っ
か
け
」
に

過
ぎ
ず
、
一
時
の
も
の
で
あ
り
、
そ
の
ま
ま
盗
人
と
し
て
生
き
て
い
け
る
か
に
つ
い
て
は
疑
問
で

あ
る
。
語
り
手
だ
け
で
な
く
「
誰
も
知
ら
な
い
」
の
は
、
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、「
下
人
」

に
寄
り
添
っ
て
い
た
「
蟋
蟀
」
が
、
早
く
「
も
う
ど
こ
か
へ
行
つ
て
し
ま
つ
た
」
の
も
理
解
で
き

な
い
こ
と
で
は
な
い
。
さ
ら
に
、
あ
れ
ほ
ど
余
裕
の
見
ら
れ
た
下
人
が
「
急
ぎ
つ
ゝ
あ
つ
た
」
よ

う
に
、
得
た
も
の
は
あ
く
ま
で
も
「
き
っ
か
け
」
で
あ
る
。「
感
傷
癖
」
の
持
ち
主
で
あ
る
下
人
に

と
っ
て
は
、
老
婆
を
見
て
、
気
持
ち
が
変
化
し
た
よ
う
に
時
間
と
共
に
消
え
る
可
能
性
も
あ
り
、

最
終
的
に
「
誰
も
知
ら
な
い
」
こ
と
の
方
が
、
最
も
頷
く
こ
と
が
で
き
る
。

作
品
に
流
れ
る
時
間
に
つ
い
て
は
、
下
人
は
暇
を
出
さ
れ
、「
四
五
日
」
経
っ
て
い
る
。
し
か
も
、

そ
の
後
も
一
夜
を
明
か
そ
う
と
「
門
の
上
」
に
行
く
。
先
述
し
た
よ
う
に
、
下
人
の
心
情
に
は
余

裕
が
あ
り
下
人
に
と
っ
て
の
時
間
は
緩
や
か
に
流
れ
て
い
る
。
一
方
、
老
婆
に
出
会
っ
て
か
ら
の

時
間
の
流
れ
は
早
い
。
老
婆
に
言
い
寄
り
、
引
剥
ぎ
を
す
る
ま
で
の
時
間
。
そ
し
て
、
そ
の
後
の

「
門
の
下
」
に
降
り
て
か
ら
も
急
い
で
い
る
。
こ
れ
は
下
人
が
「
門
の
下
」
で
逡
巡
し
て
い
た
こ

と
の
証
で
も
あ
り
、「
門
の
上
」
で
得
た
自
分
の
心
情
が
変
わ
ら
な
い
う
ち
に
、
言
わ
ば
「
き
っ
か

け
」
の
効
果
が
な
く
な
っ
て
し
ま
わ
な
い
う
ち
に
行
動
に
移
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

八

「
な
る
可
く
現
状
と
懸
け
離
れ
た
、
な
る
可
く
愉
快
な
小
説
」

最
後
に
、「
羅
生
門
」
の
執
筆
動
機
及
び
芥
川
自
身
の
言
及
と
作
品
と
の
関
連
に
つ
い
て
考
え
て

お
き
た
い
。
既
に
自
明
の
こ
と
で
あ
る
が
、「
羅
生
門
」
に
は
、
大
正
四
年
春
の
「
恋
愛
問
題
」
が

大
き
く
影
響
し
て
い
る
。そ
れ
は
芥
川
二
十
三
歳
の
時
、相
手
は
吉
田
弥
生
と
の
恋
愛
の
こ
と
で
、

家
族
か
ら
激
し
い
反
対
が
あ
り
、
結
婚
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
反
対
理
由
は
吉
田
弥
生
の

出
生
に
関
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
時
の
様
子
を
親
友
に
次
の
よ
う
に
綴
る
。

家
の
も
の
に
そ
の
話
を
も
ち
出
し
た

そ
し
て
烈
し
い
反
対
を
う
け
た

伯
母
が
夜
通
し
な

い
た

僕
も
夜
通
し
泣
い
た

あ
く
る
朝
む
づ
か
し
い
顔
を
し
な
が
ら
僕
が
思
切
る
と
云
つ

た

そ
れ
か
ら
不
愉
快
な
気
ま
づ
い
日
が
何
日
も
つ
ゞ
い
た

（
大
正
四
年
二
月
二
八
日
付
、
井
川
恭
宛
書
簡
）

反
対
す
る
家
族
の
様
子
、
芥
川
の
苦
し
い
胸
の
内
が
率
直
に
綴
ら
れ
て
い
る
。
親
友
へ
の
書
簡

な
ら
で
は
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

イ
ゴ
イ
ズ
ム
を
は
な
れ
た
愛
が
あ
る
か
ど
う
か

イ
ゴ
イ
ズ
ム
の
あ
る
愛
に
は
人
と
人
と
の

間
の
障
壁
を
わ
た
る
事
は
出
来
な
い

人
の
上
に
落
ち
て
く
る
生
存
苦
の
寂
莫
を
癒
す
事
は

出
来
な
い

イ
ゴ
イ
ズ
ム
の
な
い
愛
が
な
い
と
す
れ
ば
人
の
一
生
程
苦
し
い
も
の
は
な
い

周
囲
は
醜
い

自
己
も
醜
い

そ
し
て
そ
れ
を
目
の
あ
た
り
に
見
て
生
き
る
の
は
苦
し
い

し
か
も
人
は
そ
の
ま
ゝ
に
生
き
る
事
を
強
ひ
ら
れ
る

一
切
を
神
の
仕
業
と
す
れ
ば
神
の
仕

業
は
悪
む
べ
き
嘲
弄
だ

僕
は
イ
ゴ
イ
ズ
ム
を
は
な
れ
た
愛
の
存
在
を
疑
ふ
（
僕
自
身
に
も
）

僕
は
時
々
や
り
き
れ
な
い
と
思
ふ
事
が
あ
る

何
故
こ
ん
な
に
し
て
迄
も
生
存
を
つ
ゞ
け
る

必
要
が
あ
る
の
だ
ら
う
と
思
ふ
事
が
あ
る

そ
し
て
最
後
に
神
に
対
す
る
復
讐
は
自
己
の
生

存
を
失
ふ
事
だ
と
思
ふ
事
が
あ
る

僕
は
ど
う
す
れ
ば
い
ゝ
の
だ
か
わ
か
ら
な
い

（
大
正
四
年
三
月
九
日
付
、
井
川
恭
宛
書
簡
）

続
い
て
「
愛
」
に
つ
い
て
自
分
の
考
え
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。「
イ
ゴ
イ
ズ
ム
の
あ
る
愛
」
と

は
見
せ
か
け
だ
け
の
愛
、
偽
り
の
愛
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
「
人
と
人
と
の
間
の
障
壁
」
を
わ
た
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
し
て
、
閉
ざ
さ
れ
た
寂
寞
を
癒
す
こ
と
は
で
き
な
い
。「
イ
ゴ
イ
ズ
ム
の
な

い
愛
」
が
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
人
生
は
苦
し
い
。「
イ
ゴ
イ
ズ
ム
の
あ
る
愛
」
を
否
定
し
、「
イ
ゴ

イ
ズ
ム
の
な
い
愛
」
を
推
奨
し
て
い
る
。
し
か
し
、「
イ
ゴ
イ
ズ
ム
を
は
な
れ
た
愛
」
が
存
在
す
る

か
自
分
に
は
確
信
が
な
い
。
こ
こ
か
ら
読
む
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
芥
川
の
そ
れ
を
求
め
る
強
い

思
い
で
あ
る
。

す
べ
て
の
刺
戟
に
対
し
て
反
応
性
を
失
つ
た
や
う
な
―
―
云
は
ゞ
精
神
的
に
胃
弱
に
な
つ
た

や
う
な
心
細
さ
を
感
じ
て
ゐ
ま
す

こ
の
心
細
い
心
も
ち
が
わ
か
り
ま
す
か
（
僕
は
誰
に
も

わ
か
ら
な
い
や
う
な
又
わ
か
ら
な
い
の
が
当
然
な
や
う
な
気
が
し
ま
す
が
）
私
は
今
心
か
ら

謙
遜
に
愛
を
求
め
て
ゐ
ま
す
（
中
略
）
私
は
随
分
苦
し
い
目
に
あ
つ
て
来
ま
し
た

又
現
に

あ
ひ
つ
ゝ
あ
り
ま
す

如
何
に
血
族
の
関
族マ

マ

が
稀
薄
な
も
の
で
あ
る
か

如
何
に
イ
ゴ
イ

ズ
ム
を
離
れ
た
愛
が
存
在
し
な
い
か

如
何
に
相
互
の
理
解
が
不
可
能
か

如
何
に
「
真
」

を
見
る
事
の
苦
し
い
か

さ
う
し
て
又
如
何
に
「
真
」
を
他
人
に
見
せ
し
め
ん
と
す
る
事
が

悲
劇
を
齎
す
か

（
大
正
四
年
四
月
二
三
日
付
、
山
本
喜
誉
司
宛
書
簡
）

人
間
関
係
に
お
い
て
本
当
の
愛
が
な
い
こ
と
を
問
題
に
し
て
い
る
。
い
か
に
愛
と
偽
っ
て
人
間

関
係
が
構
築
さ
れ
て
い
る
か
。自
分
自
身
の
体
験
を
通
し
て
、本
当
の
愛
の
存
在
を
求
め
て
い
る
。

僕
は
あ
り
の
ま
ゝ
に
大
き
く
な
り
た
い

あ
り
の
ま
ゝ
に
強
く
な
り
た
い

僕
を
苦
し
ま
せ

る
ヴ
ア
ニ
チ
ー
と
性
欲
と
イ
ゴ
イ
ズ
ム
と
を
僕
の
ヂ
ヤ
ス
チ
フ
ァ
イ
し
得
べ
き
も
の
に
向
上

さ
せ
た
い

そ
し
て
愛
す
る
事
に
よ
つ
て
愛
せ
ら
る
ゝ
事
な
く
と
も
生
存
苦
を
な
ぐ
さ
め
た

い

（
大
正
四
年
三
月
一
二
日
付
、
井
川
恭
宛
書
簡
）

首
藤
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
仕
方
が
な
い
」
と
、
結
婚
を
断
念
し
た
芥
川
の
諦
念
が
色
濃
く
出
て
い
る
。
脆
く
も
現
実
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に
妥
協
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
無
念
さ
が
「
羅
生
門
」
の
世
界
に
、
逆
の
形
で
生

か
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。「
現
状
と
懸
け
離
れ
た
」
小
説
で
は
、
力
が
逆
転

す
る
。「
生
活
と
芸
術
の
方
向
を
、わ
れ
わ
れ
は
そ
こ
に
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。芥
川
は
、

現
実
の
生
活
は
生
き
切
る
ね
ば
り
に
欠
け
る
が
、
芸
術
の
中
で
は
自
己
を
生
き
切
る
の
で
あ

る
。（
先
掲
論
文
）

現
実
の
世
界
で
で
き
な
っ
た
こ
と
を
、
小
説
の
中
で
実
践
し
て
い
る
と
考
え
、
老
婆
へ
の
抵
抗

は
反
対
さ
れ
た
伯
母
へ
の
抵
抗
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
も
し
そ
う
で
あ
れ
ば
、
芥
川
は
「
イ

ゴ
イ
ズ
ム
を
は
な
れ
た
愛
」
の
存
在
を
否
定
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
が
そ
う
で
は
な
い
。
親
友
の

井
川
恭
と
の
書
簡
の
や
り
取
り
で
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
現
実
世
界
で
果
た
せ
な
か
っ
た
も
の
を

小
説
に
託
し
、
自
己
満
足
す
る
よ
う
な
芥
川
で
は
な
い
。
ま
し
て
伯
母
に
対
し
て
も
、
そ
の
よ
う

な
反
発
的
な
感
情
も
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
。
芥
川
は
純
粋
に
現
実
世
界
で
は
叶
わ
な
か
っ
た
体

験
を
基
に
し
て
、
新
た
な
愛
で
あ
る
「
イ
ゴ
イ
ズ
ム
を
は
な
れ
た
愛
」
の
存
在
を
よ
り
強
く
求
め

よ
う
と
し
て
い
る
。「
見
せ
か
け
だ
け
の
愛
」
を
芥
川
は
本
当
の
愛
と
は
せ
ず
「
イ
ゴ
イ
ズ
ム
」
と

言
い
、
そ
れ
を
非
難
し
て
い
る
。
そ
し
て
自
分
な
り
の
愛
に
つ
い
て
語
る
。
芥
川
の
求
め
た
愛
と

は
何
か
。「
愛
す
る
事
に
よ
つ
て
愛
せ
ら
る
ゝ
事
な
く
と
も
」
よ
い
愛
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
そ
れ
は

愛
し
て
も
ら
え
な
く
て
も
、
愛
す
る
者
に
与
え
続
け
る
こ
と
こ
そ
が
愛
で
あ
る
。
即
ち
、「
イ
ゴ
イ

ズ
ム
の
あ
る
愛
」
で
は
な
く
、
そ
れ
を
「
イ
ゴ
イ
ズ
ム
を
は
な
れ
た
愛
」
と
呼
ぶ
。
愛
し
て
も
ら

い
た
い
と
い
う
見
返
り
を
求
め
な
い
「
無
償
の
愛
」
な
の
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
考
察
し
て
き
た
よ
う
に
「
羅
生
門
」
に
も
エ
ゴ
イ
ズ
ム
は
重
要
な
意
味
を
も
つ
。
本

来
の
エ
ゴ
イ
ズ
ム
は
、
相
手
の
こ
と
を
考
え
な
い
一
方
的
な
方
向
性
を
も
つ
よ
う
に
思
え
る
。
し

か
し
、「
羅
生
門
」
で
は
、
先
述
し
た
よ
う
に
、
蛇
を
干
し
魚
と
偽
る
女
は
、
咎
め
ら
れ
る
ど
こ
ろ

か
味
が
良
い
と
喜
ば
れ
て
い
る
こ
と
、
老
婆
は
女
が
自
分
の
こ
と
を
許
し
て
く
れ
る
と
思
っ
て
い

る
こ
と
、
そ
し
て
主
人
公
の
下
人
は
、
老
婆
に
問
い
か
け
て
い
る
こ
と
。
こ
の
よ
う
に
三
者
三
様
、

状
況
は
異
な
る
が
、
共
通
す
る
の
は
相
手
の
存
在
を
視
野
に
入
れ
て
そ
れ
ぞ
れ
が
主
張
す
る
エ
ゴ

イ
ズ
ム
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
気
が
す
る
。

こ
こ
で
「
羅
生
門
」
の
素
材
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。「
羅
生
門
」
は
、「
今
昔
物
語
集
」

の
本
朝
世
俗
部
巻
二
十
九
第
十
八
「
羅
城
門
登
上
層
見
死
人
盗
人
語
」
を
基
に
、
巻
三
十
一
第
三

十
一
「
太
刀
帯
陣
売
魚
嫗
語
」
で
あ
る
。
下
人
の
盗
ん
だ
物
を
比
較
し
て
み
る
と
、「
今
昔
物
語
集
」

で
は
、
主
人
公
が
「
老
婆
が
女
か
ら
抜
い
た
髪
の
毛
」、「
老
婆
の
着
て
い
た
服
」
の
両
方
を
奪
っ

て
い
る
の
に
対
し
、「
羅
生
門
」
で
は
「
老
婆
の
服
を
剥
ぎ
と
」
っ
て
い
る
の
み
で
、
髪
の
毛
は
盗

ん
で
い
な
い
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
山
崎
氏
は
（
先
掲
書
）
の
中
で
次
の
よ
う
に
指
摘
す
る
。

「
老
婆
の
「
着
物
」
が
「
檜
皮
色
」
を
し
て
い
る
こ
と
に
よ
る
。（
中
略
）「
多
分
、
そ
れ
が

黒
み
を
帯
び
た
赤
色
で
あ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
何
故
な
ら
、「
赤
」
い
色
は
「
羅
生
門
」
に
お

い
て
、
か
な
り
重
要
な
意
味
を
含
ん
で
出
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
山
崎
氏
の
意
見
は
、「
丹
塗
の
剥
げ
た
、
大
き
な
圓
柱
」、「
夕
燒
け
で
あ
か
く
な
る
時
」、「
赤

く
膿
を
持
つ
た
面
皰
の
あ
る
頬
」
の
「
赤
」
に
つ
い
て
も
考
察
し
見
解
を
示
し
た
も
の
で
あ
り
、

作
品
全
体
を
視
野
に
入
れ
た
説
得
力
の
あ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
指
摘
に
比
べ
れ
ば
、
推

論
の
域
を
出
な
い
が
、
下
人
が
欲
し
い
物
は
「
積
極
的
に
肯
定
す
る
丈
の
、
勇
氣
」
で
あ
り
、
言

わ
ば
「
き
っ
か
け
」
で
あ
る
。
即
ち
、「
羅
生
門
」
は
文
脈
通
り
に
「
き
っ
か
け
」
だ
け
に
し
て
い

る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
こ
の
「
門
の
上
」
を
見
る
と
、「
そ
の
中
に
裸
の
屍
骸
と
、

着
物
を
着
た
屍
骸
と
が
あ
る
と
云
ふ
事
で
あ
る
。
勿
論
、
中
に
は
女
も
男
も
ま
じ
つ
て
ゐ
る
ら
し

い
」
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
捨
て
ら
れ
た
こ
の
死
人
に
わ
ざ
わ
ざ
服
を
着
さ
せ
、
女
も
男
も
混

じ
ら
せ
て
い
る
意
味
は
何
か
。
こ
れ
は
老
婆
の
生
き
る
可
能
性
を
残
し
た
の
で
は
な
い
か
。
つ
ま

り
、
老
婆
は
生
き
る
た
め
に
女
か
ら
抜
い
た
髪
の
毛
を
持
っ
て
お
り
、「
門
の
上
」
の
死
人
か
ら
服

を
剥
ぎ
取
り
そ
れ
を
着
て
売
り
に
行
け
ば
老
婆
の
生
は
保
証
さ
れ
る
。
即
ち
、
下
人
は
自
分
の
欲

し
い「
き
っ
か
け
」だ
け
を
手
に
入
れ
る
だ
け
で
そ
れ
以
上
の
も
の
を
得
る
こ
と
を
し
て
い
な
い
。

そ
れ
は
、
老
婆
の
た
め
を
思
っ
て
の
行
動
で
あ
り
、
老
婆
も
生
か
そ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

但
し
、
下
人
は
老
婆
の
こ
と
を
思
い
な
が
ら
も
、
そ
の
こ
と
を
言
葉
と
し
て
発
し
て
い
な
い
。
以

上
の
こ
と
か
ら
、「
羅
生
門
」
の
作
品
世
界
に
お
け
る
そ
れ
ぞ
れ
の
エ
ゴ
イ
ズ
ム
が
、
相
手
の
こ
と

を
視
野
に
入
れ
て
い
た
こ
と
に
も
通
じ
る
点
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

周
知
の
よ
う
に
、
芥
川
は
「
羅
生
門
」
の
執
筆
動
機
に
つ
い
て
「
あ
の
頃
の
自
分
の
事
」（『
中

央
公
論
』
大
正
八
・
一
）
の
中
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

当
時
書
い
た
小
説
は
、「
羅
生
門
」
と
「
鼻
」
と
の
二
つ
だ
つ
た
。
自
分
は
半
年
ば
か
り
前
か

ら
悪
く
こ
だ
は
つ
た
恋
愛
問
題
の
影
響
で
、
独
り
に
な
る
と
気
が
沈
ん
だ
か
ら
、
そ
の
反
対

に
な
る
可
く
現
状
と
懸
け
離
れ
た
、
な
る
可
く
愉
快
な
小
説
が
書
き
た
か
つ
た
。
そ
こ
で
と

り
あ
へ
ず
先
、
今
昔
物
語
か
ら
材
料
を
取
つ
て
、
こ
の
二
つ
の
短
篇
を
書
い
た
。
書
い
た
と

云
つ
て
も
発
表
し
た
の
は
「
羅
生
門
」
だ
け
で
、「
鼻
」
の
方
は
ま
だ
中
途
で
止
つ
た
き
り
、

暫
く
は
片
が
つ
か
な
か
つ
た
。

こ
こ
で
も
「
羅
生
門
」
と
「
恋
愛
問
題
の
影
響
」
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
問
題

に
し
た
い
の
は
、
こ
の
「
羅
生
門
」
が
「
な
る
可
く
現
状
と
懸
け
離
れ
た
、
な
る
可
く
愉
快
な
小

説
」
で
あ
る
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
作
品
の
考
察
と
合
わ
せ
て
こ
の
問
題
を
考

え
て
お
き
た
い
。
こ
れ
ま
で
考
察
し
て
き
た
よ
う
に
、
自
ら
の
体
験
に
よ
る
「
イ
ゴ
イ
ズ
ム
」
の

問
題
に
つ
い
て
は
、「
羅
生
門
」
の
作
品
世
界
と
も
深
く
関
わ
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

芥
川
の
い
う
「
現
状
」
と
は
ま
さ
し
く
、
書
簡
で
も
あ
っ
た
よ
う
に
「
イ
ゴ
イ
ズ
ム
の
あ
る
愛
」

そ
の
も
の
で
あ
る
。
言
わ
ば
そ
れ
に
よ
っ
て
失
恋
し
た
の
で
あ
る
。
で
は
「
羅
生
門
」
の
作
品
世

界
は
ど
う
か
。
下
人
が
引
剥
を
す
る
こ
と
を
老
婆
に
納
得
さ
せ
よ
う
と
し
た
こ
と
や
下
人
が
老
婆

の
た
め
に
生
の
可
能
性
を
残
し
た
こ
と
は
「
イ
ゴ
イ
ズ
ム
の
な
い
愛
」
そ
の
も
の
で
は
な
か
っ
た

の
か
。下
人
に
服
し
か
剥
ぎ
取
ら
せ
な
か
っ
た
こ
と
、女
性
用
の
服
を
作
品
中
に
描
写
し
た
こ
と
、
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そ
れ
を
下
人
に
語
ら
せ
な
か
っ
た
こ
と
、
こ
れ
ら
は
芥
川
の
「
イ
ゴ
イ
ズ
ム
の
な
い
愛
」
の
表
れ

で
は
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
、「
羅
生
門
」
は
「
な
る
可
く
現
状
と
懸

け
離
れ
た
」
小
説
で
あ
り
、
当
時
の
芥
川
に
と
っ
て
は
「
な
る
可
く
愉
快
な
小
説
」
に
な
り
得
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

お
わ
り
に

「
羅
生
門
は
当
時
多
少
得
意
の
作
だ
つ
た
ん
で
す
が
新
思
潮
連
に
は
評
判
が
悪
か
つ
た
も
の
で

す
」（
大
正
六
年
六
月
三
〇
日
付
、
江
口
渙
宛
書
簡
）
と
芥
川
は
述
べ
、
大
正
六
年
五
月
に
刊
行
の

第
一
短
篇
集
に
『
羅
生
門
』
と
名
付
け
、
巻
頭
に
掲
げ
る
。
こ
の
芥
川
の
自
信
は
、
こ
の
作
品
へ

の
愛
着
の
深
さ
と
同
時
に
重
要
な
意
味
を
も
つ
こ
と
を
表
し
て
い
る
。
こ
の
愛
着
の
深
さ
と
は
何

か
。
そ
れ
は
芥
川
自
身
の
恋
愛
問
題
の
影
響
と
エ
ゴ
イ
ズ
ム
の
問
題
、
即
ち
、
下
人
に
自
分
自
身

の
姿
を
重
ね
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

主
人
公
は
主
人
か
ら
暇
を
出
さ
れ
、
生
死
の
問
題
に
向
き
合
い
な
が
ら
も
自
問
自
答
す
る
下
人

で
あ
る
。
善
悪
の
問
題
を
含
み
人
と
し
て
ど
の
よ
う
に
生
き
る
か
と
い
っ
た
問
題
を
提
示
し
て
い

る
。
そ
の
逡
巡
す
る
下
人
の
姿
は
、
誰
に
で
も
当
て
は
ま
る
問
題
で
あ
り
、
高
等
学
校
に
学
ぶ
生

徒
一
人
一
人
に
と
っ
て
、
こ
れ
か
ら
生
き
て
い
く
意
味
を
考
え
る
う
え
で
も
魅
力
の
あ
る
作
品
で

あ
る
。
同
時
に
技
巧
を
凝
ら
し
た
論
理
的
な
作
品
構
造
は
、
問
題
意
識
を
高
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
疑

問
は
推
理
小
説
を
読
む
か
の
如
き
、
謎
の
世
界
へ
と
誘
っ
て
く
れ
る
。
ま
た
、
そ
の
一
筋
縄
で
は

い
か
な
い
謎
こ
そ
が
、
こ
の
作
品
の
も
つ
普
遍
性
に
も
繋
が
っ
て
お
り
、
作
品
を
〈
読
む
〉
こ
と

の
面
白
さ
と
素
晴
ら
し
さ
を
、
生
徒
に
届
け
て
く
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
青
年
期
を
迎
え
た
高

等
学
校
の
生
徒
に
も
学
ぶ
意
義
で
あ
り
、
そ
の
点
が
長
く
文
部
科
学
省
認
定
の
検
定
教
科
書
に
採

択
さ
れ
る
所
以
で
あ
ろ
う
。
様
々
な
手
法
、
様
々
な
視
点
、
様
々
角
度
で
の
考
察
か
ら
導
き
出
さ

れ
る
結
論
は
、
作
品
を
紐
解
く
楽
し
み
に
満
ち
溢
れ
て
い
る
。

考
察
し
て
き
た
よ
う
に
「
羅
生
門
」
の
下
人
は
、
誰
も
が
も
つ
「
生
き
る
」
と
い
う
命
題
に
悩

む
主
人
公
で
あ
る
が
、
下
人
に
と
っ
て
は
他
の
人
以
上
に
深
い
悩
み
で
も
あ
る
。
そ
れ
は
下
人
の

特
別
な
「Sentim
entalism

e

」、
所
謂
「
感
傷
癖
」
に
拠
る
も
の
で
あ
る
。
一
方
、
同
時
に
合
わ

せ
も
つ
の
が
、
下
人
の
正
義
感
で
あ
る
。
こ
の
両
者
が
絡
み
合
い
な
が
ら
、
下
人
は
逡
巡
す
る
。

そ
こ
に
は
生
と
死
、
善
と
悪
の
問
題
も
提
起
さ
れ
、
結
論
を
出
し
な
が
ら
も
悩
み
続
け
る
主
人
公

の
下
人
の
姿
が
あ
る
。「
羅
生
門
」
の
主
題
と
し
て
、
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
る
エ
ゴ
イ
ズ
ム
と
は
、

自
己
本
位
の
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
考
察
し
て
き
た
よ
う
に
、
老
婆
は
自
己
弁
護
の
た
め
で
あ

り
、
下
人
は
相
手
を
納
得
さ
せ
、
自
分
の
正
当
性
を
自
ら
が
認
識
す
る
た
め
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

に
本
来
と
は
異
質
な
も
の
な
の
で
あ
る
。

生
き
る
こ
と
の
意
味
と
善
悪
の
意
味
、そ
し
て
自
ら
が
体
験
し
た
失
恋
の
痛
手
。「
イ
ゴ
イ
ズ
ム
」

の
結
晶
と
も
い
う
べ
き
愛
の
存
在
を
見
つ
め
直
し
、
問
い
続
け
た
結
果
、
到
達
し
た
芥
川
独
自
の

愛
の
形
を
作
り
上
げ
て
い
る
。
そ
れ
が
自
己
本
位
を
否
定
す
る
「
イ
ゴ
イ
ズ
ム
を
は
な
れ
た
愛
」

と
も
言
う
べ
き
「
無
償
の
愛
」
で
あ
る
。
自
ら
の
体
験
で
あ
る
失
恋
か
ら
得
た
利
益
を
伴
わ
な
い

愛
の
存
在
。
純
粋
に
相
手
の
こ
と
だ
け
を
想
い
や
る
気
持
ち
。
そ
ん
な
単
純
で
あ
り
な
が
ら
も
一

番
難
し
い
愛
の
形
に
、
芥
川
は
行
き
着
く
の
で
あ
る
。
勿
論
、
芥
川
自
身
も
本
当
に
愛
と
は
何
か
。

果
た
し
て
そ
の
よ
う
な
愛
の
形
が
あ
る
の
か
悩
ん
だ
末
に
到
達
し
た
結
論
で
あ
る
。
こ
の
愛
の
形

は
、「
羅
生
門
」
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
一
般
的
な
エ
ゴ
イ
ズ
ム
の
形
と
は
異
な
る
。
つ
ま
り
自
己
本

位
の
も
の
で
は
な
く
、
常
に
相
手
を
視
野
に
入
れ
た
エ
ゴ
イ
ズ
ム
と
い
う
形
で
描
写
さ
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
愛
の
形
は
、
自
ら
が
体
験
し
た
こ
と
か
ら
考
え
れ
ば
、
実
際
に

あ
り
得
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
こ
と
を
芥
川
は
一
番
理
解
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
だ

か
ら
こ
そ
、
現
実
的
に
は
あ
り
得
な
い
「
現
状
と
か
け
離
れ
た
」
作
品
を
作
り
出
そ
う
と
し
て
い

る
。
作
品
世
界
に
は
、
生
死
に
直
面
す
る
極
限
状
態
を
作
り
な
が
ら
も
、
下
人
は
老
婆
の
こ
と
を

救
済
す
る
こ
と
も
忘
れ
て
い
な
い
。
か
け
離
れ
て
い
な
が
ら
も
、
そ
の
よ
う
に
恋
愛
を
理
解
す
る

こ
と
で
、「
愉
快
な
小
説
を
書
き
た
か
つ
た
」
と
考
え
る
芥
川
の
心
情
を
少
し
は
理
解
で
き
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

芥
川
は
「『
羅
生
門
』
の
後
で
」（
大
正
六
・
五
・
五
『
時
事
新
報
』
の
ち
、
大
正
六
・
五
・
二

三
『
羅
生
門
』
阿
蘭
陀
書
房
）
の
中
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

屢
々
自
分
の
頂
戴
す
る
新
理
智
派
と
云
ひ
、
新
技
巧
派
と
云
ふ
名
称
の
如
き
は
、
何
れ
も
自

分
に
と
つ
て
は
寧
ろ
迷
惑
な
貼
札
た
る
に
過
ぎ
な
い
。
そ
れ
ら
の
名
称
に
よ
つ
て
概
括
さ
れ

る
程
、
自
分
の
作
品
の
特
色
が
鮮
明
で
単
純
だ
と
は
、
到
底
自
信
す
る
勇
気
が
な
い
か
ら
で

あ
る
。

先
述
し
た
よ
う
に
、
実
体
験
を
作
品
の
中
で
実
現
す
る
こ
と
が
、
芥
川
の
書
き
た
か
っ
た
「
現

状
と
懸
け
は
な
れ
た
愉
快
な
小
説
」
で
は
な
い
。
作
者
の
実
体
験
を
も
と
に
し
た
作
品
を
重
ね
る

こ
と
も
「
迷
惑
な
貼
札
た
る
に
過
ぎ
な
い
。」
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
よ
う
な
単
純
な
創
作
方
法
を
否

定
し
て
い
る
。「
羅
生
門
」
を
考
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
得
た
芥
川
の
創
作
意
識
は
、
そ
れ
は
今
回

の
場
合
な
ら
エ
ゴ
イ
ズ
ム
の
定
義
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
本
来
の
エ
ゴ
イ
ズ
ム
と
い
う
辞
書
的
な
意

味
を
超
え
て
芥
川
独
自
の
意
味
を
見
い
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
言
わ
ば
、
芥
川
に
し
か
で
き
な
い

独
自
の
ス
タ
イ
ル
で
あ
り
、
一
つ
の
答
え
に
留
ま
ら
な
い
多
様
性
が
示
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。

一
つ
の
物
事
に
捕
ら
わ
れ
ず
、
実
生
活
の
中
で
存
在
し
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
芥
川
な
り
に
そ
れ
に

悩
み
な
が
ら
、
独
自
の
世
界
を
生
み
出
し
て
、
芥
川
独
自
の
視
点
か
ら
切
り
込
ん
で
い
く
。
そ
の

よ
う
な
力
が
芥
川
の
作
品
か
ら
読
み
取
れ
る
。
そ
れ
こ
そ
が
芥
川
文
学
に
お
け
る
魅
力
の
一
つ
で

あ
り
、芥
川
自
身
に
し
か
作
り
出
せ
な
い
も
の
で
あ
る
。こ
の
芥
川
独
自
の
も
の
の
捉
え
方
こ
そ
、

芥
川
文
学
を
支
え
る
大
き
な
根
幹
と
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

49

芥川龍之介「羅生門」論攷 
―逡巡する下人―



（学術論文） 

注

（
１
）「
羅
生
門
」
は
の
ち
に
、
第
一
短
編
集
『
羅
生
門
』（
大
正
六
年
五
月
二
三
日
、
阿
蘭
陀
書

房
）
に
収
録
さ
れ
、
さ
ら
に
、
第
三
短
篇
集
『
鼻
』（
大
正
七
年
七
月
八
日
、
春
陽
堂
）
に
収

録
さ
れ
る
。

（
２
）「『
国
語Ⅰ
』
全
教
科
書
に
お
け
る
『
羅
生
門
』
採
用
率
は
八
八
・
二
％
と
な
り
ま
す
」（「〈
座

談
会
〉『
羅
生
門
』
を
読
む
」『
日
本
文
学
』
昭
和
五
九
・
八
）、
さ
ら
に
平
成
三
十
年
度
採
用

の
『
国
語
総
合
』
の
す
べ
て
の
教
科
書
に
お
い
て
、「
羅
生
門
」
は
採
択
さ
れ
て
い
る
。

（
３
）「
羅
生
門
」
は
、
お
び
た
だ
し
い
研
究
を
整
理
し
、
研
究
史
の
上
で
位
置
付
け
る
こ
と
は
極

め
て
難
し
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
そ
れ
ら
の
指
摘
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
観
点
か
ら
の
指
摘
で
あ
り
、

現
在
の
作
品
の
〈
読
み
〉
は
、
そ
れ
ら
す
べ
て
の
構
築
の
成
果
だ
か
ら
で
あ
る
。
即
ち
、
有

益
な
ア
プ
ロ
ー
チ
と
有
益
な
意
見
で
あ
る
。
従
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
指
摘
に
つ
い
て
は
管
見
の

限
り
目
は
通
す
が
、
小
論
で
す
べ
て
紹
介
で
き
な
い
こ
と
を
理
解
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

（
４
）
小
論
の
題
名
は
、
従
来
の
〈
読
み
〉
の
方
法
に
加
え
、
新
た
な
提
示
を
目
指
す
た
め
に
「
攷
」

（
深
く
考
え
極
め
る
・
攻
め
る
）
の
意
を
も
つ
「
論
攷
」
と
し
た
。
ま
た
、
副
題
を
「
逡
巡

す
る
下
人
」
と
し
た
の
は
、「
感
傷
癖
」
の
あ
る
下
人
が
、
生
と
死
、
そ
し
て
善
と
悪
に
悩
む

姿
が
「
逡
巡
す
る
」
に
ふ
さ
わ
し
か
っ
た
こ
と
。
ま
た
、
芥
川
の
他
の
作
品
に
、「
逡
巡
」
が

多
く
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
、「
ど
う
も
失
敗
し
そ
う
で
、
逡
巡
し
た

く
な
る
」（「
校
正
後
に
」『
新
思
潮
』
大
正
五
・
三
～
大
正
六
・
一
）、「
十
分
ば
か
り
逡
巡
し

た
後
」（「
十
円
札
」『
改
造
』
大
正
一
三
・
九
）、「
一
円
を
す
つ
か
り
使
う
こ
と
に
逡
巡
し
て

は
い
な
い
で
あ
ろ
う
か
？
」（「
追
憶
」「
四
一
金
」『
文
藝
春
秋
』
大
正
一
五
・
四
～
昭
和
二
・

二
）、「
僕
は
ち
よ
つ
と
逡
巡
し
た
」（「
彼
」『
女
性
』
昭
和
二
・
一
）、
な
ど
で
あ
る
。

（
５
）
本
稿
に
お
け
る
引
用
は
、
岩
波
版
『
芥
川
龍
之
介
全
集

全
二
四
巻
』（
平
成
七
・
一
一
・

八
～
平
成
一
〇
・
三
・
二
七
）
に
拠
る
。
但
し
、
本
稿
の
中
心
と
な
る
「
羅
生
門
」
の
引
用

は
初
出
掲
載
誌
に
拠
る
が
、
ル
ビ
は
省
き
適
宜
現
在
通
行
の
字
体
に
改
め
た
も
の
も
あ
る
。

な
お
初
出
の
「Sentim

entalism

」
に
つ
い
て
は
、「Sentim

entalism
e

」
に
改
め
る
。

（
６
）「
聖
柄
の
太
刀
」
は
、
盗
人
に
な
る
た
め
の
必
需
品
で
も
あ
り
、
ま
た
、
人
目
に
付
い
た
場

合
、
か
え
っ
て
こ
の
太
刀
を
持
っ
て
い
る
こ
と
で
、
自
分
が
盗
人
に
襲
わ
れ
奪
い
取
ら
れ
る

こ
と
に
も
な
り
二
面
性
を
も
っ
て
い
る
。そ
の
意
味
か
ら
す
れ
ば
極
限
状
況
を
演
出
す
る「
境

目
」
と
同
義
の
物
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。

（
７
）「
羅
生
門
」
の
異
空
間
に
つ
い
て
は
、
平
岡
敏
夫
氏
の
「
羅
生
門
は
異
空
間
へ
の
入
口
で
あ

り
、
羅
生
門
と
い
う
〈
境
界
〉
は
と
り
も
な
お
さ
ず
、
別
の
世
界
へ
の
門
で
あ
る
こ
と
を
示

し
て
い
る
の
で
あ
る
。」「〈
境
界
〉
は
羅
生
門
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
か
つ
て
「『
日
暮
れ

か
ら
は
じ
ま
る
物
語
』
と
芥
川
作
品
を
呼
ん
で
み
た
こ
と
が
あ
る
」（「『
羅
生
門
』
の
異
空
間
」

『
日
本
の
文
学
』
第
一
集

昭
和
六
二
・
四
、
有
精
堂
）
と
い
う
示
唆
に
富
む
意
見
が
あ
る
。

（
８
）「
羅
生
門
」
に
は
「
勿
論
、
右
の
手
で
は
、
赤
く
頬
に
膿
を
持
つ
た
大
き
な
面
皰
を
氣
に
し

な
が
ら
、
聞
い
て
ゐ
る
の
で
あ
る
」、「
さ
う
し
て
、
一
足
前
へ
出
る
と
、
不
意
に
、
右
の
手

を
面
皰
か
ら
離
し
て
、
老
婆
の
襟
上
を
つ
か
み
な
が
ら

か
う
云
つ
た
」
と
あ
る
よ
う
に
、

「
右
の
手
」
が
意
味
を
も
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
下
人
の
心
情
を
明
白
に
示
し
て

い
る
面
皰
は
逡
巡
す
る
下
人
の
姿
そ
の
も
の
で
あ
り
、「
勿
論
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

「
勿
論
」
は
、「
右
の
手
」
で
「
大
き
な
面
皰
を
氣
に
し
て
い
る
」
の
が
下
人
の
癖
、
下
人
ら

し
い
行
動
、
言
わ
ば
当
然
で
も
あ
る
か
の
表
現
で
あ
る
。
さ
ら
に
「
不
意
に
、
右
の
手
を
面

皰
か
ら
離
し
て
、
老
婆
の
襟
上
を
つ
か
み
な
が
ら
」
の
行
動
に
出
る
。「
勿
論
」
か
ら
「
不
意
」

に
変
わ
る
。
こ
れ
ま
で
逡
巡
し
て
い
た
の
と
は
違
い
、
反
射
的
な
下
人
の
行
動
を
意
味
し
て

い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
だ
け
老
婆
の
存
在
に
よ
っ
て
、
背
中
を
押
さ
れ
た
こ
と
が
明
白

で
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
面
皰
を
触
る
こ
と
し
か
で
き
な
か
っ
た
「
右
の
手
」
は
、
老
婆

に
よ
っ
て
勇
気
と
い
う
き
っ
か
け
を
も
ら
う
。下
人
に
と
っ
て
、老
婆
に
出
会
わ
な
け
れ
ば
、

こ
の
き
っ
か
け
を
得
る
こ
と
は
な
い
。
周
知
の
よ
う
に
芥
川
文
学
に
お
い
て
光
が
、
救
済
の

意
味
を
持
つ
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
役
割
を
老
婆
の
持
つ
「
右
の
手
に
火
を
と
も
し
た
松
の
木

片
を
持
つ
て
」
い
る
「
右
の
手
」
で
あ
る
の
も
偶
然
で
は
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

〈
付
記
〉
教
鞭
を
執
っ
て
三
十
年
以
上
に
な
る
。
そ
の
中
で
、
国
語
教
育
に
つ
い
て
考
え
続
け
て

い
る
こ
と
が
あ
る
。
読
解
力
は
、
決
め
ら
れ
た
時
間
の
中
で
文
章
を
読
み
問
題
を
解
く
こ
と

で
是
非
が
問
わ
れ
る
。
そ
も
そ
も
国
語
教
育
と
は
、
感
受
性
と
想
像
力
を
養
い
、
自
ら
を
見

つ
め
る
こ
と
で
は
な
い
の
か
。
そ
の
た
め
に
は
充
分
な
時
間
が
必
要
で
あ
る
。

「
読
む
」
と
い
う
行
為
は
、
単
に
話
が
わ
か
る
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
作
者
が
な
ぜ
そ
の

よ
う
に
表
現
し
た
か
を
考
え
る
こ
と
で
、
思
考
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、

そ
れ
は
人
を
思
い
や
る
気
持
ち
に
も
繋
が
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
作
品
を
じ
っ
く
り
と
読
む

時
間
が
必
要
に
な
る
。
作
品
を
読
む
と
い
う
こ
と
は
、
正
し
く
は
作
品
を
よ
り
深
く
読
む
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。「
読
み
を
深
め
る
」
こ
と
な
く
し
て
、〈
読
み
〉
の
教
育
は
な
い
。

「
羅
生
門
」
も
、
じ
っ
く
り
読
み
、
考
え
さ
せ
る
こ
と
を
願
う
。
こ
れ
か
ら
も
国
語
教
育

の
意
義
を
常
に
考
え
な
が
ら
教
壇
に
立
ち
た
い
と
思
う
。
最
後
に
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
お
願
い

し
た
い
気
持
ち
を
添
え
て
こ
の
小
論
を
閉
じ
る
。
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芥川龍之介「羅生門」論攷 
―逡巡する下人―

―
―
令
和
三
年
十
二
月
二
十
九
日
稿
了
―
―

（
受
付
日
：
令
和
四
年
一
月
三
十
一
日
）

（
受
理
日
：
令
和
四
年
三
月
二
十
二
日
）



(Original Article) 

On AKUTAGAWA Ryunosuke’s “Rashomon” 

:A Servant’s Hesitation 

Haruki  ISHITANI1*
1:Dept. of General Education(Humanities and Social Sciences) 

AKUTAGAWA Ryunosuke’s “Rashomon,” which is widely adopted in many of the authorized 

textbooks, makes us think over the meaning of “life.”  The purpose of this essay is to pursue the 

possibility of reading toward clarification of fascination in Akutagawa’s “Rashomon.”  I particularly 

focus on consideration to a servant’s feeling and the details of expression in the text.  

As a result, although “Rashomon” has been interpreted as an egoist story in general, we will 

find out “egoism” newly constructed from Akutagawa’s unique viewpoint.  

Key words：芥川龍之介・羅生門・逡巡・下人・エゴイズム 
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